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一　特別な君









「ねえ、僕はどうやったらフランの特別になれるのかな？」

　明るい茶色の髪の青年が、軽やかに言った。赤橙色の瞳がきらめき、まるで宝石のカーネリアンのようだ。まっすぐな笑顔とその輝きが眩しい。

　フランチェスカはしっかりと視線を合わせて、笑顔で答えた。

「最初からずっと特別よ。そう伝えてなかったっけ？　行き倒れを拾うなんて経験、人生で初めてだったもん」

　しかもそのままずっと居座ってるし。

　いたずらっぽく目配せすると、青年──カルロは眉を下げた。

「僕の特別とフランの特別は違うと思うなー」

「一緒。私にとってもあなたは特別、唯一無二」

「嘘ばっかり」

「疑り深いわね」

　フランチェスカは苦笑いして、カルロの視線から逃れるように背を向けた。壁際の棚の前で立ち止まり、並べられた魔道具たちをのんびりと眺める。

「今日はどれをショーケースに入れようかな」

　魔女であるフランチェスカは、デルカ魔法王国の首都ケルビンの一角で『フランの結晶雑貨店』という魔道具屋を営んでいる。『毎日の暮らしに役立つものあります！』というコンセプトの、生活用品多めの店である。そしてカルロは六ヶ月ほど前から居候して、店を手伝ってくれているわけありの青年だ。

「またごまかして」

　カルロは不満そうにしつつも隣に並び立ち、真っ青な液体の入った小瓶を手に取った。中にアクアマリンが入っている香油で、石の皿の上におとした数滴に火を灯せば、ミント系の爽やかな香りとともに海辺の幻を浮かばせる。

「最近夜が暑くなってきたし、これに冷気の魔法を加えて空間に香りと涼しさをお届けっていうのはどうかな？」

「採用」

　春の終わりから夏へはすぐに移行する。

　きっとこれからどんどん気温が上がって寝苦しくなるだろうから、カルロの提案はタイミングもとても良かった。

（もう少し作っておいた方がいいかなぁ）

　思っていたよりも香油の在庫が少ない。これだとすぐに売り切れてしまうかもしれない。

「この香油、いつもの二割増しの価格にしてみない？　それでも売れると思う」

　材料の算段に割り込むようにカルロが言った。

「ほら、こないだ作った魔除けの指輪、材料費結構かかったって言ったでしょ」

「価格はこのままでいいの。みんなの手に取りやすいのが大事」

「フランの生活だって大事だと思うけど」

「今のところ成り立ってるから大丈夫。それにカルロの接客のおかげで売り上げも好調よ」

　おそらく彼は自分がいることで、フランチェスカのお金が足りなくなるのを心配している。確かに出費は増えたけれど、多少なりとも蓄えはあるし、何より彼の接客はとてもうまくて売り上げが格段に上がっていた。

　何度もそう伝えてはいるのだけれど彼は彼で店の経営を慮ってくれるのだ。

「僕の力じゃないよ。フランの魔道具が魅力的なだけ」

「謙虚なんだから」

「ほんとのことだよ」

　カルロはにっこり笑うと、店の入口へと向かった。

（口がうまいんだから）

　フランチェスカは肩をすくめてその後ろ姿を見守る。彼はドアの鍵を開けて、表に『開店』と書かれた看板を立てた。

『フランの結晶雑貨店』の営業開始である。

　ちょうど外で待ってくれていた客がいたようで、彼の明るい声が響いた。

「あ、ミールさん。おはようございます！　さ、どうぞどうぞ」

「おはよう、カルロ。この間のティーセットすごく良かったわ。ずっとあったかいままのお茶が飲めるのってすごくいいわね」

「気に入ってもらえて良かったです！」

（カルロって人たらしよね）

　香油を陳列しながら、フランチェスカはしみじみと思う。彼が世話になることへの対価として店の手伝いを始めてから、目に見えて客の数も売り上げも増えた。

　見目の麗しさの割に人懐こく明るい接客は、皆を魅きつける。商品を押し売りするようなことは決してしない立ち回りも好感度につながっているのだろう。

　彼との会話を楽しむ客が自然と長居するようになり、商品を吟味する時間が増えた結果が売り上げアップにつながっていた。

　事実、今入ってきたミールもカルロの人となりが気に入ったようで、定期的に足を運んでくれる。

「いらっしゃいませ、ミールさん」

　先日三十歳になったばかりという彼女は、大人っぽい穏やかな微笑みで応えた。壁際に飾ったドライフラワーのそばで静かに息を吸い込むと、嬉しそうに振り返る。

「こんにちはフラン。今日もここはいい香りがするわね」

「ありがとうございます。今日は爽やかな感じにしてみました」

「これ僕もすごく好きな香りなんですよ。風の香りって感じでいいですよね」

　二人は雑談しながら、店内を見始めた。

　カルロは商品の説明を求められたらするけれど、自分からは決してしない。そんなところが人気の秘訣なのだろう。

　フランチェスカは店中央のディスプレイスペースに香油を並べ、飾り付けをしながら二人の会話を流し聞いていた。話題はミールの幼い息子の成長譚から、この間行われたランタン祭りのことに移り変わっていく。

　ランタン祭りとは、ケルビンの春を彩る一大イベントだ。ひとりひとつランタンを掲げ天に祈りを捧げ、その後そのランタンを魔法で飛ばす。その際にランタンを交換した二人は末長く共にいられるという伝承もあり、恋人たちのためにも重要な夜となっている。

　フランの店でも各種ランタンを並べ、なかなかの売り上げを得ることができた。実際にフランチェスカもランタンを持って、噴水広場では願い事もした。

「そういえばカルロはフランとランタンを交換したんでしょ？」

　何気ないミールの言葉に、フランチェスカはぎくりと体をこわばらせた。

（あ、まずい話題だわ）

　ここから先はあまり聞きたくない。不自然にならないように一旦倉庫へと向かおうとしたが、引き止めるかのようにカルロの返答が響いた。

「僕はそうしたかったんですけど、断られちゃいました」

「ちょっとカルロ！」

　フランチェスカは勢いよく振り返った。カルロは楽しそうに笑っているし、ミールは手のひらを口に当てて楽しそうだ。

「あら、またフラれたの？」

「そうなんです」

　カルロは客との雑談で簡単に「フランチェスカに恋をしている」と言う。おかげで客の間では彼の公開片思いのような形になっているのだ。その話になった時のいたたまれなさといったら言葉にできない。

「フランったら贅沢ね。カルロの何が不満なの？」

「逆です。カルロはとっても魅力的だから、四つも年上の私よりもいい人がいると思いません？」

　フランチェスカは二十四歳、カルロは二十歳。

　世の中には年の離れた恋人や夫婦がたくさんいるが、自分たちにそれを当てはめたいとは思わなかった。そう思っているのはフランチェスカだけのようだけれど。

「僕にはフランが一番だよ？」

　カルロが嬉しそうに言ってくる。

「本人がそう言ってるならいいじゃない」

　ミールはしたり顔でうなずき、応援すると声を弾ませた。

「ありがとうございます！　僕も引き続き頑張ります！」

　カルロは明るく答えて、手際よくミールを別のコーナーへと案内した。その際にさりげなく話題を変えることも忘れない。

（こういうところが慣れすぎてるのよね）

　毎回たきつけられる身としては、たまったものではない。

　心の中で文句をつけながら、今度こそフランチェスカは倉庫へと逃げたのだった。
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　フランチェスカは、国の西部にある小さな村出身の魔女だ。深い森の中にあり、魔力の高い人間たちが多い村だった。フランチェスカもその血を引き継ぎ強い魔力を持って生まれた。

　明るい緑色の瞳は特に潜在魔力が高い者の証だったから、物心ついた時から魔法についての多種多様な知識を与えられ、それを順調に身につけていった。その結果としてフランチェスカの持ち前の好奇心は村の外に向くようになり、十五歳で広い世界を見聞するための修行の旅に出たのだ。

　色々な街を巡る中で首都ケルビンにたどり着き、風土と人とが気に入って居着いた。最初は困難も多かったけれど良き友人にも恵まれて、九年経った今では家を建てて自分の店を開いている。周囲に比べれば小さな家だけれど、一階は店舗兼倉庫、二階は居住スペースとしては十分だった。

　その夜、故郷で暮らす妹のマリエッタからの手紙に目を通して、フランチェスカは息をついた。

　三年ほど前に一度帰省して以来戻っていないため、マメな彼女からは季節ごとに手紙がくる。

「んー……どうしよ」

　薄桃色の長い髪を指で弄びながら、どう返事をしようかと考える。

「今、ここを離れられないんだよね」

　手のひらに乗せた水晶珠に魔力を注ぎながら、つぶやいた。

　こうするとフランチェスカの声が記憶されて、マリエッタの手元へと渡った時に録音された音声が再生されるという魔道具だった。

「ほら前に行き倒れを世話してるって言ったでしょ？　その子がまだ家にいるんだよ。わけありっぽくてなかなか、ね」

　当の本人は隣の部屋で眠っているだろう。

　出会ってから六ヶ月ほどたつが、カルロが家に帰る気配は一向にない。フランチェスカに開示されている情報は、彼の家がゴタゴタしていて帰るに帰れない状態だということ。

　そして──。

「多分……」

　フランチェスカは言葉を切った。

（さすがに言わない方がいいか）

　マリエッタが自分を気にかけてくれているのがわかるから、余計な心配はかけたくなかった。

「まあしばらくはいそうだから様子を見ていくわ。……あと、いつも手紙に魔除けの魔法ありがとね」

　手紙からほのかに漂う魔力は、マリエッタの自分への気遣いのあらわれだ。

　この世界には魔獣という脅威があり、人々は大なり小なり自分と周囲に防御魔法をかけて生きている。この手紙にもその魔法がかかっていて、懐に持っていればもしもの時に効力を発揮してくれるだろう。

「また連絡するね」

　これで返信は終わりだ。記録が終わった水晶をベルベットの巾着袋にしまう。それをさらに小さなポーチに入れて、室内にある止まり木にてじっとしていた鳥の元へと寄った。見た目は青い羽を持つ渡り鳥。けれど実態はフランチェスカが相棒として手懐けた魔獣で、ネリーという名前を持っている。

「準備できたよ」

　この世界には魔獣がいる。多くの場合彼らは魔力を得るため、食事のために人間を襲うが、魔力の強い人間は逆にそれを従えることができる。

　フランチェスカが子どもの頃、村のそばの池で出会ったのがネリーだ。その頃のフランチェスカは魔獣の相棒が欲しいという気持ちが強かった。水を飲んでいた青い鳥の翼の美しさに見惚れて、相棒にならないかと持ちかけたのだ。

　ネリーは最初は警戒して襲われたりもしたが、辛抱強い説得が通じてフランチェスカのそばにいてくれるようになった。

　以来、フランチェスカにとってネリーはなくてはならない相棒となった。

『カルロのことまだ言わないつもり？』

　頭の中で甲高い声が響く。魔獣は元より知能が高く、人に触れ人語を理解するのも容易い。魔獣に性別はないそうだが、フランチェスカの話し方が移ったようで、ネリーの口調は女性らしかった。

「いいのいいの。まだ不確定要素多いし」

『絶対マリエッタに聞かれるんだけど』

「適当に流してくれると助かる」

『もう』

「ごめんって」

　フランチェスカは小さなポーチをネリーの体に装着した。

「あと行くついでに、騎士団への返事も持っていってくれる？」

『ええ!?』

　チェストの引き出しを開けて、もう一つ水晶珠を取り出す。こちらはあらかじめ準備していたものだ。『騎士団で使用している剣に魔法石を加工して欲しい』という依頼に対しての返事が録音されている。何かの折に騎士団の詰所へ届けないといけないものだった。

「いつものところに置いてくれたらいいから」

『えー面倒くさい。明日自分で行ったらいいじゃん』

「明日は採掘に行くのよ。お願い！」

『……わかったわよ』

「ありがと！」

『で？　今度こそ受けることにしたの？』

「ううん、断る」

『せっかくの大口依頼なんだし、やったらいいのに』

「武器はいやなの。盾なら考えてもいいけど」

『そう返事してみたら？』

「……また今度ね」

　フランチェスカは水晶珠を袋に入れて、今度はそれをネリーの首にかける。

『飛びづらいんだけど』

「ちょっとの距離だから」

　魔力を自分の指先に集めて青白い光を生み出し、そっとくちばしへとかざす。それは一瞬でネリーに吸い込まれ、体全体が発光した。

　フランチェスカはネリーに魔力を供給し、ネリーはフランチェスカの命令をきく。それが基本的な関係性だった。

『足りない』

「そうかな？」

『面倒ごと頼まれたから』

「はいはい」

　新しく魔力を供給してから、フランチェスカは窓を開け放ちネリーを送り出した。彼女は青い翼を広げ、初夏のそよ風に乗って西へと羽ばたいていく。小さくなる姿を見送っている最中、視界の端を横切る影に気づいた。

　あまりにも速くて残像はすぐに消えたが、見当はついている。

　カルロの魔獣ジルだ。

　見目はトラに似ていて、トラよりもずっと大きな体躯の魔獣。普段は目立たないようにカルロの魔法で小さくなっている。ただあの影の大きさを見る限り、元のサイズに戻っているようだ。その方が速く移動できるだろうし、夜の闇が彼の巨体も隠してくれる。

「……騎士団のこと、バレちゃいそうだな」

　カルロの前では騎士団からたまに依頼がくることは黙っていた。どうせ毎回断っている依頼だし、それ以上広がる話題でもなかったから。

（ま、いっか）

　なるようになる。

　フランチェスカは息をついてから、窓を閉めた。

　カルロが何を考えて魔ジ獣ルを放ったのかは、なんとなく予想できている。

（密告なんてしないから安心していいのに）

　彼が何者だとしても、助けた夜に交わした約束は守る。

　それがフランチェスカの矜持だから。
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　二人の出会いは半年前の夜のこと。

　フランチェスカは素材集めのために街の北にある『蒼の森』へとやってきていた。ここは色々な種類の果樹が群生しているが、多くの野生動物や魔獣も住んでいて、住民たちは決して立ち寄らない。

　ただフランチェスカにとっては忌避するような場所ではなかった。どんな事態が起ころうとも自分の魔法とネリーの力でなんとかできたから。

　目当ての素材は雨風に当たれば当たるほど輝くという『水すい輝き花ばな』だ。日中から強い雨風にさらされていたことで、それは青く輝き存在を主張している。水晶のような透明感のある花びらが特徴で、鑑賞用として価値が高い。目深にフードをかぶってありったけの花を集め、さあ帰ろうというところで彼らを見つけたのだ。

　白い魔獣が主人を守るように丸まっている。大きな体躯に包まれる人物は男性のようで、どちらも気を失っているようだった。

　彼らが背を預けている大木の豊かな葉により雨風からは守られていた。

「……白い魔獣を従えられるのは王族だけ、って聞いたことあるわ」

『にしては傷だらけでみすぼらしいけど』

　ネリーはフランチェスカの肩から飛び立って、一人と一頭を検分するかのように飛んだ。

『どっちも意識がないわね。魔獣の方は魔力かつかつよ』

「……ひとまず人間の方の怪我を治さなきゃ」

　フランチェスカは静かに近づいて、先に男性の方に治癒魔法をかけようとした。

　けれど魔獣の毛並みに隠れて魔法をかけることが難しい。

　なので先に魔獣へと魔力を注ぐ。最初は反発するような感覚があったけれど、やがて静かに魔力は吸い込まれていった。

（ご主人様の魔力とは違うけど許して）

　魔獣が身じろぎしたのを見て、フランチェスカは魔力を止めた。

　するとみるみるうちに魔獣の体毛の色が変化していく。魔力を得て本来の色を取り戻しているのか、それとも元々かけられていた魔法が効力を取り戻したのか。

　一瞬のうちに真っ白な毛並みは、トラのような縞模様に変わっていた。

　暗がりの中だから色味まではわからないが、王家の魔獣の象徴はたちまちに消えた。

「大丈夫？」

　魔獣の目が開き、毛並みが逆立つ。すさまじい魔力による殺気から逃げるように、フランチェスカは一歩後ろへと下がった。

　低いうなり声に威嚇されるが、フランチェスカは落ち着いて言った。

「安心して、傷つけたりはしないわ。あなたのご主人の怪我を治そうと思ってるだけ。相当弱ってるでしょ？」

　ネリーも甲高い鳴き声をあげた。魔獣の間で伝わる言語なのだろう。魔獣の視線がネリーへと動く。それから静かに魔獣は体勢を変えて、男性の姿を見せた。普段ならば艶めいて輝いているだろう金髪は泥だらけで、顔や腕などに細かい傷が走っている。

「ありがと」

　フランチェスカは彼の元へとしゃがみこみ、治癒魔法をかけた。

　足の怪我と細かい傷を綺麗にしてやると、優しい声で魔獣が鳴いた。

　人間と魔獣の間で意思疎通ができるのは、契約関係や信頼関係がある場合のみ。けれど今だけは魔獣が「ありがとう」と言っているのがわかった。

「どういたしまして」

　腰に下げた水筒のふたを開けて、水を口元へ持っていく。

　その刺激に彼は意識を取り戻したのか、眉間にしわが寄って、静かにまぶたが開いた。フランチェスカを認めて彼は目を見開いたあと、ほろほろと涙をこぼした。

　びっくりした。

　突然の涙もそうだけれど、彼の瞳は左右で色が違った。赤橙色と琥珀色──とても綺麗で、見とれかけてすぐに我に返る。

（今はそれより、何があったかよ）

　森の中で魔獣に襲われたのか、それとも何か別の要因があるのか。何にせよ緊迫した事態であることは確かだった。

「どうしたの、魔獣に襲われたの？」

「あんなに強くなるなんて思ってなかった……直接関わってないはずなのに、大気も大地も……あいつらの……」

「どういうこと？　あいつらって何の話？」

　ハッと彼が何かに気づいたように瞬きを繰り返す。

　それからフランチェスカをまっすぐに見つめて、震える声で言った。

「……助けて」

　思わずフランチェスカは彼を抱き寄せていた。

「……わかった、助けるわ」

『フラン！』

　ネリーの声が頭に響く。彼女が咎めるような声音をしているのは気づいていたけれど、聞こえないふりをした。

　こんなにも傷ついて弱っている人物の手を振り払うことなんてできない。

　それが出会いだった。
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　フランチェスカは青年を家に連れて帰った。そうすることに彼の魔獣も異論はないようで、主人を背に乗せた状態でフランチェスカに素直についてきた。

　家に着いて客用のベッドに寝かせ、息をつく。魔獣も彼のそばで丸まった。

『ありがとう、だって』

　ネリーがそう伝えてくれたからうなずいて、部屋を出る。

　翌日、日が高くなってきた頃に、彼は目覚めた。店の開店準備をしていたところに、ドアが開いて青年が顔を出す。

　その顔を見て、フランチェスカは声には出さずに驚いた。髪の色が金から明るい茶色に、目の色がどちらも赤橙色に変化していたから。

「昨日はありがとうございました」

　彼がおずおずと言って入ってくる。相棒の魔獣は白と黒の縞模様はそのまま、キツネほどの大きさになっていた。おそらく普段はこのサイズで過ごしているのだろう。確かに人間が騎乗できるほど大きな魔獣は目立って仕方ない。

（きっと素性を隠したいのね）

　瞬時にそう判断して、フランチェスカは彼の変化に気づかない振りをした。

「怪我はどう？　痛いところある？」

「大丈夫です。全部治してくれてありがとうございました」

　それを聞いて安心した。昨日の治癒魔法はよく効いたようだ。

「よかった。お腹すいてるよね？　朝食にしましょ」

　フランチェスカは彼をダイニングに案内して、ポタージュとパンをテーブルに並べた。彼の魔獣の分はラグを敷いて、そこに置く。

「あなたの魔獣もよかったら」

「ありがとうございます」

　青年は嬉しそうに言って魔獣に食事をするよう促してから、自分もテーブルについた。

　改めて明るい光の下で見ると、青年の顔立ちはかなり整っている。

　ふわりとした髪の軽やかさ、澄んだ瞳の爽やかさ、そして笑みの形をたたえる口元の柔らかさ──清潔感のある華やかさとでも言うのだろうか、親しみやすい美しさがある。

「美味しい！」

　スープを一口飲んで嬉しそうに言う青年に微笑みかけて、フランチェスカは向かい側に座った。魔獣も舌を出してスープを舐め始めている。彼らの食事が半分ほど進んだ頃、フランチェスカは彼に尋ねた。

「そろそろ名前を聞いてもいい？」

　彼がハッとした顔でフランチェスカを見返す。一瞬交わった視線から、彼の迷いが見えた気がした。少しだけ気まずそうにしながら、彼が言う。

「カルロ、と言います」

「年は？」

「二十歳」

「住んでるところは？」

「それは……」

　カルロが言い淀むのを見て、フランチェスカは「まあいいよ」と声をかけた。

「言いたくないなら言わなくても大丈夫。帰れる場所かどうか教えてくれれば」

「まだ、帰れません」

　カルロはその部分だけははっきりと言い切った。強い決意を元に帰らないと決めているのか、事情があって帰れないのか、口を引き結んだ表情からは推し量れない。

（……いわくつきってことね）

　二十歳という年齢は、この国の第五王子と同じだ。確か名前はヴァレンティノといい、透けるような金髪とオッドアイを持つ美しい王子だと聞いている。昨日のカルロの姿と、髪の色や目の特徴はぴったり合致していた。白い魔獣を連れていたことも判断材料としては強力だ。

（ヴァレンティノ王子といえば、最近御前試合で活躍したって聞いたな）

　騎士団主催の剣術大会にヴァレンティノ王子も他の王子とともに出場し、優勝していたはずだ。店を訪れた人の中に観戦した人がいて、流れるような剣さばきが美しかったと絶賛していたのを覚えている。

　貴族議会が何かの法案で紛糾した際には、それぞれの意見を聞いたのちに見事に仲裁したという話も聞いた。

　王子としての能力や実績は十分。城を追われたりするような人物ではない。

（自分から城を出たとか？　……まさか）

　フランチェスカの住む国は、平和な治世が続いている。

　国王は賢王と呼ばれ穏やかな政治を行い、王妃とも仲睦まじい。王子王女は合わせて八人いて、皆が左右で違う色の瞳を持ち高い魔力と聡明さを持っていた。もちろん各々に得意分野はあって、それを生かせれば国の未来も安泰だと言われている。

　ただ王子に似ているだけか、王子本人なのか。

　今の段階でフランチェスカに結論づけることはできなかった。

　カルロからの窺うような視線を受け止める。赤橙色の目の奥に何があるのかは見えない。

　けれど昨日確かに彼は『助けて』と言った。

　何か問題に直面していて、行き場もないのだろう。

「……今、困ってる？」

　カルロがじっと見つめ返してくる。

　フランチェスカの意図を推し量っている目だ。フランチェスカがカルロを探っているのと同様、彼も自分に同じことをしているのがわかる。

　数秒間の沈黙の後で、カルロはうなずいた。

「とてつもなく困ってます」

「理由は？」

　カルロは黙ったまま首を横に振った。教えられないということだ。

　しっかりとそう意思表示する部分に少しだけ好感が持てた。嘘でごまかさないで、言えないことは言えないと言える人なのだ。

「行くあては？」

「……ないです」

「わかった。……じゃあうちにいる？」

　その瞬間、カルロの表情が目に見えて変わった。

　目がキラキラと輝いて、心の底から安心したような柔らかい笑顔で、大きくうなずく。

「お願いします！」

　素直な感情表現がかわいい。

　知らずフランチェスカの口元も弧を描いていた。

（これも何かの縁だし）

　昨日自分は彼に『助ける』と言った。それを実行しよう。

　フランチェスカはそう決めたのだった。
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　二人で暮らすにあたって、フランチェスカはいくつかのルールを決めた。

　食事は当番制、掃除はカルロ、洗濯はフランチェスカ。生活のルールと、もう一つ『お互いを尊重する』というものだ。

　相手が言いたくないことを無理に聞き出そうとしない。

　それぞれ一人の時間を大事にする。適切な距離感を保つ。ただし敬語はなし。

　すると、カルロから店を手伝いたいという申し出があった。

「ただ置いてもらうだけじゃ、あまりにも役立たずだから」

　そう言われて、フランチェスカもそれを受け入れた。毎日の開店と閉店の準備や細かい事務作業、また商品に使う鉱石採取など、やるべきことはたくさんある。それを手伝ってもらえるならば、とても助かるから。

　そして一ヶ月がたった。

　彼との二人暮らしは概ね順調だ。彼は家事に関しての知識もスキルもなくかなり生活能力はなかったけれど、だからこそ身に付けたいという気概があった。料理も掃除も教えればすぐに覚えたから、大騒ぎしていたのは最初の一週間だけだったように思う。

「カルロ、この飾り付けどうかな？」

「いいと思う。けど、この造花を足してもいいかも」

　店に入ってすぐのテーブルには、その日一押しの商品を飾っている。今日はオルゴール付きの宝石箱だった。蓋にはエメラルドとガーネットが埋め込まれていて、そこに二種類のメロディーが記憶されている。蓋の開け閉めなしに音を鳴らすことができて、魔法の力で施錠もできる。宝石箱という名目ではあるけれど、貴重品をしまう用途でも使える木箱だった。

　シンプルで上品な外観の宝石箱のそばにはバラの造花を置いていた。カルロは白い小さな造花を追加すると、一層可憐な雰囲気となった。

「あ、かわいい。いいね」

「でしょ」

　カルロが微笑み、少しの魔力を送って宝石箱を起動させる。明るく弾んだメロディーが響き始めた。

「今日はずっとこうして起動させててもいいかもしれないね」

「実演販売かぁ。やってみようか」

「うん」

　カルロは嬉しそうにうなずくと、宝石箱に魔力を追加してから倉庫部屋へと向かった。宝石箱の在庫を取りに行ったのである。

　後ろ姿を見送ってから、フランチェスカも他のショーケースのバランスを整えていく。

　その時、店の扉が開いて大きな花束を抱えた男性が入って来た。

「おはよう、フランチェスカ」

　近所の花屋の店主テオドラだ。フランチェスカが店を開いた時からの知り合いで、定期的に店内に飾る花を届けてもらっている。五つ年上で面倒見のいい性格なので、たまに兄のように感じる存在だ。

「綺麗」

　黄色系でとリクエストしていた花束は華やかで明るい。受け取った瞬間甘く爽やかな香りが漂った。

「あ、待ってお金──」

「フラン」

　ちょうど戻って来たカルロの手には花代として朝に用意していた紙幣が握られていた。扉の音でテオドラの来訪に気づいたのだろう。

（優秀すぎるわ）

　お礼を伝えると、カルロはうなずきテオドラに代金を渡した。テオドラは紙幣の枚数を数えた後に「まいどあり」と笑う。その後でフランチェスカに視線を向けた。

「フランチェスカ、少しいいか」

「あ、うん。待ってね。その前に──」

「僕が飾っておくよ」

　まるでフランチェスカの思考を読んだかのようだった。花を先に花瓶にいけてしまいたいという気持ちが伝わったことに驚きつつ、カルロの申し出を素直に受ける。

「ありがとう」

　花束を渡すと、カルロはにっこりと笑った。

　気がきくでしょうとでも言いたげな笑みだ。微笑ましさに笑顔がこぼれる。そして彼に花がとても似合うことに気づき、まじまじと眺める。

「ん？　どうしたの？」

「ううん、なんでもない。お願いね」

「はーい」

　目鼻立ちがくっきりとして、麗しいとも言える顔立ちの彼は、花を持っているところが本当に絵になる。肖像画にしてもいいくらいの美しさだった。

（……やめやめ）

　彼の顔のつくりは一ヶ月たって慣れてきたとはいえ、こんなふうに不意打ちで美しさに気づくことは多かった。

　気分を変えてテオドラに向き直る。彼からは店外へ行こうと促された。

「いいけど」

　腑に落ちない。外で話すような重要な内容なのだろうか。

　不思議に思いながら、テオドラの後について店を出る。玄関扉を閉めたところで、彼は顔を曇らせた。

「あいつ、いつまでいるんだ？」

　少しだけ潜めた声には、どこか不満そうな響きが見え隠れしている。

「急になに？　まだいる予定だけど」

　カルロのことは遠縁の親戚と説明していた。親と喧嘩して家出してきているんだと冗談のように言っている。本気にする人、何か言いづらい他の理由があると推察する人、反応は様々だけれど、大体の人はカルロの笑顔に魅了されて納得していた。

　けれど、テオドラはそうではなかったようだ。

「もう一ヶ月だぞ？　いくら事情があるとしたって、仕事もしないで居座ってるのはどうなんだ」

「ちゃんと店の手伝いをしてくれてるよ」

「それだけじゃ足りないんじゃないか？　生活費は二人分になってるんだから」

「私にも蓄えがあるの」

「得体の知れない居候に使うための蓄えじゃないだろ」

　今日のテオドラはやけに食い下がってくる。フランチェスカを心配してくれるのはわかるが、彼にそこまで言われる筋合いはない。

　ムッとした感情が表に出ないよう苦心していると、彼は今度は少しだけ気まずそうな表情になった。

「それに、その……」

「なに？」

「大丈夫なのか？　その、夜、とか」

　いつもはっきりとした物言いをするテオドラにしては珍しい歯切れの悪さだ。

「夜ってなに？」

「察しろよ。……男女間に起こることだよ」

　視線を泳がせるテオドラを見て、フランチェスカも気づいた。

　うら若い男女が一つ屋根の下で暮らした時に起こり得ること──体の関係を迫られたりしていないのかということだ。

　一応親戚と言っているけれど、彼にとっては遠縁だとそこまで関係ないという認識らしい。

「……ああ、うん」

　一応フランチェスカも少しだけ声を潜めて答えた。

「そういう危険は全くないよ」

　確かに最初の数日は万が一と思ったこともあった。けれどカルロは夜は与えられた部屋から出なかったし、むしろフランチェスカに自分の部屋に魔法錠をかけてほしいと言ってきた。

『僕はあなたに絶対危害を加えない。でも心配だと思うから、夜は魔法で部屋に閉じ込めていいよ』

　それで数日は魔法をかけてみたのだけれど、必要ないと判断してやめた。

　もしも何か起こっても、フランチェスカだって魔法の腕はあるし、自分の身を守れるように防御の指輪を身に付けている。

　それに彼が本当に王族だとしたら、しがない市井の魔女に手を出すなんてリスクしかない。

　そして事実、カルロはとても品行方正だった。

「テオドラが心配してくれるのはありがたいけど、カルロは大丈夫」

「なにが大丈夫なんだよ」

「していいことと悪いことの判断はできる人ってことよ」

「でも……」

「彼がここに来て困ってることなんて何もない。むしろすごく優秀で、店の手伝いも本当に助かってるの。テオドラも気づいてるでしょ？　彼が来てから店内は華やかな雰囲気になったし、お客様も増えてるの。もちろん売上もね」

　テオドラは眉間にしわを寄せてしまった。

　なにかしら言い返したいが、適切な言葉が思いつかない。といったところだろうか。彼があげたカルロに対しての不審な点は全てフランチェスカが潰したから。

「でも……」

「私はカルロを信じてる。だから大丈夫よ」

　フランチェスカが言い切ったことでテオドラももう何も言えないようだった。しぶしぶといった表情だったけれどうなずき「フランがそう言うなら」と引き下がった。

「ありがと」

　何かあったらすぐに言うんだぞと念を押されて、しっかりとうなずく。三回ほどそのやりとりを繰り返して、ようやくテオドラは納得して去っていった。

（悪い人じゃないけど……）

　女一人で店を切り盛りして生きているのが、彼には危なっかしく見えるらしい。

　ふうと息をついてから店内に戻ると、カルロは先ほどフランチェスカがやろうとしていたディスプレイの調整をしていた。商品をわかりやすく配置し、魅力的に見えるように造花などの装飾を施す。フランチェスカの想像以上に綺麗な棚になっている。

（さすが）

　王子というのは美的感覚も教育されるものなのかもしれない。

　カルロは振り向くと微笑んだ。

「今日は宝石箱に合わせた色味でまとめてみたんだ。どう？」

「すごく綺麗。ありがと、カルロ」

　カルロは嬉しそうにうなずいた。

「こっちこそありがと」

「ん、なに？」

「……僕を信じてくれて」

　フランチェスカとテオドラの話を聞いていたのだ、とわかった。

　彼は眉を下げ、それでも微笑もうと口角を上げていた。笑顔ではあるけれど今にも泣きそうに見える。

（彼は彼で不安なのかもしれない）

　フランチェスカは改めてカルロを見つめて、しっかりと言った。

「私はあなたに隠している部分があるのは知ってる。でも、今こうして店の手伝いをしたり、私との生活を心地よいものにしようとして気を配っているところを信じてるわ」

「部分的に信じてるってこと？」

「そう。今私から見えてる部分は全部信じてる」

「そっか……全部、か」

　カルロは呟いてから、顔を上げた。

「全部っていいね、響きが」

「でしょう？」

　フランチェスカがカルロの隠しごとを受け入れているのは、時折彼から罪悪感のようなものを感じるからかもしれない。

　彼の心の影が少し晴れたのが見てとれる。

　それだけでフランチェスカの心にも光が差した気がした。

　残念ながら素性を隠している限り彼自身を信じることはできない。

　けれどこれまでの彼の言動や行動は信じる。たとえ部分的だとしても絶妙な距離感を保って暮らしていくためには十分な気がした。
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　その日からカルロは目に見えて笑顔が増えて、素直になった。

　もともと明るかったし笑ってもいたけれど、どこか吹っ切れた雰囲気を感じ取れた。

　言葉に親しみがにじみ、行動に優しさが乗算される。

　それはフランチェスカにとっても心地いいものだったけれど、三ヶ月を過ぎた頃からだんだんとカルロの態度が変化してきた。

「もしかしたら僕にとってフランチェスカは特別な人なのかもしれない」

　それは何気ない一言だった。

　その日の営業を終えて店じまいをしている最中にカルロがぽろりと言ったのだ。

「恩人、っていう意味なら特別だと思うわ」

　フランチェスカが返すと、カルロは首を横に振った。

「それだけじゃなくて、もっと深いやつ」

「……恋愛っていう意味ならやめてね」

「どうして？」

「そういう対象としては見てないから」

「でも──」

「もしもこれから先、私にそういうことを仕掛けてきたら追い出すわよ」

　カルロを住まわせた当時は言う必要がなかった言葉。けれど、心に決めていたことではあった。こうなったら伝えなくてはいけない。

　フランチェスカが真剣に言っているのが伝わったようだ。カルロも背を正した。

「もちろんフランがそう言うなら従うよ。でも気持ちを伝えるくらいは許してくれる？」

　フランチェスカはじっとカルロを見つめて、真意を探ろうとした。澄んだ瞳が揺るがないのを見る限り、ここで聞かないと何度も同じことを言われそうだ。

「……今、一度だけなら」

「やった！　フランが僕を助けてくれたこと、本当に感謝してる。あなたは僕の恩人だ。命もそうだし、心も救ってくれた」

「おおげさよ」

「そんなことない。あなたがありのままの僕を許してくれたから、僕は自分を見失わずにすんでるんだ」

「隠しごとがある状態はありのままとは言わないわ」

「でも見える部分の全てを信じてくれてる」

「それは、そうだけど……」

「好きなんだ。ずっとフランのそばにいたい」

　思っていたよりもストレートな愛の告白だった。

　面食らってしまい、フランチェスカの頬が熱くなる。

（だめ）

　嬉しいと素直に感じた心を隅に追いやって、フランチェスカはかたい声で言った。

「さすがにそれは信じられないわ。受け入れるにはわからないことが多すぎる」

「うん、そうだとは思う」

　もともとフランチェスカの答えに期待はしていなかったのだろう。カルロはショックを受けた様子もなくうなずいた。

「聞いてくれてありがとう」

　あっという間に断られたというのに、カルロは満足そうだった。不思議に思ったけれど、これで彼の中で気持ちの切り替えができるのかもしれない。おそらく芽生え始めた気持ちを早い段階で消したかったのだろう。

　けれどその考えは全く違ったと翌日に思い知った。

　次の日からカルロは「これは独り言だけど」と言ってから、フランチェスカへの好意を言葉にするようになったのだ。

「これは独り言だけど、さっきのお客さんにフランがすごく優しく対応してて感動したよ。そういうとこ好きだなって思った」

　まるで独り言に思えない声量で、びっくりした。

「それ、やめてくれる？」

「独り言だってば、聞き流して」

　フランチェスカに受け入れられるかどうかは彼の中でそう大きなことではなく、ただ好意を伝えたいだけのようだった。最初は反応していたものの、二週間後には彼の素直さに負け、本当に聞き流すようになった。

　それ以来「独り言」というフレーズはなくなり、彼は楽しそうにフランチェスカに好意を伝えてくる。あまりにも軽やかだから、冗談に聞こえる時もあるくらいだ。

　一方で、彼は不意に触れようとしたりだとか、夜に部屋にやってくるといったことは何もなかった。そういうところでは律儀に約束を守り、フランチェスカが本当に嫌がることが何なのかを理解しているのだろう。

　カルロとの距離感は曖昧なまま、変化のきざしが見え隠れするまま、順調に日々は過ぎていく。

　そうしているうちに、彼と出会って六ヶ月がたっていた。

　フランチェスカにとってカルロはまだ『匿い護るべき存在』のままだ。
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　フランチェスカが朝食を用意していると「ジルの分はいらないよ」とカルロから告げられた。

「あの子、蒼の森に行ってるからそこで食べてくると思う。なんとなく動き回りたそうだったから」

「あの森は駆け回るのにちょうどいいわよね」

　言葉通りに受け取っていいのだろうか。実際のジルは昨晩あのままネリーを追いかけ続けた可能性もある。カルロの表情からは読み取れない。

（まあどっちでもいいや）

　ネリーの飛ぶスピードはかなり速いから、さすがに途中で諦めて戻ってくるだろう。

「ネリーも今実家に行ってもらってるから、私たちの分だけ準備するわね」

「何かあったの？」

「ただの近況報告。妹から手紙がきたから、返事を出しただけ」

「へー。ほんとフランは家族と仲が良いよね」

「そうかな」

「結構頻繁にやりとりしてるなって印象。いいね、家族の絆って感じで」

　カルロはにこにこと笑っている。明るい表情に陰が差さないか観察してしまいそうになるのを堪えて、フランチェスカはキッチンへ向かった。

「今日はくるみを塗ろうかな」

　三段組の棚の上に各種調味料やジャムが並んでいる。くるみペーストはこっくりと甘いクリームで、朝食というよりはおやつのような感じなのだが、今は無性にそれが食べたい。

「じゃあ僕もそうする」

　カルロが先にくるみペーストの瓶をとるとにっこり笑った。

　この感じだと塗るところまでしてくれそうだったから、フランチェスカはお礼を言ってバゲットの入ったカゴを渡す。あとはサラダと飲み物を準備すればいい。

（それにしてもカルロって食事に全然文句言わないな）

　フランチェスカはそう料理の腕が立つわけでもないし、食卓に並ぶ料理の種類だって多くはない。王族ならば毎食豪勢なものを食べていただろうに、カルロはいつだって嬉しそうに食事をとる。

（城でどんな食事をしてたんだろ）

　広間のような大きな部屋にずらりと国王夫妻、王子王女が顔をあわせて粛々と食事をしているイメージがある。

「そろそろなくなりそうかも」

　カルロが瓶をのぞきこんで言った。

「じゃあ次の買い出しメモに書いとくわ」

　今、彼の目は赤橙色。どんなに見つめてもどちらかの色が変化することはない。

「なあに？　僕の顔に何かついてる？」

　カルロが首をかしげた。

（いつか明るいところでもう一度本当の瞳の色を見てみたい）

　彼が何者か確かめたいという欲求以上に、出会った夜の薄闇の中ですら美しかった瞳が、光を受けたらどれだけ輝くのか見てみたかった。

　フランチェスカは笑顔で言った。

「相変わらず綺麗な顔だなって見てただけ」

「もう、フランは口がうまいんだから」

　カルロは驚くそぶりもなく、フランチェスカと同じように笑顔を返した。余裕があるというか、容姿を褒められ慣れている雰囲気がある。

「カルロほどじゃないわ」

　もしも天秤にかけることができるなら、フランチェスカの褒め言葉とカルロの好意の言葉、どちらの言葉が軽いだろう。

　彼の言葉の中にはどれくらい真実と虚構が混じっているのだろう。

　ふとそんなことを考えて、あまりに無益すぎることに苦笑いしそうになる。

　多種多様な魔道具の知識はあるけれど、さすがに人の心の中を見抜く夢のような魔道具は知らなかった。

（私はまだカルロの深い部分を知らない）

　隠したいことは隠したままでいい。けれど知りたいと思う気持ちもどこかにあった。

　いつか教えてもらえる日はくるのだろうか。
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　朝食を食べ終えた頃、ジルは戻って来た。

　お腹はふくれているとのことだったので、そのままジルを伴ってフランチェスカとカルロは蒼の森の奥にある洞窟へと向かった。

　広い洞窟内には水晶が点在していて、それを採掘するのが目的である。

　水晶の指輪やネックレスは安定した人気があるし、今の時期ならば香油のアクセント石としても良い。いつも通りジルには入口付近で見張りをしてもらいつつ、洞窟内には二人で向かう。水晶でバスケットをいっぱいにするのが今日の目標だった。

　がつん、とフランチェスカの振り下ろしたハンマーの音が響く。洞窟内でエコーがかかり、しばらく音の余韻が残った。少し離れた場所でカルロの採掘の音も響く。二人がかりならばそう時間もかからないだろう。

　この洞窟の良いところは場所によって水晶の種類が違うこと。

　現在いる入口付近では白水晶が、奥へ行けば紫水晶が手に入る。バスケットの半分くらい白水晶が集まったところで、フランチェスカはカルロに声をかけた。

「そろそろ移動しようか」

「ん」

　立ち上がったカルロの額には汗がにじんでいた。前髪が張り付いて、どことなく色っぽい。

「すごく熱中してたね」

　フランチェスカも多少は汗ばんでいるけれど、彼との違いに驚いてしまう。男の人の方が汗をかきやすいというのは本当なのだなと感心しつつ、ハンカチをそっと彼のこめかみに押し当てた。

「体温調節の魔法かけてあげようか」

「ううん、いい」

　カルロがフランチェスカの手に触れた。

「こうしてフランが汗ふいてくれるの、役得だもん」

　きゅっと軽く握りこまれるまま、フランチェスカはカルロの熱のこもった視線を受け止めた。

「よくスラスラとそんな言葉出てくるわね」

　ある意味感動すら覚えて、フランチェスカはつぶやいた。

　たとえ彼が本心から自分を想ってくれているとしても、偽りの名前のまま告げられる愛の全てを信じるのはさすがに難しい。以前彼に『見える部分の全てを信じている』と伝えたけれど、これに関しては例外だった。

　彼は呼吸をするように自然に好意を伝えてくる。女慣れしているのか、それとも素直すぎる性格なのか。何はともあれ、恋愛熟練度のような指標があるとすれば、彼はフランチェスカより数段上だ。

「自分の気持ちは言わないと伝わらないからね。……だめ？」

　弱々しい声音とともに、カルロの表情が憂いのあるものに変わる。心配そうにのぞきこまれると、一気に彼のまとう雰囲気が頼りないものになった。

（使い分け、ずるい）

　普段は全く年齢差を感じさせないのに、こうなると彼が年下であり庇護すべき存在に見える。

「そういうわけじゃないけど、何度言われたって私の答えは同じよ」

「次は変わるかもしれない」

「……楽観主義すぎる」

「そうでもないけど」

　カルロが不意にフランチェスカの腰を引き寄せた。

　これまで彼はフランチェスカに決して触れようとはしてこなかったから油断していた。間近で感じる彼の体温、香り、そして見上げた先にある端正な顔立ちに、自分でもびっくりするくらいに動揺してしまう。

「ちょっと！」

　さすがにそれはやりすぎだ、と彼の胸元を押す。けれど腕の力は弱まることなく、柔らかく抱きしめられているという状態のまま見つめあうことになった。

　薄暗い洞窟の中、彼の瞳の色は落ち着いた茶色に見える。

「……ごめん。でも僕もたまには焦ることもあるよ」

「何に焦るの？」

「さあ……うまく言葉にはできないけど」

　カルロは自嘲気味に微笑んだ。

　彼は何に憂いているのだろう。フランチェスカには彼がわからない。

「……どうして私なの？　恩を感じてるだけなら……」

「違うよ。ちゃんとあなたに恋してる。僕がお世話になり始めて一週間くらいの頃、あなたがかけてくれた言葉がきっかけかな」

　一週間と言えば、彼の怪我が治って家や店のことを手伝いはじめてくれた頃だ。昼間は色々なことを教えて、夜はハーブティーを飲んで少しおしゃべりしてから眠る。

　そんな穏やかな日々の始まりの頃。

（なにか特別なこと言ったっけ？）

　色々な会話をしていて、特に印象に残っているものがあるわけではない。

　夜のおしゃべりだって、ほとんどはその日あったことを話しているだけだった。

「私、何て言った？」

「覚えてない？」

「うん。何か特別なことがあった気もしないし」

「んー……どうしようかな。内緒。それが僕にとってはすごく嬉しくて、宝物みたいになって……気づいたらあなたに惹かれてた」

　カルロはうっとりと微笑んだ。

（これは教える気がないやつだわ）

　今この瞬間だけ彼の頭の中をのぞけたらいいのに。そうしたらフランチェスカの疑問は全て解決する。彼の気持ちの真偽もそうだけれど、彼自身の抱えているものについても、全て。

「見当もつかないな」

「あなたにとってはきっとなんてことない言葉だったんだと思う。あなたはいつも僕を包んでくれるから、僕も同じことをあなたに返したい。……僕はあなたの灯になりたい。それであなたの氷を溶かすんだ」

「氷？」

「凍ってるよね？」

　再び視線が交わった。

　それは思った以上に鋭くて、彼が真面目にそう思っていることが窺える。

　フランチェスカは今度こそ強めに胸を押して、カルロの腕から逃れた。

「想像力がたくましすぎるわ」

　声に呆れをにじませて、苦笑いで返す。

「だったらなんで武器を作らないの？」

　突然の言葉にフランチェスカはかたまった。

「騎士団の依頼、全部断ってるでしょ。なんで？　報酬だってすごくもらえるだろうに」

「……知ってたの」

「うん、ごめんね。前に店番してるときに、騎士団からの依頼書を見つけちゃったんだ」

「あー……」

　うかつなことをしてしまった。

　それを見られてしまったならば、言い訳は何もできない。

「武器の仕事は受けない主義なの」

「……絶対？」

「少なくとも今は」

　フランチェスカは肩をすくめて、ハンカチをポーチにしまった。これ以上ここで話していたら、何かおかしなことになりそうだった。

「さ、奥に行きましょ」

「でも」

「もうこの話は終わり。話したくない」

「……わかった、ごめん」

　さらに何か言われる前に、フランチェスカはカルロに背を向けた。ハンマーをしまい、バスケットを持つ。

　その時だった。

　太いジルの遠吠えが洞窟内に響き渡った。何かを知らせるような緊迫感のある声音に、緊張が走る。

「何かあったんだ！」

　カルロが洞窟の入口に向かって駆け出した。フランチェスカもそれを追いかける。

　獣の咆哮と荒っぽい足音が聞こえてくる。二人が洞窟を飛び出した時、少し離れた場所でジルはサルのような魔獣と交戦中だった。

「ジル！」

　カルロの声に反応してジルが身を翻し、跳躍する。

　ドスンとした地響きとともに、縞模様の背中が視界いっぱいに広がった。ジルは少し息が上がっているようだが、見たところ外傷はない。

「野生の魔獣、最近ほんっと凶暴になったわね」

　フランチェスカは息をついて、腰に下げた杖を振り上げた。ジルの体に防御魔法をかけてから、少し離れた場所で集合している魔獣を観察する。この魔獣は群れで行動することで知られていて、今も五匹の姿が見えていた。木の上などに隠れている可能性もあるから、それ以上いるかもしれない。

　長い手足を持ち、俊敏な動きをする魔獣だ。鋭い爪で引き裂かれれば、肉がえぐれる。

（まずは何体か眠らせて数を減らして……）

　そう考えている間にジルが再び魔獣に飛びかかっていく。それを追って、カルロも剣をかまえて向かって行った。

「待ってカルロ！　好戦的すぎるわ！」

　フランチェスカは叫んで、眠りの魔法を放った。
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「……無茶しすぎ」

　声に怒りがにじむのを抑えられない。

「あなたのためなら、これくらい全然平気」

「平気ってレベルの怪我じゃないわよ。こういうのなんて言うか知ってる？」

「愛の力？」

「過保護の無茶って言うの」

　フランチェスカはカルロをにらみつけながら、横になっている彼の脇腹にハンカチを押し付けた。さっきは汗を吸い取るために使ったハンカチに、今は血を吸わせている。

　──魔獣との戦いは途中までは順調だった。

　フランチェスカが複数に眠りの魔法をかけ、カルロとジルが一匹ずつ確実に仕留めていく。そのまま掃討できるかと思った矢先、フランチェスカが背後をつかれ、それをかばったカルロが代わりに脇腹に魔獣の爪を受けてしまったのだ。

　すぐに治療が必要だからと魔獣たちを退けたあと、フランチェスカはカルロを連れて再び洞窟へ入った。ジルには再び入口の見張りを頼み、魔獣避けのお香を炊いておく。彼にとっても不快な香りではあるだろうけれど、襲撃を避けたい気持ちの方が優った。

　カルロの怪我は幸いにも浅く、治癒魔法ですぐにふさがった。

　ただ流れてしまった血は戻らない。水色のハンカチは赤に染まった。

「今すぐ動くのは無理ね。少し休んでから帰りましょう」

「大丈夫だよ、もう痛みはないし」

「だめ。血が流れてる分、弱ってる」

　背中を支えてカルロを起こしてから、フランチェスカはポーチの中を探った。

　携帯食として持ってきていたドライフルーツをカルロの手にのせる。栄養価が高く、疲労回復の効果があるから、探索の時は必ず持って来ているものだった。

「……ありがとう」

　カルロは少し不満気ではあったものの、素直にドライフルーツを口に運んでいく。全て食べきったところで、彼は微笑んだ。

「うん、元気になった。もう行ける」

「ばか」

「ほんとなんだけどなぁ」

　カルロは傷跡を興味なさそうに一瞥した。王子の体に傷がつくのは良くないのではないだろうかと、フランチェスカとしては気が気でないのだが、彼は本当に気にしてなさそうだ。

（多分残るとしても薄いとは思うけど……）

　こればかりは時間が経過してみないとなんとも言えない。

　じっと傷跡を見つめていると、彼の手が頬に伸びてきた。

「フランが無事で良かった」

　一瞬前とは打って変わった慈愛に満ちた微笑みを受けて、心臓が跳ねた。

　彼は視線で感情を伝えるのがすごく上手だと思う。かけられた言葉との相乗効果で、彼の気持ちが流れ込んでくるようだった。

「助けてくれてありがとう」

　あの時、気づいたら魔獣は目の前に迫っていた。

　見える範囲だけに気を配っていたせいだ。背後もちゃんと気をつけておかないといけないとわかってはいるのに実践できていなかった。

　魔獣の鋭いかぎ爪がやけに輝いて見えて、死ぬかもしれないと思った。

「っ……」

　その時に湧き上がった恐怖感を思い出して、フランチェスカは身震いした。きっとそれはカルロにも伝わったのだろう。彼の眉が下がったから。

「ごめん」

「違うの、本当に助かったなと思っただけ。改めてありがとう」

「フラン……」

（あ、だめだ）

　見つめ合うと、空気が変わってしまう。触れられたところが熱を帯び始める前に、フランチェスカはそっとカルロの手を外した。

「それにしても本当に最近の魔獣には困ったわね」

　例えばネリーやジルのように人のそばにいる魔獣もいる。けれど野生の魔獣は基本的に人間とは相容れない。魔獣にとって人間は食料の一つであるから。彼らが生きるためには、肉や果物などの物理的な食料と魔力の二種類の食料が必要で、人間はどちらも満たすことができる格好の食料源だ。

　ただ、人間と魔獣は幾度もぶつかりあってきたが、長い歴史の中で少しずつ住み分けが進んできていた。人間は街を作り結界を固めてそこに住む、魔獣は森や川などの自然の中で生きる。森の中は動物や木の実、果実が豊富だし、魔力は地脈からも得られる。これまで蒼の森や洞窟に何度も素材集めに行っているが、襲われることはあまりなかった。

　けれど一年ほど前から少しずつ魔獣と人間の距離感が変わってきていた。

　魔獣がやけに好戦的になり、たびたび人間を襲うようになったのだ。騎士団が原因を調査しているがいまだ判明しておらず、現段階では城郭の結界を強めたり、巡回を増やしたりという対応をしている。

「魔獣の数自体も増えたらしい。街で騎士団の人たちが話してるのを聞いたよ」

「困ったわね。毎回襲われてたら、素材集めも大変だわ」

「フランは僕が全部守るよ」

　カルロが静かに言った。

　あっさりと軽い調子で、けれど目には決意をにじませて。

　ドキッと胸が高鳴った。

　彼の美しさがやけに眩しくて、視線の強さにとらわれそうだ。

（……どうしてこんなに想ってくれるの？）

　フランチェスカが衣食住を提供していることに対しての感謝が高じているにしては、熱がこもりすぎている。それが不思議で仕方ない。

　けれど同時に心地よさも感じていた。

　誰かが自分を心配してくれること。大事にしてくれること。

　──そして、特別に想ってくれること。

　それら全てを愛情と呼んで受け入れられたら、どんなに幸せだろうと思う。

「それで毎回怪我されても困るんだってば」

　さっきのような雰囲気にならないように、フランチェスカは明るく言った。笑みを作って、再び握られた手をそっと引く。

「私は大丈夫。次からはもっと気をつけるわ。ちゃんと防御の魔法もかけていくし、魔道具だって準備していくから」

「そういうことじゃない、僕がそうしたいんだ。──あなたが好きだから」

　普段のように冗談めかしてくれたらいくらでもかわしようがあるのに、真剣な表情がフランチェスカにそれを許さない。まっすぐなまなざしは彼からの宣戦布告のようにも見えて、知らず姿勢を正した。

「……だめ？」

「だめ」

「なんで」

「なんでも」

「僕、本気だよ？」

　カルロは少しだけ苛立ったように首を振って、フランチェスカの背に手をまわしてきた。怪我人とは思えない力強さで腕の中に引き入れられ、あわてて傷にさわらないように身をよじる。耳元で彼がふきだすのがわかった。

（心の氷を溶かしたい、だっけ？）

　フランチェスカの心は凍ってなどいない。

　感情だってしっかりとあるし、我慢だってしていない。

　ただ少しだけ、誰かを自分の内側に引き入れることに消極的なだけで。

「大丈夫だよ、傷はもう痛くない。あなたが治してくれたから」

「でも……」

　顔をあげると、思ったよりも近くにカルロの瞳があった。

（あ、まずい）

　そんな直感と同時に、カルロの唇がフランチェスカの唇に触れた。

　そっと慈しむように柔らかく、一瞬だけ。

　フランチェスカは目を見開いたが、対照的にカルロは目を細め、再び唇が合わさった。一回目が練習で、今度は本番だとでもいうようなしっかりと重なり合うキスだった。彼をいさめようと開いた口にすかさず舌まで入りこんでくる。

「ちょっ……」

　やりすぎだと突き飛ばそうとして、彼の怪我を思い出し踏みとどまる。結果、彼の深いくちづけを受け入れることとなってしまった。抱きしめられる力の強まりとともに、深く口内を探られていく。

「や……待って……」

　カルロの舌はとても熱かった。

　絡み合わせると、ぼうっとしてくる。危険な熱をはらんでいた。

「フラン……」

　甘くねだるような響きに、腰の奥が反応する。

　そんな自分の反応に嘘だと叫びたくなった。

（このままじゃだめだ）

　とにかく離れないと、キスを止めないと。

　何かに急かされるように、フランチェスカは今度こそ彼を強い力で押した。

「怪我人はおとなしく！」

「いたっ……」

「あ、ごめん！」

　すかさず脇腹に治癒魔法をかけてから、フランチェスカは立ち上がった。

「ちょっと入口を確認してくるね！」

　カルロの返事は待たずに大股で入口へと向かう。彼がどんな表情をしているか、振り返って見ることはできなかった。

　自分の頬が熱い。

　彼が『男』であることの動揺の奥に、得も言われぬ高揚感が見え隠れしていた。
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「またかぁ」

　思わずフランチェスカはげんなりと肩を落とした。

　日が暮れる前に帰ろうと洞窟を出たはいいものの、森の中で再び魔獣が行く手に立ちふさがったからだ。今度は四つ足の獣──ジルをひとまわりもふたまわりも小柄にしたようなトラに似た魔獣だった。単独で行動する習性のある魔獣だが、動きが素早くて捕捉するのが難しい。

　魔獣が木陰から飛び出してきた瞬間、ジルが跳躍して襲いかかる。フランチェスカは眠りの魔法を瞬時に唱えた。

「カルロは隠れてて」

「冗談言わないで」

　カルロは少しだけ苛立ったように言うと、剣に雷をまとわせてそれを放った。それは眠りの魔法がかかった魔獣に直撃し、最後にジルがとどめのかぎ爪で切り裂く。

　魔獣は断末魔の叫びを上げて、灰になった。魔獣の末路は皆同じ、命と魔力が尽きれば灰になる。

「……もしかして魔獣の凶暴化って進行してる？」

　三週間ほど前の採掘でも襲われたが、少し威嚇すれば散っていった。けれど今日は全くそんな気配はなかった。人間を見つけ次第襲うとでもインプットされているかのようだった。

「困ったなぁ」

　ため息をつかずにはいられない。

　ほとんど時間をかけることなく撃退に成功したが、たまたま相手が一匹だったからだ。もしも先ほど以上に数が多く、統制がとれた動きをする魔獣に襲われたら、こんなふうにはいかない。

（もし魔獣たちが城下町まで来たら？）

　現在、城下町は結界のおかげで安全だ。

　この国の騎士団は強い。

　高位の魔術師だってたくさんいて、結界から感じる魔力もすさまじい。

　けれどそれに対抗しうるほどの力を魔獣だって持っている。

（どうしようかなぁ……）

　ちらりとカルロを見ると彼も厳しい表情で考え込んでいる。

　いずれ国の中枢を担う人物として、彼はフランチェスカ以上に憂慮していることだろう。

「……なんとかしないと」

　そんな独り言が耳に入った。

（もしかして私のところにいるのはこういう現状を探るためなのかな）

　城内にいるだけでは気づけない。魔獣の雰囲気や行動を肌で感じれば、それだけ対策も練ることができる。

　フランチェスカがネリーを使って実家への連絡をつなげているように、カルロもジルに命じて同じことをしているのかもしれない。

　ふとカルロが振り向いた。

　静かに見つめてくるだけで、何も言わない。けれど彼が何かを伝えたがっているような気がして、フランチェスカも見つめ返した。

　そうして十秒ほどたっただろうか。

「……どうしたの」

　先にしびれを切らしたのはフランチェスカの方だった。

　意味深な視線を真っ向から受け続けて、いいかげん彼の気持ちを知りたくなったから。

　カルロはそれでも少し黙っていたけれど、ふと頬をゆるめた。

「真面目な顔したフランも綺麗だなと思って」

「はい？」

「普段はかわいいけど、こういう時は綺麗になるんだね。初めて知った」

「え……」

　そんなことを考えているような表情ではなかった。決して。

　明らかに場違いな発言を咎めたかったけれど、不覚にも動揺してしまった。

「あ、赤くなった」

「もう！　絶対違うこと考えてたでしょ！」

「本当だって。僕はいつもあなたに見惚れてる」

　するりと腰に手がまわされて、引き寄せられる。一瞬で縮まった距離に、フランチェスカの胸は高鳴った。

　魔獣について考えていたはずなのに、先ほどのキスの記憶が蘇ったから。

　触れるだけのキス、そして深く探り合うようなキス。

　忘れようと思えば思うほど、記憶が色濃くなっていくようだった。

「もっと赤くなった。……照れてるの？」

「全然違う！」

　フランチェスカは思い切りカルロを押しのけて、ずんずんと歩き出した。

　彼が自分に向ける気持ちも、濃厚なキスも、頭の片隅へと追いやる。

「帰るわよ！」

「もちろん」

　背中に楽しそうなカルロの声がかかった。

　あまりに恥ずかしかったから、フランチェスカは振り向かずに歩き続けた。

　だから気づかなかった。

　後に続くカルロの表情が一瞬にして色をなくし、厳しいものになったことを。

　瞳の奥に宿る本心にも。








二　大事な人を護る剣









（どうしよう）

　夜になってカルロも自室に戻った後、フランチェスカは作業場のテーブルに今日採掘してきた白水晶を並べた。奥まで採掘に行けなかった分少なめではあるけれど、あの状況の中では十分だと思う。

　使い道を思い浮かべながら、水晶を大きさで分けていく。

　小さいものはアクセサリーや香油のような小物系に、大きいものは砕いて小さくするか、何か別の魔道具に活かしていく。

　普段ならばそうなのだけれど──。

　フランチェスカは作業場の隣の部屋へと入った。正方形の小さな部屋で、倉庫として使っている場所だ。施錠の魔法をかけている棚の前に立ち、魔法を解く。引き出しを開けて、ナイフを一本取り出した。

『どういう風の吹きまわし？』

　背後で翼のはためく音がした。

　先ほど実家から戻ってきたばかりのネリーが、フランチェスカの肩にとまる。

「最近ほんと魔獣たちがおかしいでしょ？　なんであんなになっちゃったのかわかんないけど、もっとちゃんと自分の身を守れるものがいるのかなって。……嫌なんだけどね」

『あーそれね。鎮守の獣が目を覚ましたんじゃないかって噂があるみたいよ』

「え」

　フランチェスカは顔をあげてネリーを見つめた。青い鳥はばさりと羽を一度広げて閉じてから、もったいつけるように小首をかしげる。

『こないだ帰った時に村の人たちが噂してたの。マリエッタは「まさか」って言ってたけどね』

　鎮守の獣はデルカ魔法王国の伝承にある、魔獣たちの王だ。国の南部に位置する霊峰コヴェリに住んでいると言われている。太古に鎮守の獣が地ならしをして国土を作ったとか、魔獣を従えて人間と棲み分けられるように統治していたとか、様々な逸話がある。

　鎮守の獣については実在する派としない派がいて、フランチェスカ自身はあまり存在を信じていなかった。

「鎮守の獣って実在するの？」

『誰も見たことはない。存在を感じたこともない。でも鎮守の獣は魔獣たちを統べる存在っていうのが、神話ではなく本当の話だとしたら？　噂してる人たちはそう思ってるみたいよ』

「なるほど……」

　にわかには信じられなかったけれど、現実問題として魔獣の脅威は肌で感じている。

　フランチェスカはナイフを手にしてまじまじと見つめた。

　焦げ茶色の柄には小さなくぼみがあり、破魔の魔法をかけた白水晶をはめこめば、たちまちにナイフは魔獣を一撃で殺せる武器となる。

（必要なのかもしれないな）

　二年ほど前に、フランチェスカは武器を作らないと決めていた。

　けれど魔獣はこれからさらに凶暴化するかもしれない。数も増えるかもしれない。

　騎士団のおかげで街は守られているが、危惧すべきことは多かった。

「結局、力は正義なのかなぁ」

『あー……あいつが言ってたわね、そういえば』

「うん」

　かつてフランチェスカに武器の必要さを訴えた男がいた。

　もともと実家の村に季節に一回やってきていた行商人の男──名前をセラフィノと言った。彼は世界各地の名産品や雑貨など豊富に商品を扱っていた。その中に剣や弓などの武器もあった。彼が訪れる目的は行商だけでなく、その武器に魔法での加工を依頼して、付加価値を持たせること。

　ナイフや剣、槍や弓などに魔法をかけた結晶をはめこめば、たちまち魔道具として効果を発揮させることができる。例えば決して刃こぼれしない剣、何もかもを貫くことができる剣、遠くまで射ることのできる弓矢など。

　セラフィノはフランチェスカよりも七つ年上で、よく日に焼けた肌と快活そうな顔立ちの青年だった。大きな目はいつも何か楽しいことを探しているかのようにきらめき、口元は笑みの形を作っている。しゃべってみれば明るく気さくで、フランチェスカは彼を兄のように思っていた。そして彼もまた、遠い実家に残してきた妹に似ていると、フランチェスカをかわいがってくれた。

　彼の妹は体が弱く、魔法薬を常日頃から飲んでいるそうだ。薬代を稼ぐために行商人をしていると聞いて、フランチェスカは幼心にも彼の力になりたいと強く思ったのだった。彼がやってくると嬉しくて、時間を見つけてはおしゃべりをしに行く。そうすると彼は楽しそうに世界の様々な話を教えてくれた。

「きっと村を出たらびっくりするよ。栄えた街に行けば、街並みも行き交う人も、考え方もまるで違う。最初は戸惑うかもしれない。でも新しい発見だと全部楽しんでいけばいい」

　そのおかげでフランチェスカは村を出る時に、寂しさよりも好奇心を抱くことができた。だからケルビンで店を開いた時にセラフィノが会いに来てくれた時はすごく嬉しかった。

　四年前──フランチェスカが二十歳の時だ。
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「よ、久しぶり」

　セラフィノと会うのは二年ぶりだった。

　記憶と変わらない明るい笑顔に、空気まで華やぐ気がする。フランチェスカは駆け寄って、彼を見上げた。

「すごい！　どうしてここがわかったの？」

「こないだ久しぶりにお前んとこの村に行った時マリエッタに聞いたんだ。すごいじゃん、自分の店なんて」

「ありがと、まだかつかつなんだけど」

「いや、立派だよ。品揃えも結構あるみたいだし」

　棚に並べた商品を楽しそうに眺めて、セラフィノは銅のコップを手にした。小さな琥珀の結晶が埋め込まれていて、清浄化の魔法効果があるコップだ。ただの川の水もこのコップに注げば、霊峰の泉水のような味に変わる。

「いいね、これ」

「セラフィノみたいに世界を飛び回る人にはうってつけかも」

「だよね。俺たまに野宿とかもするし。じゃあこれちょうだい」

「いいよ、お代は。顔見にきてくれただけで嬉しいから」

「こういう時はしっかり金をとるのが礼儀なんだよ」

　セラフィノは値札を見て銀貨を渡してきた。いつもよりもずっと銀貨の重みを感じたのは、改めて自分がここで商いをしていると実感したからだと思う。

　友達と物々交換をするのではない。売買はれっきとした契約であり、商売なのだと──。

「うん、確かに。ありがとう」

「商売繁盛を願ってるよ。ていうか商談しようぜ。俺も結構色々持ってるから、お前の店に置けそうなものあったら買ってよ」

「もちろん！」

　彼の商人としての目利きは信用している。

　魔道具として完成されたもの、フランチェスカが加工して魔道具にできそうなもの、多種多様な商品に心が弾む。中でも気になったのは身につけた者の魔力の流れを自動で感知し、それが乱れると安定するように魔力を供給してくれる腕輪と発熱作用のあるストールだ。

　前者は魔力のコントロールが苦手な人にはうってつけだし、後者は冬に重宝するだろう。

「この二つをもらおうかな。合わせていくら？」

「お代はいいよ」

「え、どうして？」

　フランチェスカは眉をひそめた。

　先ほど感心したばかりの商売の心得が、簡単に覆されるとは思わなかったから。

「こういう時にちゃんと支払うのが商売なんじゃないの？」

「違うよ。これのお代として、フランチェスカに依頼したいことがあるんだ」

　セラフィノは並べていた品物から、一つのナイフを示した。

　年季の入った皮の鞘からナイフを抜くと、刀身は錆び付いている。本来の用途として使うには相当な手入れが必要そうだ。

「これを研磨しつつ、できれば……相手をしびれさせる効果をつけた状態で不朽の魔法をかけて欲しいんだ」

　不朽の魔法は、素材を守り品質を保つ効果がある。刃にしびれ薬を塗った状態でかければ、刀身は今後錆びることも朽ちることもなく、切りつけた相手をしびれさせる効果も持続する。

　武器としてとても便利で強力だ。

　一瞬、背筋に悪寒が走った。

「私、そんなもの作ったことないわ」

　フランチェスカには武器加工の経験がない。知識や技術は身につけてはいるが、それよりももっと生活が便利になるような魔道具を作って売りたかったから。意図的に避けてきた分野なだけに、二つ返事というわけにはいかなかった。

　それを説明して一旦は断ったものの、セラフィノは再度頼みこんできた。

「実は最近、身の危険を感じることがあるんだ」

　セラフィノの商品を狙ってなのか、自分自身がどこかで恨みを買っているのかわからない。けれど、旅の道中で襲われることがたびたびあるそうだ。そのたびに応戦しているものの、ナイフを使いすぎてすぐに痛んでしまうらしい。

「そんなに危険な目にあってるの？　それなら傭兵とか雇った方がいいんじゃ……」

「経費削減したくてね」

「自分の命の方が大事でしょ！」

　セラフィノは曖昧に微笑んで「自分に金をかけるより、妹にかけたいんだ」と言った。

　彼が行商人をしている理由を知っているだけに、フランチェスカは小さく唸った。妹の薬のためにと何度も頼み込まれて、結局依頼を受けた。

　ナイフの柄には真っ赤なルビーが埋め込まれ、刀身も鋭さと輝きを取り戻した。不朽の魔法をかけたことにより、例えば果実を切っても果汁を弾く。そしてそれはおそらくセラフィノを襲う相手の血だとしても同じだった。

「自分の身を守るためだけに使ってね」

「約束する」

　セラフィノはしっかりとうなずき、店を出て行った。




　──そして二年後に事件は起きた。

　セラフィノが第二王子アンジェロを暗殺しようとしたのだ。

　アンジェロ王子は剣術よりも魔法に適正があり、騎士団の中で魔術師団長として日々研鑽に励んでいた。ケルビンから少し離れたところにリーズ湖という、大きな湖がある。そこで水を扱う魔法の訓練を行っていた時に、セラフィノに襲われたのだそうだ。

　彼のナイフさばきによって騎士達の多くはしびれさせられ、苦戦を強いられたと言う。ただ、やはり大勢に対して一人での奇襲は限界がある。セラフィノの刃はアンジェロには届かず、捕縛された。

　この事件のあらましを知ることができたのは、後日フランチェスカの元にアンジェロの護衛騎士がやってきたからだ。セラフィノに渡したナイフを見せられ、彼との関係を尋ねられた。

　セラフィノとはただの友人関係で、彼がそんな計画をたてていたなんて知らなかった。

　幸いフランチェスカの言葉はすぐに信用されて、最後には気遣うような言葉すらかけられた。

『道具はただの道具。作った人間が使い方まで指定することはできない。だから気に病まないように』

　そう言われても、とてもじゃないけれど割り切れなかった。

　セラフィノがアンジェロを襲った理由は教えてもらえなかった。

　それはちょっとした事件として広まり、街では『王家の専売商売人として認めてもらえなかったから』だとか、『恋人をアンジェロに寝取られた』とか、様々な噂が流れた。けれど真偽のほどはわからないまま月日とともに事件は風化していった。




　そんなつもりじゃなかった。

　誰かを傷つけるためのものを作ったわけじゃない。

　自分の身を守るためにだけ使うって約束したのに。

（私のせいだ）

　最初の決意をくつがえさなければよかった。

　セラフィノへの好意に目が眩んだせいだ。

　彼の喜ぶことをしてあげたい、彼を守りたいと思ってしまった。

（どうして約束をやぶったの？　全部嘘だったの？）

　……だったらもう何も信じない。

　甘い言葉になんて騙されない。

　好意には裏がある。

　──恋なんてしないし、武器だってもう作らない。




「そう思ったのになぁ」

　魔獣の攻撃を身に受けて、痛みを堪えながら笑ったカルロの顔が浮かぶ。

　彼がどうして自分に好意を向けてくれるのかわからない。

　その気持ちを信じてなんかいない。

　けれど、血を流す彼の姿を見た時や見つめられキスをされた時に湧き上がった感情に名前をつけられない。

　ただ一つ確かなのは、彼を守りたいという気持ち。

（どんな事情があるにしたって、約束は守るわ）

　テーブルの上に置いたままのナイフを穴が開くほど見つめてから、フランチェスカはそれに手を伸ばした。
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「破魔のナイフ？」

　テーブルの上に置かれたナイフを見て、カルロは目を瞬かせた。興味深そうに手にとり、それを鞘から抜く。磨かれた刀身とはめこまれた白水晶がキラリと輝いた。

「そう。魔獣は破魔の力に弱いとされてるでしょ？　それがどのくらい本当なのかわからないけど、一応込めてみたの。今度から出かける時はそれを持っていきましょ」

　──散々迷ったけれど、フランチェスカは破魔のナイフを作った。

　カルロとセラフィノは違う。

　セラフィノはナイフを受け取ってすぐに離れたところへ行ってしまった。けれどカルロはそばにいる。ならば彼がナイフを悪用しようとしたら、フランチェスカが体を張って止めればいい。

　最後にはそう覚悟を決めたのだった。

（でも、できるなら信じさせて欲しい）

　フランチェスカが望む形でナイフを使って欲しい。彼自身の身を守るため、魔獣の脅威を退けるため。

　もしもそうしてくれたら、きっと自分は彼が何を隠していたとしても信じることができる。そんな気がした。

「フランの魔力、すごくたくさん入ってるね」

　カルロは白水晶に触れて呟いた。

　彼の言う通り、破魔の力を持たせるためには莫大な魔力が必要だった。ただそれを感じ取ることができるのは、彼自身も魔法に精通していることの表れ。

　フランチェスカがうなずくと、カルロは目を細めた。

「どれくらい効果があるのか、次の採掘で試してみたいな」

「むやみに振り回すためのものじゃないわよ。襲われた時に使えばいいだけ」

「わかってる」

　カルロは感触を確かめるようにナイフを数回振ってから、鞘に戻した。ベルトに装着できるように革のホルダーも渡しておく。

「ありがとう、フラン。これで絶対君を守る」

　カルロはベルトにナイフを装着した。

　決意を新たにした様子に、フランチェスカの胸が高鳴る。

　それがときめきのような高揚したものなのか、胸騒ぎなのか、自分でもわからなかった。

「自分の身を守るためのものって言ったでしょ。私のことは気にしないで」

「もう。何度言わせるの。僕が君を守りたいんだ。今度からはこのナイフで先手をとるよ」

　カルロは朗らかに言った。

　同じようなやりとりを繰り返してきたこともあり、彼が自分の意見を曲げないことはわかっている。そうなるとフランチェスカがどこかで折れるしかない。

「……わかった。大事に使ってね」

「もちろん。フランからの初めてのプレゼントなんだから」

「プレゼントじゃないんだけど……」

「いいの！　僕としてはそういう気持ちで受け取ってるってだけだから！」

　こんな物騒なものがプレゼントだなんて。

　フランチェスカはそう思ったけれど、カルロがどこか嬉しそうだったから肩をすくめるだけにしておいた。

　どうか再び裏切られることがありませんように。

　そう祈りながら、フランチェスカはナイフから視線をそらした。
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　その晩、フランチェスカは悪夢を見た。

　真っ白い空間で、フランチェスカはセラフィノと対峙していた。

　彼の頬には血がこびりつき、旅装束はところどころ破れ血まみれだ。けれどそのほとんどが他人の血であることを、フランチェスカは知っていた。なぜなら彼は背筋を伸ばしたまま自分の足で立ち、軽やかに自分に向かってくる。

　血でしたたるナイフを手にしながら、いつもと同じ柔らかな微笑みさえ浮かべて。

「どうして」

　自分の口からもれる声のか細さに絶望した。

　彼に恐怖を覚えている自分が浮き彫りになってしまっている。

　ずっと明るく優しい人だと思っていた。ずっと好きだった。

　こんなふうに誰かを傷つける人じゃないと思っていた。本当は信じられないし、信じたくない。

　けれどふと彼の後方に視線を向ければ、折り重なり倒れている人の姿が浮かびあがった。

　あの事件の時、彼は騎士達を殺してまではいない、これは夢だ。

　そう思うのに、ここまでの事態になっていた可能性があると思い知らされた。

（悪い夢にもほどがあるわ）

　心のどこかで思うのに、自分では何も止めることができなかった。

「フランチェスカ、ありがとう」

　セラフィノは一度ナイフを振って血を地面に飛ばした後、懐紙で刀身を拭き取ってみせた。それはたちまちに輝きを取り戻し、先ほど以上の絶望がフランチェスカを襲う。

「君の不朽の魔法は最高だよ。おかげで目的を達成できた」

「……どうしてなの、こんな使い方するなんて……」

　セラフィノは目を細めた。

「自分の中の正義を果たしたかったんだ」

「そんなふうに正当化しないで！」

「うん、きっと他の人にとってはそう。でも俺にとっては正義。そしてそれを成すためには力が必要だったんだ」

「やめて、聞きたくない……」

「君には感謝してる。でも君が責を負う必要はない。それだけ言いたかった」

「そんなのもう手遅れだわ！」

　近づかないで！

　そう叫んだ──と思う。

　夢の中で実際に声が出ていたのかどうかは定かではなかった。なぜなら、一瞬にして目の前の光景はかき消され、焦るカルロの声が飛び込んできたから。

「フラン！」

「うっ……」

　頭が痛い。

　肩も痛い。

　殴られた後のような鈍い痛みに思いきり顔をしかめてから、フランチェスカは静かに目を開けた。

　サイドテーブルのランプの明かりが、カルロの必死な表情を照らしている。

「……カルロ」

「ごめん、勝手に入った」

　カルロは気まずそうに言いつつ、ハンカチをフランチェスカのこめかみにそっと当てた。そこで自分が汗をかいていることに気づく。

「私……うるさかった？」

「ネリーが知らせにきたんだ。……すごくうなされてた」

　なんて余計なことを。

　咎めようといつもの止まり木に視線を送ったけれど、青い鳥は不在だった。どこか別の場所で羽を休めているのだろう。

（ネリーったらどういうつもりなの）

　こんなところ見られたくなかった。恥ずかしいし、気まずい。

「起きれる？」

「あ……うん」

　カルロが手を伸ばしてくれたが、フランチェスカは自分の力だけで体を起こした。

（水を飲みたい）

　汗をかいたせいか、体が乾いている感じがする。キッチンへ向かうからと言いかけたところに、彼がコップを差し出してきた。

「喉かわいたでしょ」

「まさに思ったところよ。ありがとう」

　準備の良さに驚きつつ、素直に受け取った。中身はレモン水で、潤いとともに爽やかな酸味が体内に染み込んでいく。

　コップをサイドテーブルに置いて、フランチェスカは微笑んだ。

「私は大丈夫だから、カルロももう寝て。夜遅くに起こしちゃってごめんね」

　カルロは中身が半分ほどに減ったコップを一瞥してから、改めてフランチェスカを見つめた。

「このまま僕が素直に寝ると思う？」

「……だめ？」

「だめ」

　きっと彼は知りたいのだろう。

　フランチェスカが何にうなされていたのかを。

　赤橙色の目に浮かぶ心配の色が、今は少しだけ鬱陶しい。

　フランチェスカだって過去に囚われていたいわけではない。ただ、こういうことはきっと時間が解決するものだ。突然吹っ切れるものではないし、何かできることがあるわけでもない。

（いっそ伝えた方が引き下がるかしら）

　できるだけ淡々と軽い調子で言えたなら──。

　謎が解き明かされれば満足して興味を失うかもしれない。

　それとも第二王子の名前を出したら、何か特別な反応をするだろうか。

　意を決して、フランチェスカは口を開いた。

「なんてことはないの。昔私が知り合いに作ったナイフが……」

　どういうわけか続きは言えなかった。

　アンジェロ王子の名前も、彼を襲ったという事実も、喉元まで出かかっているのに、どうしても声にならない。

　フランチェスカは自分でもびっくりして、ただ瞬きを繰り返した。その間カルロは真面目な表情でじっと続きを待っている。

（どうしよう、こんなつもりじゃなかったのに）

　たった一つの言葉を口にするのに、こんなにも抵抗を感じるなんて思わなかった。タチが悪い。潜在意識ではこんなにも心の重石になっていたと実感させられてしまった。

「あ……えーと、違うの、ちょっと、その……意にそぐわない使い方をされたってだけ。それがすごくショックだったって話よ。でももう起きたことは仕方ないと思ってる。だから大丈夫なの」

「だから僕にナイフを渡す時、嫌そうだったの？」

「……私、嫌そうにしてた？」

　あの時どんなことを考えていただろうか。自分では自分の顔を確認できないからもどかしい。

　カルロは表情をゆるめて言った。

「本当は嫌なんだろうなって感じたよ」

　カルロは黙ってじっと見つめてくる。今はいつものように先回りでフランチェスカの考えを当てにきてはくれないようだった。

　そうなると、たどたどしくなったとしても自分の言葉で伝えないといけない。

　フランチェスカはたっぷりの時間を使って考えて、静かに言った。

「緊張、してたの」

　後を引き継ぐ言葉は、すぐにカルロの口から出てきた。

「僕が道を外れる使い方をしないかどうか、不安で？」

　きっと彼は気づいていた。フランチェスカの言いたいことを、全部察していたのだろう。口調に迷いはなく、そして確かに正解だった。

「……うん」

「大丈夫。僕は間違わない」

　カルロの手が静かにフランチェスカの頬に触れた。

「誓うよ。あのナイフは魔獣の討伐のためだけに使う」

「わかった」

「……信じてないでしょ」

「えっ」

「見たらわかるよ。フランは本当にわかりやすいから」

「……そうなの？」

「うん」

　カルロは得意げに、自身の眉間を指した。

「たまにここが動くの。そういう時は言ってることと思ってることが違うんだろうなって時」

「!?」

　自分の眉間の動きなんて、意識したことがなかった。とっさに指で眉間に触れると、カルロは吹き出した。

「今は大丈夫だよ、正常」

「正常って何……」

「かわいいってこと」

「絶対嘘」

「うん、嘘。眉間にシワが寄ってもかわいい」

「そういうことじゃなくて」

　言っている間にカルロが寝台に乗ってきた。ぎしり、ときしむ音にハッとする。

「カルロ？」

　彼が抱きしめてくる。柔らかい抱擁の中、彼のまとう爽やかな香りが鼻をくすぐる。

「どうやって誓えばいい？」

「何を？」

「僕があなたの誠意を裏切らないこと。あと……あなたを想ってること」

「それは……」

　彼は最初から素直だった。フランチェスカの厚意を感謝とともに受け取り、まっすぐな態度で日々を過ごした。フランチェスカの役に立ちたいと率先して家事も店のことも手伝ってくれるし、いつだって明るく笑顔だ。

　──でもだからこそ、彼が奥底に隠してあるだろうことが引っかかってしまう。

　本当に明るくまっとうな青年ならば、出自を明かせないことはないし、自分の帰るべき場所があるはずなのだ。

　フランチェスカはそっと彼の背に手を回し、答えた。

「あなたが私に隠してることを教えてくれるなら」

　ぴくりと背中が震えた。

　フランチェスカは少しだけ体を離して、彼を見つめる。

「あなたが言いたくないことは何も聞かない。最初にそう伝えたし、今もそれは変わらない。でもあなたが私のことを知りたいと踏み込んでくるなら、あなただって私に見せないといけないものがあると思う」

　初めてかもしれない。

　カルロの瞳が迷いに揺れていた。

　お互いに隠しておきたいことは隠したままでいた方がいい。それでも共に過ごすことはできるのだから。

　フランチェスカはさっきカルロが自分にしたように、彼の頬に手を添えた。

「無理して話してほしいわけじゃないの」

「……でも僕が何者か知りたいんでしょ？」

　知りたい。

　自分の予想通りの人物なのか、だとしたらどうしてここにい続けるのか。

　けれど同じだけの気持ちで、彼のことを尊重したいとも思っている。

　フランチェスカは静かに首を横に振った。

「記憶喪失のふりをしたら良かったね」

　彼の素性を詮索するということは変わらなくても、きっともっと違う感情を抱いていた。

　フランチェスカは微笑み手を離した。やんわりと彼の腕をほどき、ベッドから下りる。ドアを開けて振り向くと、カルロはまだベッドの上にいた。

（動かないつもりかしら）

　あとどんな言葉をかけたら彼は自分の部屋に戻るだろう。気まずくなりたいわけではないのに、何かが噛み合わなくて難しい。

「……わかった」

　たっぷりの沈黙の後で、カルロもベッドから下りて歩み寄ってきた。けれどそのまま出ていくことなく、フランチェスカが開けたドアを閉める。

「カルロ……」

「見て」

　彼は自分の目を指した。右の瞳が赤橙色から明るい琥珀色へと変化していく。

　フランチェスカは息をつめてそれを見つめた。

（これが本当の彼の瞳の色）

　綺麗で、とても澄んだ瞳だった。同時に彼の髪色が明るい茶色から金色に変化した。色素の薄い繊細な金髪が、際立って輝いて見える。

　これまで点でしかなかった要素が繋がりはじめる。

　透けるような美しい金髪、左右で色の違う瞳。そしてジルの本当の毛色が白だと伝えられた瞬間、フランチェスカの予想は確信へと変わった。

（白い魔獣は王家の証。第五王子と同じ年齢、見た目の特徴も同じ）

　その王子の名前は──。

「言わないで」

　そっと唇にカルロの指が当てられた。

「今は、これ以上は」

　彼の目は潤んでいた。

　きっとここまでのことを伝えるだけでも、相当の勇気と覚悟が必要だったのだろう。その思いを汲まない選択はなかった。

　フランチェスカは静かにうなずいた。

「カルロ」

　自分の前では『カルロ』でいたらいい。そんな思いを込めた。

　その気持ちはきっと伝わったのだろう。

　カルロはホッとした表情でうなずいた。

　そしてそのまま腕が伸びてきて抱きしめられる。

「安心した」

　ありがとう、という囁きは震えていた。

　フランチェスカの目の奥がつんとする。

　その一言に、彼が抱えているものの重さが垣間見えたような気がしたからかもしれない。

「……うん」

　フランチェスカは静かに彼の背に手をまわした。

　自分から彼を抱きしめ返すのは初めてだった。
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　どのくらい抱き合っていただろう。

　カルロの気がすむまでと思っていたフランチェスカだったが、彼はまったく離れようとしない。

（もう結構たったし、いいわよね？）

　あたたかなぬくもりへの名残惜しさはほんの少しだけあるけれど、いつまでもこのままではいられない。

　フランチェスカはするりと彼の腕の中から抜け出した。

「寝ましょ」

「……素早すぎ」

　カルロは少しだけ悔しそうだ。フランチェスカは微笑みで応えてから、扉を開けた。

「おやすみ、カルロ。また明日」

「フランは眠れそう？」

「……うん」

　そういえばそもそもの発端は自分が悪い夢を見たからだったと思い出す。カルロの素性の話をしていて、すっかり頭の端に追いやられていた。夢から覚めた時に胸でわだかまっていたものは霧散して、すっきりとしている。

「大丈夫」

　フランチェスカは胸に手をあててうなずいた。けれどカルロは表情を変えない。

「寝るまでそばにいていい？」

「大げさよ。もう夢のことなんて忘れたわ」

「でもきっとまた思い出すよ」

「そうしたらまた忘れるだけよ」

　事実、随分と気持ちは軽くなっていた。

　カルロの言葉を聞いてセラフィノとは違うと実感できたからだろう。彼はきっとナイフを私の望んだように使ってくれる。

「話を聞いてくれてすごく助かったわ」

「うん」

「本当に今はすっきりしてるの」

「……うん」

　うなずきつつもカルロが再び抱きしめてくる。それに身を任せたままでいると、彼は低い声で呟いた。

「僕はあなたを守りたいんだ。あなたを苦しめるものから、全部」

「……ありがとう」

「本気だよ」

　カルロの声に少しだけ荒さが混じった。直後に首筋を舐められ、フランチェスカは飛び上がった。そのまま音を立てて吸われて、背筋にひやりとした感覚が走る。

「ちょっと！」

「誓いのしるし」

　にこっとカルロは微笑んで、フランチェスカの首筋に指で触れた。先ほど彼の唇が触れていた箇所だ。その意味を察することができないほど、フランチェスカも鈍感ではない。

（二十歳でこんなに色気がある方がずるいでしょ）

　頬に熱が集まるのを感じながら、フランチェスカは彼の腕の中から逃れたのだった。





　　　＊　＊　＊






　カルロに破魔のナイフを渡したことで、フランチェスカは自分の思いを再確認した。

　自分は本当に信頼する人にしか武器は作れないし、渡したくない。ならば魔獣から身を守る魔道具を作ろうと決めた。

　その日以来、フランチェスカの店のショーケースには『破魔の指輪』が並ぶようになった。

　破魔の魔法をこめた白水晶の指輪だ。

　身につけることで魔獣の初撃を弾く。効果は一度きりで、攻撃を受けたら水晶は割れてしまう。

　けれど魔獣に襲われた時に一度でも自分の身を守れるというのは、その後の生存に大きくつながる。

　最初はいつも取引している行商人が買って行った。旅の道中の安心材料が増えると皆喜んでいた。その話がいつしか騎士団にも伝わり、かなり大口の注文を受けるようになった。

「明日あたり採掘に行った方が良さそうだね」

　店じまいをして作業場の片付けをしている最中だった。

　バスケットの中にわずかとなってしまった白水晶を見て、カルロが言った。今日騎士団にまとまった数を納品したことで、指輪の在庫はゼロ。店頭販売の分も売り切れだった。

「そうだね、もう根こそぎ持ってくるくらいの気持ちでいきましょ」

　フランチェスカはカルロに採掘準備を頼み、隣の倉庫部屋に向かった。チェストの引き出しの鍵を開けて、なめし革のベルトを手にした。

「カルロ」

　作業机の上にバスケット、革手袋、ピッケルなどを並べていたカルロに、ベルトを差し出す。彼はすぐにベルトに埋め込まれた白水晶に気づいた。また、そこに込められている破魔の魔法にも。

　フランチェスカは、彼の肩に乗る縞模様の魔獣を見つめて言った。

「このベルト、破魔の指輪と同じ効果があるの。ジルの足首に巻ける？」

　ゴロゴロと、ジルが喉を鳴らした。

　王家の獣は孤高であり神聖。

　他の魔獣よりも能力に優れた特別な存在と言われている。

　ジルがいつも先陣を切って魔獣と対峙するだけに、彼を守る魔道具を作りたかった。首輪をつけてくれるイメージはなかったから、足首用のベルトにしたのだ。ほかに身につけられそうなものを思いつかなかった。

「ありがとう！」

　カルロは華やかな笑顔を浮かべ、ジルの背を撫でる。

「絶対つける！　むしろ今つける！」

　その言葉を聞くやいなや、ジルがしゅたっと作業机に飛び降りた。軽やかに身を反転させると、カルロに右前足を差し出す。

　いつもながらジルは察しが良く、カルロ主人の願いに敏感だ。

　おとなしく彼の右足にベルトが巻かれる。ぎゅっと閉めて固定してから、カルロは満足そうに言った。

「うん、これでよし」

「似合ってるわ」

　トラのようなコントラストの強い毛並みに、淡い茶色の革色はとても合っている。装着した瞬間、破魔の魔力の違和感はあったかと思うが、ジルの表情は泰然としていた。

「これでまた一つ強くなったわね」

「フランを守るのにもってこいだ」

「私じゃなくて、あなたをね」

　ジルにとって何よりも守るべきは、カルロ一人。

　たとえカルロから『フランチェスカを守れ』と命じられたとしても、彼自身の命を天秤にかければ彼に傾く。見捨てることになったとしても、それを果たそうとするだろう。

　それほどの強い結びつきがなければ人間と魔獣は相棒になれないし、それがあるべき姿だった。確かめるようにジルを見れば、金色の瞳と目が合った。

（うん、大丈夫そう。私が言うまでもなくジルはそうするわね）

　言葉にはしないけれど通じ合った気がした。

　その時、玄関のドアが乱暴に叩かれた。

「フラン！　フラン！」

　くぐもって聞こえる女性の声はどこかで聞いたことがあったけれど、人物を特定はできない。けれど緊迫感にあふれた声音と鳴り止まない強いノックに、ただごとではないのはわかった。

「どうしたの？　誰？」

　急いで玄関に向かうが、それを静かに制してカルロが先んじた。鍵を開けて扉を開く。

　そこにいたのはショールを羽織ったミールだった。普段しっかりまとめてある髪がおろされていて、表情は切迫している。

「どうしたの？　ミールさん」

「指輪はまだあるかしら!?」

　慌ただしく室内に入ってくるなり、ミールはフランチェスカにすがりついてきた。あまりの勢いにバランスを崩したけれど、なんとか踏みとどまる。

「指輪って、破魔の？」

「もちろん！　ねえ、大変なの、今魔獣がここに向かってるって！　知ってた!?」

「え？」

　フランチェスカはカルロと顔を見合わせた。彼は険しい表情になって、即座に外へと出ていく。扉を開けてわかったけれど、街がどこか騒がしい。

　フランチェスカも止まり木にいるネリーに視線を送る。彼女は心得たと一鳴きして、カルロを追いかけるように飛びたった。

　そして改めてミールに向き直る。

「ねえ、フラン！　お願い、早くちょうだい！　今すぐ！」

「ごめんね、もう破魔の指輪は売り切れなの」

「そんな……！」

　ミールは顔面蒼白になり、膝から崩れ落ちそうになった。それを支えながら詳しい事情を尋ねる。現在、蒼の森からこの城下町に多くの魔獣が向かっているそうだ。見張りの騎士が発見し、先遣隊は既に討伐のために街を出ている。そこで手薄になった街の守り手として、ミールの兄も駆り出されたと言うのだ。

「兄は全然腕が立たないの。だって騎士団所属と言っても補給部隊にいるのよ!?　剣も魔法も人並みにしか使えないから、せめて破魔の指輪で身を守ってあげたくて……」

　魔獣が城下町を目指してくるなんて、いよいよ危険だ。

　どのくらいの数なのか、どんな魔獣が来ているのかわからないけれど、だからこそ恐ろしい。

　城壁まわりには結界が張られているが、もしもそれが破られたら──？

（カルロは大丈夫？）

　様子を見たらきちんとここに戻ってきてくれるのだろうか。

　王族として、魔獣が城下町に侵入してくるなんて許してはいけない事柄のはずだ。

「ミールさん、これ持っていって」

　涙目のミールとしっかりと視線を合わせて、フランチェスカは自分がはめていた指輪を引き抜いた。たった一つこの店の中にある在庫だった。

　ミールはしっかりと受け取りつつ、困惑した表情で見つめ返してきた。

「……いいの？」

　か細い声で囁かれ、しっかりとうなずく。

「前線に向かう人こそ持つべきものだもん」

　しっかりと指輪を握らせて、ミールを送り出す。彼女はありったけのお金だと指輪代以上のお金を置いて、店を出て行った。

　フランチェスカもすぐに軽装に着替えて、外へ出た。自分用に作ったナイフを腰に身につけ、防御魔法をかけた外套を羽織って。

　大通りまで行くと、慌ただしい足音と騎士団の叫ぶ声が響いていた。どうやら市民たちには避難指示が出ているようで、皆が城へと向かっている。

（かなり大変なことになってるみたいね。でもなんで急に？）

　とにかく状況を把握したいのと、カルロの行方を探したい。きょろきょろと辺りを見回しながら進んでいると、ネリーが戻って来た。腕を差し出してそこへと降り立たせると、彼女はぴぃと短く鳴いた。

『相当大変そうよ』

「どんなかんじで？　魔獣の数とかわかったの？」

『かなり多いし、もう城壁の近くまで迫ってる』

「カルロは？」

『応戦するみたい。もう城壁よ』

「案内して！」

　フランチェスカは喧騒の中を駆け出した。








三　恋をしている









　耳を突き刺すような衝撃音に、フランチェスカは足を止めた。前方で灰色の煙がたちのぼり、地響きのような咆哮が響く。

　パリンとガラスが割れるような音とともに、魔力の結界が粉々に砕けていく。

「嘘！」

（あんなにしっかりした結界が破られるなんて！）

　そして大きな獣が城壁から姿を見せた。クマのように大きく、けむくじゃらで、その目は赤く輝いている。

　空間を切り裂くような咆哮。

　大きく開いた口からのぞく鋭い牙、そして城壁を軽々と登り月明かりを受けて、これみよがしに見せつけるようにたかだかと振り上げられた腕と爪。同じ魔獣が次々と城壁から顔を出す。

「大変……！」

　考える間もなく、自分が唱えるべき魔法を紡いでいた。

　自分の体に風の魔法をかけて、軽やかにステップを踏んだ。体を軽くして風に乗るように動ける効果があり、フランチェスカは跳躍して城壁付近までものの数秒でたどり着いた。

『カルロはあそこよ！』

　ネリーが知らせてくれた先、崩れた城壁の近く。

　騎士たちに混じって、ジルに騎乗したカルロの姿が見えた。彼は全身に強い魔力を纏い、フランチェスカの渡したナイフを手にして、今にも一匹の魔獣に飛びかかろうとしていた。

「カルロ！　下がって！」

　声の限り叫んだけれど、届いた気配はない。ジルは器用に城壁を駆け上がり、魔獣に接近する。カルロがナイフで魔獣の眉間を切り裂いたのが見えた。彼の髪はまるで炎のように赤く染まっている。

　魔獣は断末魔をあげて城壁から落下した。

　カルロはそれに目もくれず、すぐに隣にいる魔獣を標的にしてぶつかっていく。苦戦していたらしい騎士は慌てて飛びのいて、彼は彼で次の魔獣へととりかかった。

「カルロってば！」

　フランチェスカは叫びながらも、援護のために衝撃破を魔獣に向かって放った。その時にようやく気づいたのか、カルロが振り向いた。彼は目を見開いたけれど、すぐにニコっと笑顔を見せて、魔獣を切りつけていく。

　彼は恐ろしいほどに冷静で、強かった。

　まるで演舞のよう。

　いつしかジルの体毛は真っ白く輝き、カルロの髪も金色へと変化していた。

　戦ううちに変化に使っていた魔力を、魔獣への攻撃のために使うことにしたのだろう。きっと近づけば瞳の色が違うはずだ。

　騎士たちは最初は気づいていなかったようだけれど、一匹、また一匹と魔獣が倒れ、戦況を余裕を持って見られるようになって王子に気づいたようだった。

「ヴァレンティノ様！」

　誰かが叫んだ声が、フランチェスカの耳にも届く。

　あの夜、自分もその名前を呼ぼうとした。止められて言えずじまいだった、彼の本当の名前。

（やっぱりそうだ。……そうだった）

　白金の貴公子。

　デルカ魔法王国第五王子ヴァレンティノ。

　魔獣を次々と屠る姿は、英雄譚で謳われるような剣聖のようだった。

「ばか……」

　フランチェスカの衝撃破は魔獣をひるませ、カルロの剣を導いた。

　気づいたらフランチェスカは泣いていた。

　何の涙かなんてわからない。

　魔獣の叫びと血の匂いの最中で、彼が神々しいほど美しかったからかもしれないし、彼の素性が明らかになったことで起こる変化を悟ったからかもしれない。

　泣きながら、フランチェスカは彼を守った。
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　それからほどなく、フランチェスカとカルロの働きと騎士団の奮起によって首都ケルビンへの魔獣の襲撃は無事に退けられた。

　騎士の中で怪我人が多数出ているようだった。

　その中にミールの兄がいないよう祈りながら、フランチェスカは身を隠す魔法を使って静かに家へと戻った。

　魔獣の血がこびりついた服を脱ぎ捨て、すぐに体を清める。

　自分の体から魔獣の残り香が全て消えて、清涼感の強いお茶をいれて飲んでも、ずっと胸がドキドキしていた。

『大丈夫？』

　テーブルの上で水をついばんでいたネリーが顔をあげた。

「うーん、大丈夫、だけど、疲れた」

　ばったりとテーブルにつっぷす。

『カルロは置いてきてよかったの』

「うん」

　事態が落ち着いた時、カルロは大勢の騎士に囲まれていた。もう彼は『カルロ』ではなく『ヴァレンティノ王子』になったのだ。いや、戻ったという方が正しい。

（別に疎まれてる感じじゃなかったし）

　家のことを話したがらない様子から、何かしら気まずい事情があるのだと思っていた。けれど彼を囲む騎士たちの表情からはそんな雰囲気は感じ取れなかった。

　だったらフランチェスカにできることなど何もない。

『カルロ』にとってはフランの店が家だったかもしれないが、『ヴァレンティノ王子』の家は王城だ。

「正体もはっきりしたし、ここに戻って来る意味もないでしょ」

『そうかな』

「そうなのよ」

　薄々とわかっていたことだった。彼は王子で、自分のそばにいるのも期間限定のことなのだろうと。いなくなってしまう可能性はいつだってあって、多少は覚悟していたはずだった。

（でも……やっぱり寂しい）

　彼と過ごす時間は楽しかった。

　好意を示されたのも嬉しかった。

（もし受け入れてたら、何か変わった？）

　情熱的な視線に飲み込まれて、手をとって、自分からくちづけをしたら──。

　足りなかったのは気持ちか勇気か。

　もしかしたら両方だったかもしれないし、どちらでもないかもしれない。

　それよりも今大事なのは、カルロが自分のそばにはもういないという事実を受け入れることだった。

　彼は自分の場所へと帰った。

　共に店に立つことも、採掘に行くことも、食事をすることも、何もかもが失われた。

　彼の笑顔を思い出すと胸が痛んだ。強引にキスされた時の唇の感触も、抱き寄せられたぬくもりも、思い出の中できっと色あせていくのだろう。

　目頭が熱くなった。喪失感が押し寄せて、涙となって流れていく。

　さっきの涙ときっと本質は一緒で、今度はきっともっと実感が伴った涙だった。

『今日は蒼の森で寝てくるわ』

　ネリーが言って、器用に自分で窓を開けて飛び立っていく。

　まるで人間のような気の使い方に少しだけ涙が止まった。こんなにも人に寄り添ってくれる魔獣はきっとネリー以外いない。

「……ありがと」

　フランチェスカはネリーが飛び去った夜空に向かってつぶやき、窓を閉めた。

（もう寝よう）

　体は疲れているし、心はもっと疲弊している。

　明日の朝起きて変わらない現実に打ちひしがれるとしても、今は目を閉じたかった。

　──と、玄関の扉で鍵の開く音がした。それを持っているのは、フランチェスカ以外にはたった一人。

「ただいまー」

　少し乱れた明るい茶色の髪、擦り切れ返り血を浴びた洋服、そして肩に乗せたジルの体毛は縞模様。

「……カルロ？」

　もとの姿王子で城に戻ったのではなかったのか。

　驚きすぎて、声が震えた。

　カルロはフランチェスカと目があうなり、厳しく目を細めて駆け寄ってきた。あわてて目元をぬぐって顔を背ける。

「泣いてるの。どうして」

「な、泣いてないけど？」

　動揺で声が少し揺れた。ごまかし方が下手な自覚はあったけれど、他に言いようがなかった。

「嘘ばっかり。赤くなってる」

　目尻を指でなぞられる。観念して、フランチェスカはカルロを見つめた。

「なんで」

　どうして帰ってきたの？　王子としての役目はいいの？　騎士達に引き止められなかったの？

　尋ねたいことはたくさんあるけれど、全部が喉につっかえた。

「僕の家はここだよ？」

「っ……」

　さも当たり前のようにカルロが言った。

　それはずるい。反則だ。

　嬉しくて仕方なくなってしまう。

　まさか会えると思わなかった。

　もう一度こんなふうに近くで彼を感じることができるなんて──。

　迷いは一瞬だった。

　フランチェスカはカルロの胸に飛び込んだ。彼自身の血と魔獣の血が混ざり合った匂いがする。

「えっ!?」

　カルロが上ずった声をあげて、身をよじる。それを逃がさないように腕に力をこめた。

　これまで散々カルロの方から距離を詰めてきていたのに、動揺しているのがなんだかかわいかった。

　血の匂いにまぎれて、カルロの清廉な香りがする。

「待って！　血の匂いきついでしょ！　汗もすごいし」

「平気」

「嘘だ！」

「嘘じゃない」

「僕が気にするんだって！　とにかく待って！」

　その瞬間に強い力で体を引き剥がされる。見上げると、カルロは顔を真っ赤にしていた。一瞬だけ目が合って、すぐに気まずそうにそらされる。

　そして彼は上着を脱ぎ捨て、薄手のシャツ姿となった。

「……これなら、まだまし」

　言いながら引き寄せられる。確かに大分血の匂いは薄れて、彼の香りばかりがした。

「怪我は？」

「ない」

「ほんとに？」

　ぎゅっと力強く抱きしめてみても、彼は痛がる様子はない。ふふ、と彼が柔らかな声を漏らした。

「心配した？」

「当たり前でしょ！　前に出すぎ、無謀すぎ！」

「フランのナイフのおかげだよ。かすりさえすれば破魔の魔法効果が発動して、魔獣の動きが鈍ったんだ。それに魔法でも援護してくれたでしょ。ジルもすごく集中してたし、いけると思ったんだ」

「……気づいてたの？」

「もちろん」

　お返しとカルロの腕の力が強くなる。彼の胸に顔を押し付けると、ゆったりとした心音が響いた。

　彼ともう一度会えたこと、無事でいたこと、全てが嬉しくて、止まったはずの涙がこぼれそうになる。一瞬だけ息を止めてそれを我慢してから、フランチェスカは静かに尋ねた。

「なんで帰ってきたの。……ヴァレンティノ殿下」

「……会いたかったから。フランに」

　もう自分の素性を隠すつもりはないようだった。ようやくフランチェスカの中でカルロの存在が確固としたものになる。

「騎士団の人たちがよく納得したわね」

「騎士たちはまいてきたよ。そもそも城にはちゃんと僕の替え玉がいるから大丈夫」

　そう、カルロがフランチェスカの家に住んでいる間も、ヴァレンティノ王子はきちんと公務をこなしていた。よっぽど有能な身代わりなのだろう。

「……ねえ、フラン」

　カルロが耳元に唇を寄せてきた。

「何も聞かないでそばにおいてくれてありがとう。……僕の正体、気づいてたんでしょ？」

「確証はなかったわ。それに言ったでしょ。あなたを責任持って助けるって」

「うん」

　ありがとう、とカルロが言った。

　少しだけ声が震えている気がした。

「……僕、あなたが好きだよ。恩を感じてるからじゃない。僕はあなたの全てに惹かれて、ただひたすらに焦がれてた」

　それは、これまで伝えられてきた『好き』の中で、一番心に沁みた。

　もう彼は雲のように実体のない存在ではない。デルカ魔法王国第五王子ヴァレンティノ王子。そして──迷い子のカルロ。

　確かな存在として、好意を持たれていると実感した。

「ありがとう」

　フランチェスカは微笑み、彼の唇にそっと触れた。

「……なに？」

　戸惑う彼にかまわず、ぎゅっと自分の唇をそこへ押し付ける。

（やっと信じられる）

　フランチェスカの心が喜びに打ち震えている。

　話したくないことは話さなくていい、なんてただの強がりだ。

　本当はずっと知りたかった。

　彼が自分について明かしてくれるのを待っていた。

「私も好きよ」

　もう一度唇を重ねた。

　すぐに離して笑おうとしたら、後頭部に手がまわされてキスの続きをせがまれる。

「ほんとに？」

　カルロの声がうわずっている。瞳を輝かせる様は少年のようで、フランチェスカの胸に愛しさがこみあげた。

　フランチェスカはうなずいて、キスに応えた。

　今は何も考えられない。考えたくない。

　ようやく自分の気持ちを認めて、彼にまっすぐに向けることができた。そんな恋心に従いたかった。
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　小さな足音とともに縞模様の獣がドアの向こうに消えていく。

　視界の端でそれをとらえながら、フランチェスカはカルロとの濃厚なくちづけに溺れていた。

　いつも一人で寝ているベッドの上、二人の隙間などなくなるように強く抱き合って、くちづけを交わす。舌を絡め合うと、お互いに求めあっていると感じられて心が満たされた。

「……夢みたいだ」

　少しだけ息があがったカルロがこぼす。その言い方がやけに実感がこもっていて、フランチェスカは笑った。

「大げさよ」

「本気だよ。……きっとだめなんだと思ってたから」

「そうなの？」

　そんなに弱気なことを考えていたなんて気付かなかった。カルロは眉を下げてうなずく。

「フラン、僕と一定の距離を置こうとしてたでしょ。どんなに近づこうとしても、見えない壁で遮ってくる」

「だって正体がわからなかったんだもん」

「本当はずっと僕も言いたかった。でももしも正体を明かしたら、城に帰れって言われるかもしれないと思ったら言えなかったんだ」

「好きにしたらいいってきっと言ってたわ」

「……そっか。そうだよね、フランならそう言ってくれる」

「内心では帰らなくていいのかって気になってただろうけどね」

「ふふ、ちゃんと僕に興味を持ってくれててよかったよ」

　ちゅ、と軽いキスが送られる。

「ね、ちゃんと実感したい。フランが僕のこと好きだって」

「今がこれ以上ないくらいに表してると思うけど」

　抱き合って、くちづけを交わして、言葉でも伝えた。

　これ以上の伝え方なんてあるだろうか。

「もっと……フランの全部に触れたい。心も……体も」

　背中をすっとなぞられて、フランチェスカは身じろぎした。

（ああ、そういうこと）

　彼の意図に気づいて、ドキっと心臓が跳ねる。

　想いを伝えあった先の流れとしては、おそらく至極妥当なものだと思う。

　心の準備ができるかどうかは別として。

「……いいの？」

「もちろん！　フランがいい。フランじゃなきゃだめ」

　王家の閨事情は問題ないのかという意味を込めたのだけれど、カルロはおそらく解釈違いをしている。勢い込んで求められて、キスもされて、フランチェスカの体の奥がじわじわと熱を帯びていく。

　カルロに触れたい。

　もっと彼を知りたい。

　首筋に感じる熱い吐息に震え、服の下にもぐりこんでくる指先の感触にずっと秘めていた欲望を暴かれていく気がした。

「ん……カルロ……」

「いいって言って」

　キスの合間に囁かれる。カルロの目は潤んでいて、つられるように自分の視界もにじんでいく。

「いいよ」

「やった」

　心底嬉しそうな笑みだった。

　くちづけが深くなり、彼の手が明確な意思を持ってフランチェスカの胸に触れる。薄い肌着越しなのに、手のひらの熱がダイレクトに伝わってくる気がした。むずがゆいような不思議な感覚が走って、腰の奥に熱が灯るのがわかる。

「フラン……」

　肌着の下にカルロの手が潜ってくる。熱い指先にびくりと体が震えた。

　カルロの手のひらがフランチェスカの胸を包み込む。ゆっくり揉み込まれて、フランチェスカはカルロにしがみついた。

「……ずっと触りたかった。思った通り、すごく柔らかい」

「そういうの、言わなくていいからっ……」

「言わせてよ。だって本当にいいんだもん」

　きゅっと頂をつままれて、フランチェスカの口からうわずった声がもれた。じんとした快感が広がって、体を巡っていく。

「顔真っ赤だね、かわいい」

「ばか……」

　まぶたや頬、もちろん唇も。顔のいたるところにくちづけを受けながら、胸への刺激も続く。だんだん足に力が入らなくなってきた頃、すっと手が引き抜かれた。

　ほっと息をついた瞬間、唇が奪われた。

　そのままカルロの指先が器用にフランチェスカのナイトワンピースのボタンを外していく。

「待って……！」

「うん」

　うなずきながらもカルロの手が止まらない。ワンピースを肩から落とされてさらに肌着をたくしあげられてしまい、フランチェスカは声をあげた。

「嘘つき！」

「そうかも」

　カルロはもっともらしく言いつつ、フランチェスカの胸に顔を寄せてきた。

　何をされるのか想像がついて逃げようにも腰をがっちりと押さえられている。

「カルロ……っ」

「うん？」

　ぱくりと乳首をくわえられて、音を立てて吸われる。新たな刺激に体が驚いているのに、今度は舌先でつつかれてさらなる快感を与えられる。彼の頭を抱え込めば一層愛撫は活発になるのに、そうしないとこみあげる何かを抑えられなかった。

「っ……カルロっ……」

「……きもちい？」

「んぅっ……」

　気持ちいい。でももどかしい。

　体が熱い。腰の奥がむずむずする。体が勝手に揺れてしまう。

　閨に関しての知識は本を読んで知っている程度だったから、この感覚の逃がし方もこれから先どうなるかもまるでわからなかった。

　カルロの方がよっぽど巧みだ。

　この先どうしたらいいか、きっと彼の方が知っている。もしかしたら経験済みなのかもしれない。

　誰と？　どんなふうに？

　気になったら急に胸に灰色の何かが流れこんだけれど、どう確かめればいいかわからなかったし、何よりずっと与えられる快感のせいで、思考がまとまらない。

「カルロ……キスして」

　息もたえだえに言うと、彼は顔をあげて嬉しそうに笑った。もちろんと短い言葉とともに、それが与えられる。

　舌を絡めながら、フランチェスカは彼のシャツを引っ張った。脱いで欲しいという意思表示も兼ねて、ボタンを一つずつ外していく。カルロはすぐに気づいたようで、全てのボタンが外されたあとは自らシャツを脱いだ。

　彼の素肌に手を伸ばし、なめらかな背中に手を這わせる。

「フラン……もっと抱きしめて」

「ん……」

　ぎゅっと抱きつくと、カルロが嬉しそうに微笑んだ。再びキスをしながら、今度は彼の手が太ももへ伸びてくる。

「待ってっ……大事なこと、忘れてたの」

　唇を少しだけ離して言った。額を合わせたまま、カルロが吐息とともに尋ねてくる。

「これ以上大事なことなんてあるかな」

「私、初めてだからね……！」

「え、そうなの？」

　カルロが手を止めて、意外そうにのぞきこんでくる。

「……そんなに驚かなくても」

　これまで恋とはほぼ無縁の日々を過ごしてきたのだ。故郷の村の同年代の男性たちとは皆ライバルのような関係だったし、セラフィノにだってフランチェスカが一方的に淡い想いを抱いていたに過ぎない。

　いつか恋が成就したらと夢見たことはあるけれど、焦りはなかった。

　なるようになると思っていたから、今この瞬間まで経験のあるなしがそう大きな問題だとは思っていなかった。

「ごめん、絶対あると思ってたから。それで勝手に嫉妬してた。でも、そっか。それなら僕と一緒だ」

「初めてなの!?」

　カルロはうなずいて、改めてフランチェスカを抱きしめてきた。先ほどよりも密着したことで、彼の下半身の昂りがわかる。

　フランチェスカが一人赤面していると、彼の手がフランチェスカの下着にかかった。

「あ、ちょっと！」

「ちゃんと座学はしてるから安心して」

　カルロは自信ありげに言うと、フランチェスカの下着を引き下ろし、足を開いた。ずっと秘めていた部分が見られる恥ずかしさに全身が熱くなる。

「やだっ……」

「大丈夫、僕を信じて」

　カルロが首筋に吸い付いてきた。いつかのようにチリっとした痛みが走る。それを何回も繰り返しながら、彼の指先がフランチェスカの秘部へと触れた。

「んっ」

　わずかに湿った音が響く。そのまま蜜壺を探るように指が入ってきて、そっと中をなぞられた。

「ん、濡れてる」

「あっ……やだ……それ」

「いい、じゃなくて？」

　ぴちゃぴちゃと音がする。快感に腰が震えて、いっそう自分の内側が潤っていくのがわかった。お腹の奥から気持ちよさがこみあげてくる。

「どうしよう……フランが僕のせいで気持ちいいの、すごい嬉しい」

「……ばか」

「うん」

　柔らかい部分をゆっくりと大事に探られているうちに、どんどん快感が増していく。体の昂りのまま、フランチェスカはカルロをいっそう強く抱きしめた。

　耳元で艶めいた吐息が吐き出される。

「……ひとつになりたい」

「……うん」

　もう十分すぎるくらいにカルロの方も準備できている。それは先ほどからずっと伝わっていた。

　初めて見る男性器は思った以上に大きくて、一瞬だけ声が出そうになったけれど、フランチェスカは緊張をごまかすように言った。

「あの……お手柔らかにね」

「んー……」

　カルロは一度くちづけを落としたあと、小さく笑った。

「それは無理かも」

「なんで」

「だってもう絶対止まらない自信ある。ずっと欲しかったんだもん」

「っ……それは……」

　ぎゅっと胸がつまった。

　カルロの想いが伝わってきて、フランチェスカも小さく笑う。

「私も、かも」

「なんで『かも』がつくの」

　カルロが口をとがらせて、また一度キスをしてくる。フランチェスカもお返しをしてから「照れてるの」とそっと言った。

　途端、カルロの顔がふにゃりとゆるむ。

「かわいい」

　足の間にカルロが体をいれてくる。十分に潤っている蜜壺に彼の昂りが押し付けられた。その刺激だけでも気持ちいい。

「はぁ……これだけでくるものがあるよ」

「……あ、あ……や……」

　ぬるぬるとお互いの性器を擦り付け、柔らかな刺激に喘ぐ。

　気持ちいい、もっとして欲しい。

　自然とわきあがる気持ちのまま、いつしか腰が揺れていた。

「もっと、濡れて」

　カルロの指先がある一点を擦った。

「んんっ」

　蜜口の近くにあるクリトリスは、女性にとって一番敏感な箇所だと本で見たことがある。

（本当だわ！）

　しびれるような快感にフランチェスカは震えた。

「ま、待って。そこ……」

「うん、気持ちいいとこだよね？」

「あ、あ……だめっ……」

「かわいい」

　悶えるフランチェスカにおかまいなしに、カルロはクリトリスへの愛撫をやめない。断続的な気持ちよさにおそわれて、フランチェスカは息があがっていった。

　これまでとは違う種類の快感を逃すことができない。

「あんっ……やだっ……何か……」

「イキそう、なの？」

「知らないっ……でも」

　体が勝手に揺れる。ねだるようにカルロの指に自分の秘部を押し付けてしまう。もっと、もっとと欲しがりながら、何かが腰の奥からせりあがってきて、白い閃光となって弾けた。

「やっ……ああっ！」

　瞬間、口に舌をねじこまれる。

　口の中を舐めまわされ、息が苦しくなるほどの快楽に体が支配されたと感じた。

　これが達することなのかと呆然と思う。

　自分の体なのに何もコントロールできなかった。快感に抗う術はなく、ただ高みに昇りつめるだけだった。

（なんだかすごく恥ずかしいわ……！）

　ひとりで達してしまった気まずさに頬が熱くなる。対照的にカルロはどことなく嬉しそうだ。

「フランの初めて、全部もらえるの嬉しい」

「……もう」

「これだけ潤ってたら、きっと平気かな。……いい？」

　カルロはフランチェスカがうなずくのを見て、手のひらを発光させて自身の屹立をなぞった。避妊の魔法だと聞いて、フランチェスカの中に複雑な感情が浮かぶ。彼がそういうところは真面目に考えてくれているのは嬉しいけれど、逆に言えば『この夜だけ』とすることもできるということなのだ。

（……今考えることじゃないわ）

　彼が自分を強く想ってくれていることは間違いない事実。今はただ彼の優しさだと受け取ればいいだけだった。

「いれる、よ」

　カルロがぐっと腰を押し進めてくる。

「んっ……あ……」

　みちみちと自分の内側が広げられていく感覚。

　自分の中に熱いものが入ってきて、ぴたりとはまっていく──そこに多少の痛みはあったけれど、事前に予想していたほどではなかった。それよりも、彼自身が入ってきた瞬間、フランチェスカの体は待ちわびていたように、ぎゅっと屹立を締め付けた。

「んっ……あ、フラン……すごい……」

「え……？」

　カルロが声を震わせて、一度腰を打ち付ける。

「気持ちいい、動きたい……」

「ん……」

　カルロの目には情欲が浮かび、少し紅潮した頬もあいまって、かなりの色気を帯びていた。視線に絡め取られて、それだけで胸がドキドキしてくる。

「フラン……好き」

　短く言うと、カルロが本格的に腰を振り始めた。

　私も、と言いたかったけれど、体に走る衝撃と快感に喘ぐことしかできない。

　最初はゆっくりとした抽送だった。気持ちいいところはどこか探すように、または形をならすように。痛みはすぐに刺激に変わって、腰の奥から快感がこみあげてくる。

「いたくない？」

　動きは止めないまま、カルロがそっと言った。

　大丈夫、と答えると安心したように微笑む。

「よかった、じゃあ……もう少し、はやく、していいよね？」

「ん、あ、でも急には……」

　と言いかけた瞬間ずんと奥まで突かれて、フランチェスカはのけぞった。体の中を突き抜けるような快感が走ったから。

「フランの中、あったかい……気持ち良すぎて……」

　ぐっと強く腰が押し付けられて、少しずつスピードも速くなっていく。

「あぅっ……そんなっ……はやいの……」

「だめ？」

「……そうじゃないけど……ああっ」

　きゅっと胸の頂にも刺激を受けて、フランチェスカはもう喘ぐことしかできなかった。

　カルロも額に汗を浮かべて、艶めいた吐息とともに抽送を続ける。

　こんな時もやっぱり彼は美しく、それでいてどこか男らしさもあって、胸がドキドキした。

「カルロっ……好き……」

　いつのまにかフランチェスカも彼に合わせるように腰を振っていた。

　彼とつながっている多幸感と、とろけるような快感。

　彼を愛しいと思う気持ちに任せて、フランチェスカは彼を強く抱きしめた。

「あ、もう……多分……」

　しばらくしてカルロの声が切羽詰まったものになっていき、腰の動きも速くなる。最奥を目指すかのように強く突かれた瞬間、フランチェスカのお腹の中で何かが弾けた気がした。

「んっ……イく……！」

　びくんと内側で彼の屹立が大きくなったような、震えたような感覚。

　ぴたりと彼は動きを止めて、フランチェスカを強く抱きしめた。つながりあった部分がどくどくと脈打っている。お腹の奥があたたかくなった気がした。

「フラン……」

　カルロが泣き笑いのような表情でキスをしてくる。舌を伸ばしてそれに応えて、濃厚なくちづけをかわしながら、フランチェスカはもう一度ぎゅっと彼自身を抱きしめた。





　　　＊　＊　＊






「僕のせいなんだ」

　眠りに落ちかけていたフランチェスカの耳に、その言葉は静かに入ってきた。

　フランチェスカの部屋のベッドで肌を寄せあって、おやすみと言い合ったあとのことだった。

　重たいまぶたを押しあげると、天井をじっと見つめるカルロの横顔が目に入った。

「……なんの話？」

「魔獣の凶暴化。僕が鎮守の獣の封印をといてしまった」

　内容を把握するまでに、ほんの数秒だけ要した。

（最近の魔獣の暴走がカルロのせい？　封印……？）

　その驚きに一気に目が覚めた。

「鎮守の獣って本当にいるの？」

　フランチェスカが体を起こすと、カルロは顔を向けた。

「いる。一部の人間しか知らないけど、霊峰コヴェリの山頂近くに祠があって、そこに封印されてる」

「そうだったんだ……」

　ネリーが教えてくれた噂は本当だったということだ。

　神話では鎮守の獣は魔獣を統べる存在として描かれていた。それも事実なのだろうか。

「昔は人間と魔獣は共存していたらしい。鎮守の獣は魔獣にとって神のような存在なんだ。強大な力を持ち、しかもそれを他の魔獣に分け与えることができる。彼の加護を得た魔獣は身体能力が上がり、凶暴性を増す。そのせいである時から敵対するようになった。長い戦いの末に、当時の王子たちが鎮守の獣を封印したらしい。おかげで魔獣たちの力は抑えられて、また共存できるようになった。僕たち王族はその封印を百年に一度かけなおすのが役目の一つでもあるんだ」

　人間と魔獣の戦い、そんな内容の神話もあったはずだ。フランチェスカはあまり興味がなくて軽く聞いたことがある程度だけれど、事実だというなら当時は相当激しい戦いが起こったのだろう。

「きょうだいたちの中で、僕が一番魔力が高かった。だから王家を代表して封印する役を負ったんだけど、失敗したんだ。鎮守の獣は復活して、魔獣たちは力を増した」

「まさか初めて会った時、そのあとだったの？」

　あの時のカルロはひどい怪我をしてボロボロの状態だった。鎮守の獣が復活して、その牙や爪の餌食になったのか──。

「ううん、違う。あれはただ単に蒼の森で魔獣に襲われただけ。僕はもっと強くならないといけなかったから、魔獣と戦う経験を積みたかったんだ」

　鎮守の獣をもう一度封印するためには、その背に『封印の剣』と呼ばれる特殊な魔道具を刺すこと。

　幸いにも元々使われていた『封印の剣』が無事だったから、改めて魔術師たちにより破魔の魔法がこめられれば使えるそうだ。あとはその剣を刺せる状態になるまで、獣を弱らせること。

　その成功率を極限まで上げるため、カルロ──もといヴァレンティノ王子は城を出て修行の旅に出た。その道中でフランチェスカと出会ったということだった。

（そういえば時間さえあれば蒼の森に行ってた）

　ハーブや果実を採取するためだと思っていたけれど、もしかしたら鍛錬が主目的だったのかもしれない。やけに時間がかかる日や、汗だくで帰ってくる日も多かったと今更に気づく。

「……ごめん」

　カルロも起き上がってきて、そっとフランチェスカの頬に触れた。

「全部、僕のせい。フランの採掘が魔獣に邪魔されるのも、さっきの襲撃も……」

　赤橙色の瞳が揺らぎ、一筋の涙が頬をつたう。

　今までどれだけの後悔をしてきたのだろう。どれだけ自分を責めてきたのだろう。

　全ての責任を自分の肩に乗せてきたのだとしたら、重すぎる。

「そんなわけないでしょ」

　フランチェスカはカルロの目尻に触れて、涙をぬぐった。

「その場で何があったかわからないわ。でももし原因を探すとしたって、起こったできごとに関わった人全員に責任があると思う」

「でも」

「それに失敗は取り戻せるよ」

　カルロがハッと表情を変えた。

「現にカルロはもう一度鎮守の獣を封印するために、自分にできることをしてる。失敗したとしても、その後に自分が何をするかが大事だもの」

「……ありがと」

　引き寄せられるまま、フランチェスカはカルロの肩口に顔をうずめた。素肌が触れ合った時、さっきはお互いを求め合う気持ちばかりが湧き上がったけれど、今はただ心に安らぎが広がった。

「前にフランを好きになったきっかけがあるって話をしたの覚えてる？」

「ああ……うん」

　確か彼がフランチェスカの家に居着いて一週間くらいたった頃のできごとだと言っていた。何があったのか、自分が何を言ったのか。全く見当がつかなかったことを覚えている。

「あれ、僕が売り物にしようとしてたお皿を割った時のことなんだ」

「そんなことあったっけ？」

「洗わなくていいお皿」

「……ああ！」

　清浄と研磨の魔法をかけた皿で、食べ終わった後にさっと水をかけるだけで綺麗になって乾き、すぐにまた使うことができるという皿だ。面倒くさがりの性格の人にうってつけの皿で、定期的に売れる商品だった。

　思い出した。

　その皿を十枚ほど重ねた状態でカルロに運んでもらおうとしたら、誤って床に落としてしまって全部割れたことがあった。

「あったね、そんなこと」

　あの時、カルロは顔面蒼白と言ってもいいくらいに動揺していた。すぐに皿を拾い集めようとしたから、危ないからと慌てて止めたのだ。

「その時にフランは今と同じこと言ったんだよ。失敗は取り戻せるって。お皿は割れたけど、それは経験として残ったよって」

「……確かに言ったかもしれない」

「次からは落とさないようにどうしたらいいか考えることができる。失敗するのがだめなんじゃなくて、そのあとに自分がどうするかが大事。……多分、あの時の僕が一番誰かに言って欲しかった言葉だった」

『失敗』という言葉から、鎮守の獣の封印のことがつながったのだろう。

　カルロの清々しい表情を見て、フランチェスカはあたたかい気持ちになった。自分が何気なく言ったことが彼の心を少しでも和らげたなら、こんなに嬉しいことはない。

　あの時彼がお皿を割ったことは偶然じゃなくて巡り合わせなのかもしれない。

「私の言葉が力になったなら良かったよ」

「すごい影響力だったよ。あの後部屋で泣くくらい」

「泣いたの!?」

「うん。僕にもまだできることがあるって思えたのが嬉しくて。あの時に、僕の中でフランは特別になったんだ」

　好きだよ、という甘い囁きとともにキスされる。

　なぜだかフランチェスカも泣きそうになった。

　出会った時から、彼が何か重たいものを心に抱えているのは気づいていた。

　今その事情を知って、改めて彼の身を思うと胸が苦しい。ずっと彼は明るくて、その裏側で必死に前を向いて努力していたのだ。

　どうか報われて欲しい。

　いや、報われるべきだと強く思った。

（私にできること、なんだろう）

　あたたかなぬくもりに包まれながら、フランチェスカはそっと眠りの海に沈んでいった。








四　新しいふたり









　新しい朝が始まった。

　再び眠りから覚めた時に、目の前に無防備なカルロの寝顔がある。あどけなくも美しく、神々しささえ感じる。この瞳が昨日フランチェスカを縛り、柔らかく体に巻きついているこの腕がフランチェスカを閉じ込め、そして──。

　濃密な時間の記憶が蘇り、ひとり赤面する。

　恥ずかしさをごまかすために先に起きようかとも思ったけれど、結局フランチェスカはしばらくじっとしていた。

　彼の寝顔から目が離せなかったのと、安らかな吐息を感じていたかったから。

　しばらくして彼がうっすらと目を開けて、フランチェスカは満足して体を起こした。

「フラン……？　もう起きるの？」

「私、剣と矢を作るわ」

「え？」

　起き抜けに言うには尖った内容すぎる。

　自分でもわかっていたけれど、勢いが欲しかった。

「だからあなたは城に戻って」

　この一言を告げるために。

　案の定というか、カルロは一瞬で覚醒して、勢いよく起き上がった。

「どういうこと？」

「昨日みたいなことはきっとまたあるわ。その時にあなた本人がちゃんと城にいて、騎士団と連携をとった方がいいと思ったの」

「でも」

「私は私であなたに協力する。……あなたのナイフみたいに、破魔の力をこめた武器を作るわ。魔獣にすごく効いたんでしょ？」

「それは、うん、そうだけど……武器は作りたくないんじゃなかったの？」

　セラフィノの夢を見た時、少しだけ過去を話した。それだけで彼はきちんとフランチェスカの気持ちを察してくれている。その聡明さと優しさに微笑みで応えて、うなずいた。

「本当はすごく嫌。……でもあなたが信頼する人たちになら渡したい。魔獣と戦うために、鎮守の獣を封印するために」

　カルロの瞳がハッと揺れた。

　探るような視線をしっかりと受け止める。しばらくお互いに無言で見つめあった。まるで我慢くらべのようだと思いながらも、フランチェスカはじっと待っていたら、カルロが諦めたように息をついた。

　いささか乱暴に引き寄せられる。

「ずるい。そんなこと言われたら戻るしかなくなる」

「……うん」

　きっとカルロだって気づいている。

　街が襲われ事態はさしせまっていること、王族としてのつとめを果たす時がきたことを。

「いつも僕はフランに導かれてるね」

「そんなことない。私の言葉がきっかけになったとしても、それはきっとカルロが自覚しないまま同じことを考えていたから。全部カルロの意思だよ」

「……ありがとう」

　カルロはフランチェスカをのぞきこんで言った。

「任せて欲しい。精鋭たちで部隊を作るから」

「信じてる」

　カルロはうなずき、泣きそうな顔で微笑んだ。

　本当に彼はよく表情が変わる。そこに感情が見え隠れする。

　今は綺麗な笑顔の奥に寂しさが透けて見えて、フランチェスカも共鳴するように切なさを感じた。

　ずっとそばにいてほしい。

　そんな自分の願いに墓を建てなくてはいけない。

　寂しいけれど、彼のためにはきっとこれが一番良かった。

「……もうひとつだけ隠してたことがあるんだ」

「なに？」

「もともと僕はフランのことを知ってた。城下町にある魔道具店の魔女は有能だって騎士団から報告を受けたことがあったんだ。そこで売られている魔道具の質が高いから、それを武器に応用してもらえるよう交渉しているって」

　少しだけなんと答えようか迷った。

　自分が騎士団にとってそこまでの人物として認知されていて、あまつさえカルロがそれをきちんと覚えていたことにも驚いた。フランチェスカはたかが一介の魔女だ。人よりも結晶に魔法をこめるのが得意というだけ。

　そしてそういう情報を持っていたのだとしたら、もしかして──。

「私の作った武器がアンジェロ殿下を襲ったことも知ってた？」

　カルロは無言だった。それが答えだ。

　胸がきしむように痛み、フランチェスカは歯を食いしばった。

「……ごめんなさい」

「あ、いや違う！　知ってたけど、あんなの全然フランのせいじゃない！」

「でも」

「答えなかったのは僕がそれすら知ってたって言ったら、嫌われるんじゃないかって思って……本当にごめん」

　彼にとってはこの隠し事は相当重大なことだったようだ。フランチェスカは微笑み、そっと彼の手をとった。

「そんなことで嫌うわけないでしょ」

「……良かった」

　カルロは心底ホッとしたような笑顔を浮かべた。

「あなたと会ったのは偶然だよ。あの時は本当に助かった。目が覚めて名前を聞いて、騎士団が言ってた人だって気づいたんだ」

「だから身分を隠して、うちにいることにしたの？」

「ううん。怪我が治っても置いてもらってたのは、単純にフランと一緒にいたかったから。魔獣の動向を調べるためには在野にいる方がいいと思ってたし、そこで自分の腕を磨きたかった。そりゃあ、武器を作ってもらえたら……と思わないこともなかったけど、フランの事情は知ってたから、絶対僕からは言わないようにしようって決めてて──」

　焦りながらの口上がおかしくて、フランチェスカはふきだした。あまりに早口で、その必死さがかわいいとさえ思えてくる。

「大丈夫。ちゃんとわかった。カルロは本当に私のことが好きってことね」

「そう。それが一番大事！」

　確かに彼はいつだってフランチェスカに無理強いなどしなかった。

　だからきっとフランも武器を作ろうと思えたのだし、今こうして彼が率いるであろう部隊のために動く気になっているのだ。

　カルロは何度もうなずいてから、慈しむようにフランチェスカの頬から首筋をなぞった。

「フランが好きだよ。……恋ってすごいね。こんなに誰かに夢中になるなんて」

「もしかして……初恋なの？」

「うん、多分」

「多分？」

「絶対そう」

　カルロはあわてて言い直して、ごまかすようにキスをしてきた。

　そんな行動も、照れ笑いの表情も、全てがかわいく愛しいものに感じる。

（恋ってすごいわ）

　フランチェスカも同じ感想を抱いて、お返しとばかりに彼の首筋にキスをした。

「……ねえ、フラン」

　そっと耳元でカルロが囁く。

「もう一回、実感していい？」

「何を？」

「僕もフランもお互いに夢中ってこと」

　彼の手がフランチェスカの背中をなぞり、脇腹を撫でて、胸を目指してくる。

　フランチェスカは苦笑しつつも、返事代わりに彼の首筋にもう一度キスをした。少しだけ吸い上げて、薄いキスマークをつけてみる。

　カルロは嬉しそうに笑って、濃厚なキスをお返しにしてきた。舌を絡めていると、彼の手がそっと臀部を撫でてくる。ほのかな気持ちよさに身を任せて、満足するまでくちづけを交わす。息があがって唇を離すと、カルロがそっと言った。

「ちょっとあっち向いてくれる？」

　背を向けてという意味らしく、肩を優しく押される。

　不思議に思いつつフランが反対側に寝返りを打つと、後ろからぎゅっと抱きしめられた。

「こうやってくっつくのもいいと思わない？」

　背中にカルロの体温を感じ、臀部に彼の熱を感じる。

　触れ合いはじめたばかりなのに、彼はもう身を滾らせているのがわかって、頬に熱が集まった。

「正面から抱き合うのもいいけど、こっちも密着してる感じがするし」

　言いながらカルロの手が乳房を包み込む。

「胸もかわいがりやすい」

　そっと頂を指で擦られ、フランチェスカは短く熱い吐息を吐いた。

「ん……ちょっと」

「うん」

　じわりと快感が広がり、体が熱くなっていく。うなじをベロリと舐められて、体が跳ねた。その間も胸への愛撫が続いている。

「ちょっと汗かいてる？」

　カルロの舌が背中を進み、ぞくぞくとした快感がかけあがる。フランチェスカは思い切りうなずいて、体を震わせた。

「かいてる、から、舐めないで」

「なんで？　おいしいよ、すごく甘い」

「そんなわけ……」

「ほんと」

　肩甲骨をなぞるように舌が這っていく。濡れた肌に空気が触れるだけで、妖しい感覚が広がっていった。

「フランは全部おいしい」

　ぎゅっと強く抱きしめられ、耳をくすぐられる。そこから今度は舌が入ってきてぐちゅりとした音が耳奥に響いた。

「あうっ……カルロ……」

「好きだよ、フラン」

　濡れた耳に響く声は、どこまでも甘い。

　彼に囁かれるたびに体に痺れが走って、つんとした乳首を摘ままれるたびに、甘い喘ぎ声がもれる。

「あっ……それ……」

「気持ちいい？」

「ん、いい」

「かわいい」

　ご褒美だとでもいうように強い刺激が与えられて、頭の中がカルロでいっぱいになる。

　もっと触れて、もっと気持ちよくして、そして──。

　その願いを叶えるかのように、カルロの指がフランチェスカの下腹部をなぞり足の間へ進んだ。

「足、ちょっとだけ開ける？」

「ん」

　言われた通りにすると、するりとあわいに指先が触れた。そのまま割れ目をなぞられ、既にとろりと蜜があふれていることを感じさせられる。

「あんっ……だめ」

「ただ撫でてるだけだよ」

「それが、だめ、なの」

　愛液を秘部全体に塗りたくられて、なめらかな指の動きに合わせて腰が揺れる。もっと奥を触って欲しいという願望を抑えきれなくて、体が震えている。

「もっとだめにしてあげようか？」

「……ばか」

「そうかも」

　耳元でカルロが微笑んだ気配がした。

「ひゃんっ……」

　ずぷりと指が膣の浅いところに入ってくる。それだけで頭の中が真っ白になった。

「すごい」

　ほうと息をもらして、カルロが指を二本に増やした。少しの圧迫感と快感にまた身悶える。刺激を逃がそうとしても後ろからしっかり抱きしめられているから、密着度は高いまま。カルロの絶対に離さないという強い意志を感じる。そんな彼の強い想いが言い知れぬ高揚感をもたらした。

　こんなにも好きな人から求められている。

　なんて幸せなことだろう。

「カルロ……好き……」

　フランチェスカはうわ言のように呟いて、彼の腕にそっと手を添えた。彼の体も熱くなっているのは先ほどからずっと感じていて、少しだけ汗ばんでいる。

「僕もだよ。普段も好きだし、今みたいに甘くとろけてるとこも好き」

「あんっ……」

　耳のふちを舐めながら、カルロが「好き」と伝えてくる。ふうと息を吹きかけられた瞬間、彼の指を締め付けたのがわかった。

「……こんなトロトロなら、もういいよね」

　カルロが指を引き抜いて、自身の猛りを押し付けてくる。ぬるぬるとすべりがよくて、彼の先端が入り口をかすめるたびに腰の奥がうごめいた。

「ん……いい……欲しい……」

「やった」

　肩口に一度キスをした後、カルロがそっとフランチェスカの腰を掴んだ。そこから促されてよつんばいの体勢にされる。

「え？　え？」

「こうしていれるの」

　カルロが背後から覆いかぶさり、割れ目に屹立が当てられた。昨晩とは違う体勢にドキドキしていると、ぬるりとそれが入ってきた。

「ああっ……」

　十分すぎるほどに潤っていたのはわかっていたけれど、こんなにすぐ挿入されると思っていなかった。完全に不意をつかれて、強い快感が体に駆け巡る。フランチェスカが背をのけぞらせて声をあげると、ぎゅっと抱きしめられた。

「んんっ」

　そのおかげで一層深く屹立がフランチェスカの中に埋まっていく。

　押し広げられた感覚はまだ慣れないけれど、確実に痛みよりは快感の方が優っていた。昨日とは違う角度、違う感覚ながら、気持ちよさだけは変わらない。

　カルロがゆったりと腰を動かし始めて、フランチェスカは短く喘いだ。

「はぁ……フランチェスカ……」

「あっ……な、にっ……」

「振り向いて」

「え」

　フランチェスカは懸命に振り向いたものの、カルロのものを受け入れて、なおかつ後ろから抱きしめられている状態だと、なかなか難しい。ちゅ、と頬に軽いキスが落とされ、カルロが「んー……」と何かを考え始める。

「……やっぱ昨日のにしよ」

　そう言うなり、フランチェスカから屹立をぬいた。ずるりと簡単になくなって余韻だけ残される。

　ただ寂しさを感じるより先に、フランチェスカは再び体勢を変えることとなった。今度は仰向けで、大きく開いた足の間にカルロが体を置く。

「フランの感じてる顔見たい」

　情欲がにじむ瞳で見つめられ、頬が火照ってくる。つんと上向いた胸をそっと腕で隠すと、カルロがふきだした。

「なんで隠すの」

「なんだか恥ずかしくて……その、明るいし」

「ああ」

　カルロは朝の光でほのかに明るい室内を見回して、にこりと笑った。

「だから昨日よりフランの反応がわかるのか。やっぱり顔を見れるのいいね」

　カルロが微笑んで、再び腰を押し進めてくる。胸を隠していた手はつかまれて、寝台に縫いとめられた。

「カルロ」

「ん？」

「綺麗」

　少し汗ばんで肌は艶めき、潤んだ赤橙色の目からは色気が溢れている。だというのにどこか清廉な雰囲気も感じるのは何故だろうか。適度に筋肉がついた体つきは男性だとしっかり感じられるのに、猛々しさとともに中性的な魅力も感じる。

　カルロという人物はどこかアンバランスな魅力を持つ人なのだと改めて気づく。

「フランの方が綺麗だよ」

　カルロがかがみこみくちづけを落とした。ぐっと屹立が深いところをえぐり、高い声がもれそうになるのを塞がれる。そのまま舌が入ってきて、歯列をなぞられていった。

「んう……ん……」

　しがみついてぎゅっと膣に力を入れると、今度はカルロから声がもれた。

「……フラン、それすごくいい、けど、煽ってる？」

「ううん、でも……」

　フランはそっとカルロの頬をなぞり、微笑んだ。

「カルロにももっと気持ちよくなってほしい、とは思ってる」

「もっと、いいの？」

「うん」

「……ほんとに？」

「……うん」

　そこまで念を押されると、少し緊張する。

　本心を伝えただけなのだけれど、カルロのやけに嬉しそうな表情を見ると、何か大変なことを伝えたような気になってくる。

「そんな不安そうな顔しないで」

　カルロは微笑み、フランチェスカの眉間をそっと撫でた。

「一緒に気持ちよくなろ。僕はそうしたい」

「……私も」

　どちらともなくくちづけを交わす。

　そのままカルロが動き始めた。最初はゆっくりとした抽送で、柔らかな快感にフランチェスカはうっとりと声をもらした。

「気持ちいい……」

　思わず口をついて出た言葉に、少しだけ恥ずかしくなる。カルロは「僕も」とうなずき、しばらくはお互いを慈しみあい優しい快感を楽しんだ。

　カルロの呼吸が荒くなっていくとともに、少しずつ腰の動きが大胆になってくる。

「はぁ……もう、そろそろ、しっかり動くね」

　そう言って、一度再奥を狙うように強く腰が打ち付けられた。

「ふあっ！」

　急な強い刺激に、フランチェスカは大きく背中をしならせた。それをしっかりと抱き込みながら、カルロがどんどん激しく動き出す。

「あ、あっ……カルロっ……」

「フラン……フランっ……」

　名前を呼ぶ、甘い響きがお互いの官能を伝え合う。

　カルロの頬は上気して、これ以上ない色香を放っていた。彼の熱が打ち付けられるたびに、絶頂感がせり上がってくる。

（まだ、まだ……）

　がまんしたいのに、強い快感にもう抗えそうにない。

　フランチェスカも息を切らしながら、カルロの名を呼んだ。

「も、だめっ……カルロっ……イっちゃう……」

「いいよ、僕も、だから……一緒に」

「ああっ……」

「フラン！」

　寝台のきしむ音を聞きながら、フランチェスカは絶頂に達した。ぎゅっと強く膣が収縮して彼を締め付けたのがわかる。ついで、彼の熱杭が膨張してあたたかいものがお腹の中に広がっていった。

　そのままの勢いでまた強く抱きしめられる。

　どくどくと自分の内側で彼が蠢くのを感じながら、フランチェスカも背中に手をまわした。

　至近距離で視線を交わし、お互いに微笑み合う。

　フランチェスカは幸せを実感した。

「フランの中あったかい。……しばらくこのままでいていい？」

「……うん。私もすごく気持ちいい」

「今も？」

「うん、今も」

　カルロは嬉しそうに微笑んだ。

「僕も気持ちいい。ずっとつながってられたらいいのにって思ってる」

「……そうだね」

　この時間が終わったら、カルロはここを出て行く。

　お互いにきたる別れから目をそらして、何度もキスをした。

（行かないでなんて言わない。私から提案したことなんだもの。でも……寂しく思うことくらいは許してほしい）

　本当はそばにいてほしい。

　そばにいながら魔獣に対抗する方法を探してみたい。

　けれど結局どんなに考えても、彼は城に戻って、自分は彼のために武器を作るのが一番いい。それ以外の方法は思いつかなかった。

　フランチェスカはカルロの手を握りしめて、その手の甲にキスをした。何度も、何度も。

　おとぎ話で騎士が姫に誓いをたてるように。

「くすぐったいよ」

「いいでしょ」

　きっとお互いにこれが最後だとわかっていたからだと思う。この瞬間を全て焼き付けたいと両方とも願っていた。

　しばらく余韻を味わってから、静かに体を離す。

　フランチェスカは身を清めて衣服を身につけながら少しだけ泣いたのだった。
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　別れの準備は淡々と進んだ。

　ネリーとジルの帰りを待って朝食を食べて、身支度をして、カルロは普段の軽装のまま玄関に立った。

　明るい茶色の髪、赤橙色の瞳を持った人懐っこい青年。

　次に顔をあわせる時には髪の色も瞳も、格好も、全てが変わっているのだろう。目に焼き付けておこうとじっと見つめる。カルロも真面目な表情で見つめ返してきたから、フランチェスカは彼の頬をつついた。

「笑って」

　彼の笑顔を心に残したい。

　どんな表情も魅力的だと思うけれど、思い返す時はやはり笑っている顔を見たい。

　カルロは眉を下げたままの状態で、口元だけで笑顔を作ろうとした。かなり不自然で張り付いた感じがある。

「……最後じゃないよね？」

　不安そうに尋ねられる。フランチェスカは優しく頬を撫でた。

「なんでそう思うの」

「……なんとなく」

　カルロが柔らかい力で抱きしめてくる。背中に手をまわせば、彼はほっとしたように息をついた。

「さっきまでが夢みたいだったから、まだあなたを手にいれたって実感できてないのかも」

「あんなに愛し合ったのに？」

　わざと茶化すように言うと、カルロが口を尖らせた。

「そうだけど」

　その顔はまるでキスを待っているみたいだなと思って、フランチェスカはそれを実行した。カルロが目を見開いたから、イタズラ成功と笑って見せる。

「また会えるに決まってるでしょ。武器を届けに行くんだから」

「そういうのじゃなくて。恋人として」

　一国の王子たる人物から『恋人』という言葉が出てくるのがなんだか面白かった。彼の立場で自由恋愛が許されているのか、フランチェスカは知らない。

　今はきっと知ってはいけないことだと思った。

「……会えるよ」

　フランチェスカの言葉にカルロは安心したように微笑んだ。

　ああ、その顔好きだな、と思う。

　優しい目、和らいだ口元。

　こういう表情を焼き付けたかったのだ。

　あとフランチェスカにできることは励まして、送り出すことだけだ。

　別れは明るく柔らかく、希望を持って。

　満面の笑みでカルロを送り出し、彼の姿が見えなくなるまで見送る。

　さようなら、と心の中だけで言った。
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　その日のうちにフランチェスカは蒼の森の奥の洞窟へ向かった。

　近いうちに騎士団から、加工してほしい剣や矢が運び込まれることになる。その時にそもそもの白水晶がなければ何も始まらない。

「今日はたっぷり採るわよ！」

　採掘地点まで来ると、フランチェスカは腕まくりしてピッケルを振り下ろした。

　そばの岩にネリーが飛んできて言った。

『気をつけて。結構魔獣の気配するよ』

「わかってる」

　今日のフランチェスカは破魔の指輪をはめて、防御効果の高いマントを羽織っている。あのナイフだって持っているし、おそらく一人で逃げるくらいならばなんとかできるだろう。

　フランチェスカが採掘をしている間、ネリーは周囲を警戒しながら飛びまわり、疲れたら岩で休むのを繰り返す。もともとと同じやり方なのに、今日はどこか寂しさがつきまとった。

　その原因がカルロの不在にあることはわかりきっていたけれど、どうしようもない。寂しさを持て余すしかなかった。

　それでも手だけはしっかり動かしたおかげで、お昼頃にはバスケットいっぱいに白水晶を集めることができた。これだけあればひとまず十分だ。

（あとはこれを無事に持ち帰れればいいんだけど）

　ここまで何匹かの魔獣にあったけれど、それぞれ単体だったこともあり比較的苦労せずに撃退できていた。帰り道もそうであってほしいけれど──。

「まあ、そこまでうまくはいかないか」

　洞窟を出てすぐ、森の中でフランチェスカは魔獣に囲まれた。

　以前と同じサルのような魔獣の群れだ。木の上から複数体がフランチェスカを見下ろしている。彼らが動き出すより早く、フランチェスカは眠りの魔法をぶつける。

　その瞬間、フランチェスカは思い切り地面を蹴って走り出した。

　白水晶の入ったバスケットを持っている分、あまりスピードが出ない。木々の間を駆け抜けるうちに、背後で不自然に枝のこすれる音が迫ってきた。

「ネリー！」

　肩から飛び立った青い鳥に向けて魔力を発する。それを器用に吸収して、ネリーは弾丸のように追いかけてきたサルの群れへと突っ込んだ。体に魔力の炎をまとったことで、その衝撃と熱さで魔獣たちがそれぞれ別々の枝へと飛び移る。

　もうここからは一匹ずつを相手にしないといけないようだ。

　フランチェスカはひときわ大きな木の陰に身を隠して、ナイフを抜いた。

　枝を飛び移り向かって来る魔獣の一匹にもう一度眠りの魔法をぶつける。そこへ再びネリーが突撃して、魔獣は落下して動かなくなった。

（まずは一匹）

　ネリーに魔力を補給しながら、フランチェスカは魔獣と対峙する。

　彼らの動きを鈍らせる魔法を駆使し、ネリーの突撃と組み合わせる。近づかれた時にはナイフで応戦していく。

　一匹、二匹、と手堅く片付けていくのだが、次から次へと魔獣が増えていく。一体どこにこんなに潜んでいたのかと目を見張った。

「増えすぎでしょ、ほんっと」

　鎮守の獣が解放された影響はここまで大きいのか。それを実感し、軽く絶望する。

『一旦水晶は捨てよう！』

　旋回しながらネリーが叫ぶ。

　それはフランチェスカの選択肢にもあった。バスケットという荷物がなくなれば、多少は逃げる速度が上がる。

　けれど本末転倒だ。何のためにここにきたのかわからなくなる。

　半分ほどに容量を減らすなどの折衷案を試す暇もない。

「でも」

『命を大事にして！』

　悲痛な叫びにフランチェスカも従おうかと思いかけた瞬間だった。

　低く野太い咆哮が大地と木々を揺らした。

　細かな振動に驚いて振り向くと、大きな獣が跳躍してくる。縞模様の毛並み、その足首には改めて作り直した破魔のベルトが巻いてあった。

「ジル!?」

　まさかカルロがそばにいるのかとあたりを見回したが、その気配はなかった。

　ジルはフランチェスカを見やると、そばに来てしゃがんだ。背に乗れという合図がわかり、フランチェスカはよじのぼる。鞍も何もついていない獣の背にどうやって捕まったらいいのかと思ったら、ジルから魔力が発せられてフランチェスカにまとわりついた。

（そういうこと……！）

　フランチェスカも魔力を全身にめぐらせて、ジルのそれを融合させるイメージを持つ。するとジルの背に吸い付くかのような力を感じた。

「ネリー、来て！」

　青い鳥を呼び寄せて腰のポーチに入ってもらい、フランチェスカは長い毛並みをつかんだ。

「ありがとう、よろしく頼むわ」

　そうして魔獣は高く跳躍した。
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　それからはあっと言う間だった。

　ジルはフランチェスカを乗せてものすごい速さで森を抜け、自宅まで連れてきてくれた。もちろんフランチェスカもネリーも無事で、バスケットの中身も全て入っている。

「いつからいたの？」

　ジルを家の中に招き入れて、水と果実を用意する。

　彼はそれを食しながら、小さく鳴いた。

『ずっとだって』

　いつもの止まり木に落ち着いたネリーが通訳してくれる。

　カルロはフランチェスカの家を出たあと、ジルにフランチェスカの護衛をするよう指令を出したそうだ。できるだけ見つからないようにしつつ、有事の時にはしっかり守るように、と。

「全然気づかなかったわ」

『私も』

　森の中で魔獣に襲われた時にいつもより簡単に倒せたと思ったのは、もしかしてジルがどこかから手助けしてくれていたからかもしれない。

（カルロって過保護だったのね）

　もしくは心配性か。

　彼の朗らかな笑顔を思い出して、顔がゆるむ。

「ありがとう、ジル。助かったわ」

　そっと手を伸ばしてみれば、ジルは素直に頭をかたむけた。そっと撫でながら、魔力を注いでみる。出会ったばかりの時は『どこの誰かもわからないやつの魔力なんていらない』といったふうに嫌がっていたけれど、今は静かに供給させてくれる。

　たっぷりと魔力を補給したあとで、フランチェスカは微笑んだ。

「もう私は大丈夫だから、カルロのところに戻って」

『まだいる、って言ってるよ』

「もう採掘は終わって、ここからは加工作業に入るだけよ。いてもすることないわ」

　ジルは小さく首を振った。

　カルロの命令には背けないということなのだろう。

「わかった。じゃあカルロへの伝言をお願いする。騎士団から武器を受け取ったら、その五日後に加工を済ませて届けに行くって。これも重要な任務よ」

　それでもジルがとどまろうとしたので、最終的にフランチェスカは水晶珠にメッセージをこめて、それをカルロに渡すというお願いもした。もしもまたカルロから言われたらここに戻ってくればいいと言って、ようやくジルも納得したようだ。

　フランチェスカが魔法で体を小さくした状態にすると、ジルは出発していった。

『愛されてるねー』

　ネリーが楽しそうに言う。

　フランチェスカは複雑な気持ちを隠してうなずいた。
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　デルカ魔法王国の王城は、ドーム型の屋根が印象的な石造りの城だ。魔法王国という名があらわすように、城全体には魔術師たちにより結界魔法がかけられていて侵入者を阻む。

　カルロが出て行ってからちょうど七日、フランチェスカは王城へと訪れていた。騎士団から届いた武器に破魔の魔法をこめた白水晶を加工する。それを無事に終えたので、納品しに来たのだ。

　片手剣十本、ナイフを十本、そして矢を三十本。

　現物は騎士団からの使いに預けてあるから、フランチェスカの役目は納品書を騎士団長に渡すこと。

　騎士団の詰所は王城から少し離れた場所にあった。詰所である石造りの建物の隣には訓練場が併設されている。

　団長室は二階の奥ということで、騎士に案内されながら詰所を進む。

　騎士たちは皆訓練場で体を動かしていて、この建物の中には裏方として騎士団を支える人たちが行き交っていた。思った以上に女性の数も多く、清潔な雰囲気がある。

（騎士団ってもっとむさくるしいイメージがあったけど、そうでもないのね）

　そんなことを思っている間に、団長室に到着した。

　ここも事前のイメージ以上に広く綺麗な部屋だった。壁際には執務机があり、書類が山積みになっていて、部屋の中心にはソファが向かい合う形で置かれている。応接セットのテーブルにフランチェスカが加工した武器たちが並べられてなければ、官僚の執務室と言われてもおかしくない。

「はじめまして、フランチェスカさん。団長のアレイスターと申します」

　フランチェスカが入室するなり、たくましい体躯の男性に迎えられる。胸にプレートを身につけただけで騎士としては軽装の部類に入る格好だったけれど精悍な顔立ちと鋭い視線から只者ではないと感じさせられた。

　握手を求められ、フランチェスカは静かに手を重ねる。

「フランチェスカと申します」

「このたびは依頼を受けてくださってありがとうございます。先ほど到着した武器を検分しましたが、どれもかなりの力を秘めているのがわかりました」

　人は誰しも魔力を持つ。その量や魔法を使えるかどうかの資質には個人差があるが、騎士になる条件として一定以上の魔力を持ち、魔法を使えなくてはならない。団長ともなる人物ならば、そのあたりの能力も高いのだろう。

　座ってくださいとソファを示され、フランチェスカは素直に従った。

　その時、扉が勢いよく開いた。

「フラン！」

　カルロだった。

　と言っても、彼の見目は麗しい王子としてのもの。輝く金髪、赤橙色と琥珀色の異なる瞳、そしてダークグリーンのテールコートを着用した姿はまさに王族といった風格がある。

（これがヴァレンティノ殿下としての姿なのね）

　コートの裾に施された繊細な銀糸の刺繍だったり、細身のズボンのラインの美しさは、普段城下町を歩く人たちとは一線を画している。

　ただフランチェスカと目があうなり嬉しそうに目を輝かせた表情だけは、これまでずっと接してきたカルロとしての親しみやすさが見えた。

「殿下、わざわざお越しいただくなんて」

　アレイスターが困ったように声をかけたが、むしろカルロは拗ねた様子で答えた。

「フランが来たら僕も立ち会うと伝えていたはずだよ？　ジルが気づかなかったら見逃すところだった」

「申し訳ありません。本日は対策会議でお忙しいとうかがっておりましたので」

「こっちのが大事」

　カルロは言うなり、立ち上がったフランチェスカの手を握った。

「元気だった？　少しやせたんじゃない？　ちゃんとごはん食べた？　睡眠は？」

　たった数日会わなかっただけで、大層な心配っぷりだ。

　矢継ぎ早に尋ねられて、フランチェスカは困りつつも返事をした。

「全然やせたりしてないし、ご飯も食べてるし、睡眠もたっぷりよ」

「それならよかった。期限に間に合わせようとして身を削ってないか心配してたんだ」

「大丈夫。……心配ありがとう」

「ううん」

　カルロは嬉しそうに微笑むと、フランチェスカの隣に腰掛けた。

　これにはアレイスターも彼の補佐である騎士も、さらにはティーワゴンを押してきたメイドも、皆驚いた表情をしていた。

（……これっていいの？）

　頭が痛い。

　第五王子が市井の魔女に親しげにふるまうのは、かなり珍しい──というよりも許されないことなのではないだろうか。そのあたりの考え方は一体どうなっているのかと本人に聞きそびれていたのが悔やまれる。

「殿下……」

　困惑した表情のままアレイスターがカルロに声をかけるが、彼自身はまったく気にする様子もなく「なに？」と首をかしげるだけだ。その反応でアレイスターも悟ったのだろう。それ以上なにも言わずにフランチェスカの向かいに腰掛けた。

「……改めまして、剣とナイフ、そして矢は受け取りました」

「これが納品書です」

　フランチェスカは肩に下げたバッグから納品書を出して、アレイスターに渡した。彼はその場で確認し、副官に数が間違いないか確かめる。

　問題はないようだった。

「本日納品していただいた武器はヴァレンティノ殿下の率いる琥珀隊の騎士たちに割り当てます。報酬を用意してありますので、今ご用意いたします」

「ありがとうございます。実は一つ、お願いがあるんですが──」

「はい、なんでしょう」

　フランチェスカはちらりとカルロを見た。

　視線の意味を何と間違ったのか、彼は嬉しそうにうなずく。

　絶対に予想はついていないだろうと思いつつフランチェスカはアレイスターに向き直った。

「ヴァレンティノ殿下とその配下の方々に、私も同行させていただけませんか」
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「絶対だめ」

　早足で廊下を歩くフランチェスカの隣にぴたりとついて、カルロが言った。

　ちらりと見ると、むっとした表情をしている。フランチェスカは苦笑いして、足を早めた。

「ちゃんと決まったことでしょ。アレイスター様は承諾してくれた」

「あんなの脅しじゃないか」

　フランチェスカの『同行したい』という申し出に対して、カルロはもちろんアレイスターも最初は首を横に振った。鎮守の獣は強大な存在で、鍛え抜かれた騎士だって無事でいられるかわからない。そんな場所に一般人であるフランチェスカを連れていくわけにはいかない、と。

　もっともな話だと思う。

　フランチェスカももしも自分の主張を客観的に見る立場だったら『あり得ない』と言うだろう。

　けれど、カルロを一人で鎮守の獣の元に行かせたくはなかった。

　自分の作った武器がどう使われるのか確かめたい、見届けたいという気持ちと、それ以上に彼のそばにいて支えたいという気持ちがあった。

　もしもの時は自分が盾にくらいはなれる。

　いい顔をされないのはわかっていたから、フランチェスカは一つ条件を加えた。

「もしも同行を許可していただけるなら、これらの武器の力を一番引き出す使い方をお伝えします」

　ただの武器と同じように使っても効果はあるけれど、それ以上を望むならばやるべきことがある。そう伝えると、二人の目の色が変わった。

　そうして交渉の結果、フランチェスカは同行の許可を得られたのである。

　肝心の『武器の使い方』については、当日の道中で話すことに決まった。

　満足したフランチェスカは団長の気が変わらないうちにすぐに退室。「送る」と言い出した彼は、周囲が諌めるのも構わずについてきた。

　そしてこの不満そうな態度というわけである。

「脅しじゃなくて交渉ね」

「ずるい」

「なんでそんなに嫌なのよ」

「フランを危険な目にあわせたくない」

「大丈夫、自分の身は自分で守る」

「僕が気になって仕方なくなって、普段の動きができなくなっちゃう」

「そういうの関係なく強さを見せつけてよ。カルロ……ヴァレンティノ殿下ならできます」

　カルロがこれまで通りの口調で話しかけてくるから、つい自分も同じように返してしまう。けれど今は後ろからカルロの護衛騎士やアレイスターの副官もついてきている状態だった。

　フランチェスカは口元を押さえて息を整えてから、改めてカルロに言った。

「とにかく私は絶対についていく。そばにいて見届けることも、あなたを助けることだと思うから」

　一度足を止めて、カルロの耳元に口を寄せる。

「好きだから守りたいの」

　そっと囁くと、カルロの顔がみるみる真っ赤になってかたまった。

　普段は色気の押し引きが上手なくせに、こんな時に素朴な反応をするなんて、かわいいにも程がある。

　フランチェスカは満面の笑みを浮かべてみせた。
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　霊峰コヴェリは、厳粛な山だった。

　鎮守の獣を封印していた祠までの道は歴代王家の人々により踏み固められていて、歩きづらさはなかった。けれど大気には魔力が満ち、肌に突き刺さるような刺激がある。どこか試されているような雰囲気に緊張感は高まった。

　カルロを筆頭に、第二王子アンジェロと第二王女クリスティナもそれぞれ騎士を引き連れ、総勢五十名ほどがともに山道を登る。

　アンジェロもクリスティナも国内屈指の魔術師として、ダークグリーンのショートローブに身を包んでいた。どちらも細身で体力面で心配になってしまったが、思った以上に彼らは平気そうだった。むしろリラックスした様子で周囲の騎士たちと談笑しながら山道を歩いていた。

　フランチェスカはカルロの部隊に混じり、ともに鎮守の獣を目指した。

　探知魔法を使って見つけた巨大な魔力は山頂近くを示しているという。

　粛々と歩き続け──ついにフランチェスカたちは出会った。

　深い木立の中、真っ白く大きな体躯を持った魔獣が待ち構えていたのだ。

　それが鎮守の獣であると、おそらく誰もがすぐに察した。

　ある程度距離があってもわかる禍々しい魔力、そして地鳴りのような咆哮。

　体から湯気が出てるように見えるけれど、それはおそらく魔力の奔流。自身の体内を満たしてなおあまりある、不滅の魔力だった。

「出たな！」

　アレイスターが各部隊に指示を出す。

　迅速に各部隊が散って、鎮守の獣を囲むようなフォーメーションをとった。

　カルロの表情も一気に引き締まり、片手剣を抜き放つ。

　フランチェスカも杖を持ち直して、息をひそめた。

（思ったよりも大きい……それにすごい威圧感）

　空気が重くなった気がする。息苦しくて、体に重しがのっているかのようだ。

「僕たちはお前を再び封印する」

　突然、カルロが朗々と宣言した。

　いきなり何事かと思ったけれど、彼の視線はまっすぐに鎮守の獣に向いている。獣の黄金色の目もまっすぐに彼を見つめていて、もしかしたら彼らは会話をしているのかもしれなかった。

（そうよね、魔獣たちの王と呼ばれる存在だもの。それくらいのことはできるんだわ）

　フランチェスカには何も聞こえなかったけれど、獣からの波動は感じた。

　その証拠にカルロは獣とのやりとりと思しき言葉を発している。

　けれど説得などできるような関係性ではない。お互いの認識の確認をしているだけのようだった。

　このままぶつかりあうしかない、という──。

「来る！」

　カルロが今度は部隊全員に叫ぶ。

　その瞬間、鎮守の獣は高く跳躍した。
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　もともと肌に感じていた緊張感は鎮守の獣の『殺気』だったのだと、戦いが始まってすぐにフランチェスカは気づいた。

　鎮守の獣の爪は鋭い速さで人間に切り込み、その牙は容赦なく皮膚を引きちぎる。

　破魔の指輪を身につけた者は初撃を弾くことでことなきを得たが、その先は自分の力で回避か防御をしなくてはならなかった。

「閃光魔法あと二秒！」

「下がって！」

「背を狙え！」

　様々な声が飛び交い、剣戟と咆哮が響き渡る。

　フランチェスカは必死に騎士たちに防御魔法をかけながら、森を駆け回った。カルロはいつかのようにジルの背に乗り、先ほどから果敢に鎮守の獣へと向かって行っている。今のところ傷はないが、次の瞬間にはどうなるかわからない。

　鎮守の獣を守ろうと、他の魔獣たちも集まってきたことで、一気に乱戦となった。

　カルロの部隊はとにかく狙いは鎮守の獣だけ。

　彼と十人の精鋭たちは必死に攻撃をしかけていた。

「強い！　ていうか速い！」

　あんなにも大きな体なのに軽やかに舞うのが忌々しい。フランチェスカが何度動きを鈍らせる魔法を放っても、なかなか当たらない。それは弓矢も同様で、序盤で矢を放つよりも近接戦闘をするしかないと方針は切り替わっていた。

（きっかけが欲しい！）

　鎮守の獣に攻撃を当てるための、何か。

　自分の魔法が当たれば一番いいのだが、本当にすばしっこくて全てを避けていくのだ。

　それでも獣の爪がカルロにせまった瞬間。

「カルロ！」

　少し離れた位置からそれに気づいたフランチェスカの魔法は獣よりも速かった。加減などせずに勢いのまま放った魔法がついに真っ白い巨躯に命中する。それで確かに一瞬だけ、獣の動きが鈍くなった。

「今だ！」

　カルロの声に合わせるように、騎士たちがナイフを鎮守の獣に向かって投げつける。破魔の力がこめられたナイフの何本かは獣の背に刺さり、他の何本かは獣の体を掠めた。

　それで更に獣の動きに変化があらわれる。

　戦況がひっくり返りそうだ、そんな予感とともにカルロを見やれば、彼は武器を『封印の剣』に持ち替えていた。

（もう大丈夫なの!?）

　どの程度弱らせたら封印できるのか。

　そのあたりは感覚なのだと聞いていたが、まだ早いように感じる。

　今ようやく少し攻撃が当たったところなのだ。

「ヴァレンティノ！」

　右方からテノールの声が響き、魔法弾が鎮守の獣に放たれる。第二王子アンジェロは稀代の魔術師だと聞いていた。その噂に違わぬ強力な魔力が鎮守の獣に大きな衝撃を与えた。

　それに追い打ちをかけるように、大きな火球が獣の背にぶつかる。獣のつんざくような悲鳴とともに背の一部分が焼け、灰色の煙が空にあがった。

「クリスティナ！　炎はやめとけって言っただろ！」

　アンジェロの叫びに、今の魔法が第二王女クリスティナのものだと気づく。彼の隣に並び立つ王女は悪びれもせず笑顔すら作っていた。

「だって絶対炎の方が効くと思ったんですもの」

「もし燃え広がったら私たちにも被害が……」

「すぐ消えてるから良し！　今よ、兄様！」

　殺伐とした戦場に不釣り合いな明るい声が響く。けれどそれがカルロの肩の力を抜いたのか、カルロの顔からこわばりはとけていた。

　一瞬だけ、目が合う。

（もうこうなったらいくしかないのね！）

　フランチェスカは右手を高くあげてそれに応えた。

　彼の勇気に祝福を。

　彼の剣に力を。

　エールの意味をこめて、祈りをこめて。
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　その咆哮はこれまで聞いた中で一番低く轟いた。

　地面が震え、体にビリビリとした電流が走る。

　鎮守の獣が力を失い倒れこむ。その背には封印の剣が突き立てられ、その部分から静かに石化が始まった。

「封印って、石化させるってことだったの」

「そう。ここにまた祠を作って、鎮守の獣はここでずっと眠るんだ」

　いつのまにかフランチェスカの隣にアンジェロが立っていて、静かに言った。彼はフードをおろしていて、綺麗な金髪が風になびく。青い瞳はフランチェスカを見つめると、優しく細められた。

「さすが『結晶の魔女』があつらえた武器は違うね。魔獣への効果が段違いなのがすぐわかったよ」

「ありがとうございます。……あの、アンジェロ殿下……」

　道中からずっと言いたくて言えなかったことがある。

　顔合わせの挨拶の時も、行軍中も、タイミングを全て逃してきた。

　けれど──。

「二年前の時は、本当に申し訳──」

「待って」

　途中で遮られてしまい、フランチェスカは顔をあげた。アンジェロは優しく微笑みながら、首を横に振る。

「君が責任を感じる必要は全くない。むしろ謝らせてくれないか。騎士団が事情を聞きに行ったせいで、君に罪の意識を植えつけてしまった」

「そんなことはありません！　遅かれ早かれ知っていたと思いますし、そうなったらきっと同じことを思っていました」

「だとしたら、もう一度言うよ。二年前の私の件は、君の素晴らしい魔道具とは関係ない。彼をああいう行動に走らせたのは、私自身なんだ」

　アンジェロは淡々と続けた。

「彼とは何度も商談をしていて、いつもいい取引ができていた。そのたびに王家直属の商売人になりたいと言われていたが、応えることはできなかったんだ。それには色々と理由があるんだけど……彼は納得できなかったんだろうね」

　妹の薬代のために、行商人として確固たる地位を得たかったのだろうか。それとも何かあって大金が必要だったのだろうか。

　セラフィノの明るい笑顔の裏にあるつらさに、全く気づかなかった。けれど気づいてもきっと自分は何もできなかった。

　そう割り切ることが必要なのかもしれない。

「彼のことは私が責任を持つ。だから本当に君は気にしないで欲しい」

「……ありがとうございます」

　心の中で澱のように沈んでいたものがなくなっていくようだった。

　フランチェスカはまっすぐにアンジェロを見つめ返して、微笑むことができた。

「道具は使う人間次第なんだ。誰しもが正しく使うとは限らない。けれど少なくとも私たちは君を裏切らないと約束するよ」

「……はい」

「改めて今回の件、協力してくれてありがとう。鎮守の獣の力は本当に強大だったから、今回何かが一つ欠けてもこの結果は得られなかっただろう」

　フランチェスカは常時離れた場所にいたから、あの獣の跳躍力も攻撃の激しさも全てが見えていた。負傷した騎士も多いが、命を落とした者がいなかったのはあの状況では奇跡と言えることだった。

（もっとたくさん破魔の指輪を作ればよかった）

　店で市民のもしものために売るのではなく、騎士たちに率先して納品すればよかった。最前線に立つ彼らにこそ必要な魔道具だったのに。

　鎮守の獣を封印できた喜びを感じる一方で胸が痛い。

　ただフランチェスカの思考が深まる前に高く明るい声がふってきた。

「次は私たちの杖にも結晶はめて欲しいなー」

　クリスティナだ。彼女は大股でやってきて、フランチェスカの目の前でにこりと笑顔を見せた。バラのような華やかな笑顔だった。小首をかしげた瞬間に高い位置でまとめた白金色の髪がぴょんと揺れた。

「魔法かける時に魔力が自動で増幅されるような……どう？　できる？」

「多分できますけど、クリスティナ様には必要ない気がしますよ？」

　鎮守の獣と戦っていた時、彼女の放つ魔法は強力だった。潜在魔力の多さと魔法への造詣の深さが伝わってくるほどに。

「えー？　だって楽したいもん。お願い！　報酬はたーっぷり用意させるわ！」

　クリスティナは押しが強い性格のようだ。アンジェロが一応やんわりといさめてくれているが、全く届いていない。

（王族って言っても結構気さくなのね）

　なんとなく高貴な人たちはもっと感情を表に出さずに過ごしているのだと思っていた。それは間違いだったようだ。少なくともフランチェスカが出会った王族の面々に限っては。

「フラン！」

　そしてその最たる人、カルロがフランチェスカの元に駆け寄ってくる。

　マントや装備はボロボロ、頬にはいくつもの傷ができて、何よりも足の運び方に違和感があった。

　それに気づいた瞬間、フランチェスカも駆け出していた。

「待って、カルロ」

　彼の元にたどりついてすぐ、フランチェスカは彼の左の太ももに触れた。長いマントで隠れていたが、ズボンが血に染まっている。

「いたっ！」

「なんで止血してないの！」

　急いで治癒魔法を発動して、太ももに手をあてる。じんわりと魔法は染み込み、彼の傷を癒し始めた。

「気づかなかった」

「嘘！」

「ほんとだって。今走って、ちょっと痛いなって……」

「鈍感すぎる！」

　フランチェスカが思い切りにらみつけると、カルロはへらりと微笑んだ。

「でもフランに治してもらえるなら本望かも」

「ばか」

　前も同じことを言われた。本当に彼ときたら、自分のことに無頓着だ。

「流れた血は戻らないんだからね。帰り道はジルに乗せてもらったらいいよ」

「フランも乗ってく？」

「私はいい。歩けるし」

「遠慮しなくていいのに」

「自分でできることは自分でする主義なの」

「知ってる。そんなフランが大好きだよ」

「ちょっと！」

　周りに多くの人がいる中、急に言っていいような言葉ではない。

　カルロは全く気にした様子もなく清々しい表情をしているが、フランチェスカは全身の熱が顔に集まった。吹き出す汗に焦りつつ見回すと、アンジェロは目を見開いているし、クリスティナは満面の笑みだ。近くにいて聞いてしまっただろう騎士たちはなんとも言えない表情になっている。

（もう、ばか……！）

　困る。とてつもなく困る。

　カルロに文句を言いたかったけれど、さすがに二人の痴話喧嘩をこれ以上聞かせるわけにはいかない。

　そう思ったのに、強く引き寄せられてフランチェスカはカルロの腕の中におさまることになってしまった。

　きゃあ、という歓声があがる。おそらくクリスティナの声だった。

「ありがとう。あの獣を封印できたのはフランのおかげ」

　耳元で囁かれる。

「カルロや騎士のみなさん、それぞれが自分の持つ力を発揮したからよ」

「それができたのもあなたの武器に力があるって皆が知ってたからだよ。やっぱり来てもらってよかった。……危ない時、助けてくれてありがとう」

　おそらくフランチェスカの放った魔法が初めて鎮守の獣に当たった瞬間のことだ。今思い返せばあれが起点となって、こちら側の攻勢にすることができた。

「守れてよかった。……ね？　助けるって言ったでしょ」

「本当だね」

　カルロの目は潤んでいた。

　彼がこれまで抱えてきた後悔と重ねてきた努力を思うと、フランチェスカまで涙がこみあげる。

　彼は失敗を乗り越えた。

　もう大丈夫だ。

「……おめでとう」

　きっとこの言葉が今一番ふさわしい。

　フランチェスカは微笑み、少しだけ迷った後に自分からくちづけた。

　背後でさっき以上の歓声が上がった。
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　深い森の中。午後の木漏れ日のあたたかさを感じながら、フランチェスカはハンモックに揺られていた。

　遠くでは小鳥たちの鳴き声が聴こえる。きっとネリーもそれらに混じって、森を飛び回っているのだろう。

　そこへ軽やかな足音が聞こえてきた。

「……お姉ちゃん、起きてる？」

　フランチェスカと同じ薄桃色の髪が揺れ、大きな瞳にのぞきこまれる。妹のマリエッタだった。昼食後、フランチェスカが木の実拾いに出かけたまま戻らないから、しびれを切らして迎えに来てくれたようだ。

「起きてるー」

　フランチェスカはあくびをしながら体を起こした。

「ちゃんとカゴいっぱいにくるみ集めたよ」

　ハンモックを吊っている木のたもとに置かれたバスケットを指差す。マリエッタはそれを手にすると困った表情で微笑んだ。

「それはありがたいけど、いいかげん話してよ。なんで急に戻ってきたの？　こないだまで全然戻る気なさそうだったのに」

　フランチェスカが突然ふるさとに帰省して一ヶ月。

　マリエッタはいまだに困った顔で疑問をぶつけてくる。好奇心旺盛なのか、心配性なのか、なににせよフランチェスカのことが気になってしかたないらしい。

「ひと段落したの」

「前に助けたって人のこと？」

「うん」

　フランチェスカは空を見上げ、雲に彼の面影を浮かべた。鼻の奥がつんとする。

（やっぱりまだだめだ）

　心の中で真っ白く塗りつぶして、フランチェスカは微笑んだ。




　──急な帰省を決めたのは、霊峰コヴェリを下山中にアンジェロに言われた一言がきっかけだった。

『とても言いづらいのだが、ヴァレンティノには婚約者がいるんだ』

　カルロが先頭を行く騎士団長の隊に話をしにいくといなくなってすぐのことだった。

『弟があなたを好いているのはわかっているし、あなたも同じ気持ちだろうと思う。だから、その……』

　言いづらそうなアンジェロの横顔を眺めながら、とても善良な人のだなと思った。

　きっと何もなければ自分たちのことを応援してくれたのだろう。

　もしくはフランチェスカが名家の令嬢だったのならば。

「わかりました、殿下」

　フランチェスカは明るく答えた。

「彼が王子だと知ってから、その可能性も考えてはいました。私は大丈夫です。ヴァレンティノ殿下もきっと……大丈夫です」

　その時のアンジェロの顔は今も焼きついている。

　眉を下げて困っているのに、口元だけで必死に笑おうとした微妙な顔だった。

（カルロと似てる）

　さすがきょうだい、と心を紛らわせて、フランチェスカも必死で平気な振りをした。

　そして翌日。

　フランチェスカは店に『休暇中』と札をかけてケルビンを出発し、実家へと戻った。

　カルロには知らせていない。

　クリスティナの依頼は口約束で正式に受けていないからという理由で、ほったらかしだ。




　この一ヶ月、両親の仕事を手伝ったり、こうして森に採取に出かけたりと、フランチェスカは気ままに過ごしていた。

　このまま時間が経過すれば、またケルビンに戻れるだろうか。

　その頃カルロは誰かと正式に婚約しているとして、それを心から祝えるのだろうか。

（……無理かも）

　いつのまにこんなに好きになっていたのだろう。

　はじめは軽くあしらっているうちに諦めるだろうとたかをくくっていた。

　けれどカルロの愛情はいつもまっすぐ向かってきて、フランチェスカを振り回すまでになった。

　愛しいと感じてしまってからは、もう止まらなかった。

　体を重ねてしまって、さらに忘れられなくなった。彼の体温、触れ方やキスの感触、全てを体が覚えてしまったから。

（……こういう失敗も、いつか取り戻せるのかしら）

　どういう形になったらこの失恋を乗り越えられるのだろう。

　今のフランチェスカには皆目見当もつかない。

　甲高い声とともにネリーが戻って来た。太陽も少しずつ傾いている。

「そろそろ帰ろうか」

　フランチェスカは言って、ハンモックから降り立った。ネリーが肩にとまり、一声鳴く。

　マリエッタもうなずいて、村の方向へと歩き出した。

　その時だった。

『あれ？』

　一番に気づいたのはネリーだった。

『ジルだ』

「え？」

　そんなばかな、と見上げた先、視界に真っ白い獣が飛び込んで来た。

「きゃあ！」

　それはフランチェスカとマリエッタの前に着地すると、穏やかな声で鳴いた。

　純白に輝く魔獣の意味を、マリエッタももちろん知っている。

「これって……え……？」

　困惑した視線を受け止めてから、フランチェスカもその背から降り立つ人物を見つめた。

「フランチェスカ殿」

　騎士団長アレイスターだった。

「どうして」

　彼がジルの背に乗っているのか、どうしてこの場所がわかったのか。

　カルロに故郷がどこにあるかなんて話したことはなかったのに。

　彼は見た事もない厳しい表情で手を差し出した。

「一緒にお越しください」
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　まさかこういう形でケルビンに戻るとは思わなかった。ジルがフランチェスカをおろしたのは、王城の目の前だった。

「嘘でしょ」

　ふるさとからここまでの道のり、アレイスターは自分の魔獣に騎乗していた。彼の魔獣はヒョウのような姿をしていて、ジルと並走できるほどの脚力を持っていた。

「こちらです」

　入口での身分照会のあとに結界をすり抜けるための魔法をかけられて、フランチェスカはアレイスターについて城内へと入った。一階の奥には大きなホールがあるそうで、今日の夜には盛大なパーティーが開かれるそうだ。廊下を使用人達が忙しそうに行き来していた。

「まさか……」

「はい」

　フランチェスカのつぶやきに、アレイスターが答える。

（まだ何も言ってないのに！）

　心の中で呆れたが、衣装部屋に通されて自分の予想が当たったことを実感した。

　フランチェスカにもパーティーに出席しろということのようだ。

（でもなんで？）

「私はここで失礼いたします」

　アレイスターは敬礼すると足早に立ち去ろうとする。

「待って！」

　フランチェスカは思わず呼び止めていた。

「何のパーティーなんですか？　それにヴァレンティノ殿下は……」

「すぐに会えますよ」

　アレイスターはここで初めて表情をゆるめてうなずいた。それから背を向けてきびきびと歩いていく。もう声をかけても届かなかった。

「待ってたわよ！」

　もう一度追いかけようか迷っていると、今度は室内から聞いたことのある声で呼ばれる。振り向けばクリスティナが入室するよう手振りで示していた。霊峰コヴェリでは簡素な服装にローブをまとっただけの姿だったけれど、今は真紅のドレスに身を包んでいる。彼女の美しさが引き出されて、一層華やかだ。化粧もしっかりと施されていて、一人前の大人の女性だった。

「クリスティナ様？」

　びっくりしていると、手を引っ張られた。入室してみれば、彼女のそばには三人の侍女がついている。

「フランチェスカは何色が好き？」

　クリスティナがクローゼットを開く。そこには色とりどりのドレスがかけられていた。

「髪色が綺麗なので、少し濃い色も合いそうですね」

　一人の侍女が言えば、

「逆に淡い色も似合いそうです」

　ともう一人が発言する。

「ヴァレンティノ殿下のお好きな色はどうでしょう？」

　さらにもう一人が言って、クリスティナは楽しそうに一度手を打った。

「それにしましょ！　兄様は確か青が好きだったはず。そうね……」

　クリスティナは淡い水色のドレスを示して、フランチェスカを振り返った。

「このドレスなんて似合うんじゃない？」

「名案でございます」

　侍女三人が声を揃えた。

　肝心のフランチェスカはまだ何も言っていないというのに、満場一致で決まったというような雰囲気が醸し出されている。

「あの、ちょっと待ってください。私何も聞いてないんですけど──」

「話はあと！　早く準備しないと始まっちゃうわ！」

　アレイスターと同じく、クリスティナも聞く耳を持たないようだった。

（一体なんなの!?）

　困惑がとけないまま、フランチェスカはクリスティナの言葉により着替えることとなったのだった。








六　逃がすわけない









（別人だわ）

　鏡で自分の姿を見たフランチェスカの感想はそれだった。

　頭にはオルレアという白い花を模した飾りがつけられ、編み込まれた薄桃色の髪を飾っている。先ほどクリスティナが示した水色のドレスは、袖口や襟元に銀色のレースがあしらわれ、スカートは幾重ものひだが重なり、しとやかで美麗なものだった。ダイヤモンドのネックレスなどの装飾品もドレスに合わせて選ばれていて、全体的にかなり上品なコーディネートが出来上がっている。

（どうしよう、全く落ち着かない……）

　ドレスなんて着るのは初めてだし、高いヒール靴だってそうだ。

　このままだとつっかけて転ぶ未来しか見えない。

「すごく綺麗！」

　クリスティナは自分の選んだドレスは大成功だと喜んでいるが、フランチェスカは早くも脱ぎたい気持ちでいっぱいだった。

「さ、行きましょ。兄様も待ってるでしょうし」

「でも……」

　フランチェスカをこの場に連れて来て、こんなふうに着飾るようにはかったのが誰かなんてわかりきっている。けれどその意図は何も見えなかった。

（婚約者がいるんでしょ？　いいの？）

　それともまさか婚約者を自分に紹介したいとか？

　恐ろしい想像に寒気がした。さすがにそれはない。そんなデリカシーのない人ではない。そう思いたい。

（でも、だとしたらなんで？）

　結局さっぱりわからない。

　けれど逃げるわけにもいかないし、ここまで来たらはっきりと聞いてやろうという気持ちも湧いてきた。

　クリスティナに先導されてホールに入る頃にはフランチェスカは心を決めていた。

　廊下を歩いている時からうっすら聴こえていた音楽が、扉を開いた途端に大きなメロディーとなって迎えてくれる。ホールの奥には楽団がいて、彼らが演奏する音楽に合わせて、ダンスパーティーが行われていた。

「んー……あ、いたわ。ホールの真ん中」

　クリスティナに耳打ちされてフランチェスカが見ると、真っ白いタキシードに身を包んだカルロが見えた。鮮やかな黄色のドレスに身を包んだ令嬢と踊っている。

（だれ）

　胸がズキリと痛んだ。

　自分の位置からは女性の顔は見えず、カルロの穏やかな表情だけが見える。

　まさか彼女が婚約者だろうか。

　じくじくと胸が痛み、見ていられない。

　華やかな音楽がどこか遠いものとなり、自分一人が別空間に立っているような気になってくる。一度感じた疎外感はすぐにぬぐえず、フランチェスカは息をついた。

「……あの方が婚約者ですか？」

　震える声でクリスティナに尋ねる。ここまで来たら、こうしてカルロが誰かとダンスをしている現場を見れば、彼女もあっさりと教えてくれるだろうと思ったから。

　クリスティナはきょとんとした顔になった後、すぐに笑顔になった。

「まさか。あれは姉様よ。第一王女のルチア姉様」

「……え？」

「あ、終わったわ。ほら、行くわよ！」

　クリスティナに手を引かれて、ホールの中央へと進み出る。周囲の気品ある招待客たち──おそらく皆名だたる貴族なのだろう──の視線を浴びながら、フランチェスカはカルロの前へと進み出た。

「フラン！」

　カルロは目を輝かせて、フランチェスカの両手をとった。

　全身を眩しそうに見つめて「綺麗だ」とつぶやく。熱っぽい視線を受けて、条件反射のように頬が熱くなった。

「ヴァレンティノ殿下、どうして……」

「もうカルロって呼んでくれないの？」

「今のあなたはヴァレンティノ殿下でしょ。さすがに呼べないわ」

「……じゃあ二人きりの時なら呼んでくれるってことだね」

　しょげた表情から一転、カルロが笑顔で言う。

　相変わらずの切り替えの早さというか、ポジティブさというか。肩の力が抜けて、笑みがこぼれた。

「フラン、来てくれてありがとう」

　カルロが腰を引き寄せてくる。ぴたりと密着して見上げた先で、輝く瞳に絡め取られた。

「あなたが急に姿を消して、僕は初めて絶望を知ったよ」

「大げさよ」

「そんなことない。僕にとってあなたはなくてはならない人だから、本当につらかった」

「挨拶もしないでケルビンを出たことは謝るわ。でも……」

「兄様に聞いた。僕の婚約者を気にしたんでしょ？」

「……うん」

　気づけば新たな音楽が奏でられ始めていた。ゆったりとしたテンポのワルツのようだ。カルロがフランチェスカの腰を抱き直してからステップを踏み始める。

　フランチェスカは焦って小声で言った。

「待って、私ダンスなんて知らない」

「大丈夫。僕に合わせて靴を鳴らせばいい」

「そんなこと言っても」

　一、二、三と耳元で囁かれ、フランチェスカはカルロの足を踏まないよう、必死でかかとを鳴らす。最初は戸惑ってばかりだったけれど、ゆっくりした曲調に助けられて、とりあえずリズムに合わせることはできるようになった。

　それを待っていたのか、カルロが再び口を開いた。

「僕の婚約は破棄になったよ。ていうよりその話自体、元々あってないようなものだったんだ」

「……そうなの？」

「うん。相手の家にはもっと条件のいい結婚相手を紹介したから、あっさり破断にできたよ」

「王子よりもいい条件なんてある？」

「王子と言っても僕は五番目だからね。結婚して権力を得たり、莫大な財産を得たりという感じじゃないんだ。それより名家に嫁いだ方が良いという考え方もある」

「……なるほど」

　そのあたりの考え方というか価値観は全くわからない。

　けれどカルロの晴れやかな表情に後ろめたい雰囲気はないし、クリスティナも率先してカルロの元へと連れてきてくれたことを考えると、フランチェスカがカルロのそばにいくことを許している節がある。

（カルロが誰とも婚約していないのなら、もしかして私が呼ばれたのは……）

「フラン」

　カルロが真剣な瞳でのぞきこんでくる。

「僕と結婚して。ずっとあなたのそばにいたい」

　ある程度予測がついていたと言っても、実際に言葉にされると胸に響くものがあった。

　彼とともにいる時の安らぎと愛しさがこみあげてくる。

　諦めようとしていた時は、無理矢理に心の奥に本心を閉じ込めていたけれど、もうそんなことはしなくていいのだ。

（本当に？　いいの？）

　心が彼を求めている。すぐにうなずきかけたけれど、フランチェスカは一旦深呼吸をした。

「……知ってると思うけど、私ただの平民よ？」

　魔女や魔術師の中でも特に有能で国の研究所で働いていたり、騎士団に所属したりすると、爵位を賜ることもある。けれどフランチェスカのように市井で生きる場合は平民だ。どうしても立場の違いは存在する。

「でも僕にとっては女神だよ」

「だから大げさすぎるの！」

　大真面目な顔で言う言葉ではない。

　こちらが立場を気にしているのがばからしくなってくる。

「本当だよ。フランの優しさに僕はいつだって救われてる。同じようにあなたが苦しい時は僕が支えになりたい」

（……ずるい。緩急つけすぎだわ）

　冗談を言ったかと思えば、まっすぐな言葉を伝えてくる。

　思えばフランチェスカはカルロに振り回されてばっかりだ。けれどそんなやりとりも好きな自分がいると気づく。

　だとしたら答えはもう迷わなかった。

「……ありがとう。よろしくお願いします」

　目頭がつんとした。

　視界がにじむのは気のせいじゃない。

　カルロの目が潤んでいるのも、きっと。

　瞬間、カルロがホール中に聞こえるような声で言った。

「今ここで私ヴァレンティノ・デルカはここにいるフランチェスカと婚約したことを宣言する！」

「えっ」

　カルロの突拍子もない行動に、フランチェスカは目をむいた。

　こんな簡単に宣言していいのだろうか。まずは国王と王妃に許しを得たり、きょうだいたちに報告したりといった手順があるのではないだろうか。

　カルロの言葉を聞いて、周囲の人々は皆口々に「おめでとうございます！」と祝いの言葉を述べている。それがホール中に響いて、楽隊の音楽すら結婚式で流れる賛美歌に切り替わっていた。

「こんな簡単に発表しちゃっていいの？」

「大丈夫。もともと話してある」

「誰に!?」

「デルカ王家のみんな。ついでに言えば、このパーティーは僕の婚約発表のためのものだよ」

「嘘……！」

　めまいがした。

　つまり初めからこうなる流れだったということだ。自分だけが知らなかった恥ずかしさに、震えが走る。

「もし私が断ってたらどうするのよ」

　せめてもの意趣返しににらみつけると、カルロはへらりと笑った。

「うんって言ってくれるまで離さないつもりだったよ。僕には強い決意があるからね」

（ほんっとにもう……）

　呆れる気持ちが半分、もう半分は彼から心底求められていることへの喜び。

　けれどきっとすぐに喜びの方に天秤が傾いていくのは目に見えている。

　こうなったら覚悟を決めた方がいい。

　カルロとともにいることを楽しんでいこう。きっとそれが二人で生きるということだ。

「ばか」

　フランチェスカは小さくつぶやいてから、彼に抱きついた。
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　種明かしをされてからは、怒涛の展開だった。

　ホールの奥に座っていた国王と王妃へ挨拶し、他の王子や王女たちとも顔合わせをする。

　アンジェロとクリスティナと面識があって本当に良かった。

　初対面の相手に対して物怖じしない方ではあるが、立場が立場である。さすがに緊張して笑顔も引きつった。

　ただカルロが持ち前の人懐こさで場を和ませてくれたおかげで、初めて会話をした割には雰囲気の良い会話ができた。

　婚約披露からの一連の流れが終わり、フランチェスカはカルロに休憩を願い出た。急に連れてこられて、全く経験のないダンスをして、婚約発表して、家族に挨拶して……。少し心と体を休めたかった。

　カルロはすぐにフランチェスカをホールから連れ出してくれた。

　上階にある客室に案内され、ソファに身を沈めた瞬間どっと疲労感が押し寄せてきた。

「つ、疲れた……」

　あまりにも多くのことが起こりすぎた。

　ふるさとの森にいたはずなのに、急にここに連れてこられて、突然の婚約──。

「行動力ありすぎでしょ」

　隣に腰掛けたカルロをねめつける。カルロは得意げに胸を張った。

「やる時はやる男だから、僕」

「こんなに強引だなんて知らなかった……」

「望みを叶えるための方法は色々あるって勉強しただけだよ」

　少ししてから、使用人がワゴンに乗せた飲み物と軽食を持ってきてくれた。そういえばホールの奥にはオードブルが準備されていたし、出席者たちの手にはワイングラスが握られていた気がする。周りを見る余裕なんてなかったから、うろ覚えだけれど。

「このワイン、甘くて美味しいんだよ」

　はい、とワイングラスを渡される。乾杯をしてから、ワイングラスを口元に近づけると芳醇な香りがただよった。一口飲んでみる。ぶどうの甘さが口の中に広がった。

「美味しい」

「飲みやすくていいよね。はい、これも食べて」

　チーズが織り込まれたパンを渡される。ほどよい塩気があって、これも美味しかった。他にドライフルーツやナッツなどもあり、それらを楽しみながらゆったりとした時を過ごす。

　こんなに穏やかな時間を楽しむのは久しぶりだ。

　ただヴァレンティノ王子としての見た目にはまだ慣れなくて、少しだけ目のやり場に困ってしまう。

　何せ、本当に美しいのだ。

　明るい茶髪、赤橙色の瞳の姿の方がどうしても身近に感じるため、今の艶めく金髪や輝く瞳にはまだ慣れなかった。顔立ちは同じなのに、不思議な感覚だ。

「……僕の顔に何かついてる？」

「ううん。本当に綺麗だなって見てただけ」

　途端、カルロの頬が赤くなった。

（あ、こうなるとちょっとカルロっぽい）

　どことなく親しみやすさを感じて、フランチェスカは微笑んだ。

「今日のフランには負けるよ。目が合った時、妖精かと思った」

　どうやらカルロにとって自分は女神だったり妖精だったりと、とにかく人ではない存在のようだ。

（本当に大げさ）

　そんなふうに言ってくれるカルロの方が天使のようだ。

　そう思ったけれど言わなかった。お互いに褒めあい続けて収拾がつかなくなってしまうのが容易に予想できたから。

「ありがとう、ヴァレンティノ殿下」

「……なんか違和感」

　カルロが片眉を上げた。

「そうかもしれないけど、慣れてもらわないと。だってこれからはずっとそう呼ばないとでしょ」

　カルロの方が呼び慣れているけれど、これからのことを思うと本名で呼ぶことに慣れていかないといけない。フランチェスカはそう考えたのだが、カルロはあまり納得していないようだった。

「確かにみんなの前ではそうかもしれないけど、二人きりの時はカルロって呼んで欲しいな」

「そうなの？」

「うん、僕とフランの二人だけの秘密っていうか、特別な名前だと思うから」

「……この見た目の時にカルロって呼べるかな」

「呼べるよ。慣れだよ。……あ、でも二人きりの時はあの髪色にしてもいいよ？」

「そこまでしなくていいわよ」

「……ありがと」

　カルロが微笑んで、軽いキスが落とされる。

　ふわりとワインの香りがした。

「ワイン、まだ飲む？」

「うん」

　彼のグラスはもう空になっていた。ボトルクーラーに手を伸ばそうとすると、やんわりと手を握られた。

「フランから飲ませてほしいな」

「え？」

「こんなふうに……」

　そう言うなり、カルロはフランチェスカのグラスをとると一口含んだ。そのままくちづけられて、ワインが流し込まれる。

「！」

　ほんの少量だったから飲み込めたけれど、びっくりして味わうどころではなかった。あわてて口元をハンカチでおさえる。もしも飲めなくてこぼしてしまったらドレスをよごしてしまう、と焦ったから。

「こんな上級者なことできないわ！　ドレスにこぼしちゃう」

　カルロはふきだして、またかすめるようなキスをしてくる。

「かわいい。上級者って……」

「だってそうでしょ」

「うまく飲んでたよ」

　もう一回と言って、再びカルロがワインを口に含む。

「ちょっと！　やだって言ったばっか……」

　抗議してみるも、両手で頬をはさみこまれてまたくちづけられた。二回目だからさっきよりは味わう余裕もあったけれど、そういう問題ではない。

「もう……」

「顔真っ赤だよ」

「誰のせいだと思ってるの！」

「僕」

　カルロは心の底から嬉しそうだ。思えば今日の彼はずっと笑っている気がした。

「フランが僕に振り回されてるのを見るのが、すごく好き」

「ちょっと！」

「でも自分が振り回されるのも好きだよ。とにかくあなたと一緒なら、なんでもいい。なんでも楽しいし、愛しいんだ」

　優しく抱きしめられる。

「ずっと僕のそばにいて」

「……うん」

　フランチェスカもそっと抱きしめ返した。ゆったりとした鼓動が聞こえる。目を閉じてそれを感じていると、彼の手が背中のリボンにかかった。それは飾りの役割しかない。けれどリボンをといた後、その下のボタンループを外そうとしているのがわかって、フランチェスカは目を剥いた。

「ちょっと、何して……」

「脱がそうとしてる」

「だめ！」

「大丈夫」

「何が大丈夫なのっ」

　このドレスを着るまでには、かなり色々な手順があった。コルセットなどの下着を身につけて、ぎゅっと締め上げられて、ドレスは背中のループボタンを留めてもらって、スカートなんて三枚も重なっているのだ。もしも脱がされたら再び同じ工程を繰り返すなんて絶対にできない。

「待って、カルロ。その、そういうことはちゃんとした時に……」

「ちゃんとした時って？」

「夜とか……」

「もう夜だよ？」

「時間的にはそうだけど！」

　大丈夫、と再びカルロは微笑んで、ボタンを外していく。

「すごく綺麗な色のドレスだよね。フランに似合ってる」

「カルロの好きな色だからってクリスティナ様が……」

「そうだったの？　嬉しいな」

　どうしてドレスの脱がせ方を知っているのか。フランチェスカは身をよじって拒もうとしているのに、カルロの方が一枚上手だった。

　ワインで酔っ払ってしまったのか、うまく力も入らなくて、いつのまにかフランチェスカのドレスは脱がされてしまった。

「なんてことを……！」

「フラン……僕また一つわかったよ」

　ソファに押し倒されて見上げた先、カルロがタキシードを脱いで覆いかぶさってくる。

「あなたのドレスを脱がしながら……すごく興奮した」

「何言ってるの！」

「ドレスを着たあなたはすごく清楚で綺麗で、でも一枚ずつ脱がしていったら妖艶で……」

「わかった、わかったから、そこまでにして」

　あまりにも恥ずかしくて、フランチェスカは顔を両手で覆った。素直になんでも言い過ぎるのも考えものだ。心の底から思う。

「うん……もうここからは静かにする。集中したいから」

　カルロは自身のシャツも脱ぎ捨てると、フランチェスカのむき出しの胸に唇を寄せた。ペロリといきなり頂を舐められて、体が跳ねてしまう。

「ほんとはちょっとだけ怒ってるんだ」

「あんっ……やっ……」

　片方の胸は舌先で丁寧にかわいがられ、もう片方は指先で摘ままれる。丹念な愛撫に一気に性感を高められて、フランチェスカは身悶えた。

「アンジェロ兄様に言われたくらいで、僕の前からいなくなって。……どうして直接確かめてくれなかったの」

　ぐっと彼の指先が強く乳首をつまむ。

　ぴりっとした痛みすら快感となって、フランチェスカは息を吐いた。

「んあっ……だ、って……」

「聞いてくれたら、僕答えたのに。婚約の話はなくなりそうだから、気にしなくていいって。それを言う時間もくれなかった」

「ご、めんっ……」

「お店の『休暇中』の札を見た時、本当にショックだったんだから」

　かみつくようなキスが送られる。

　当たり前のように入ってきた舌が、フランチェスカの舌を見つけて扱くような動きをする。それに必死で応えている間に、彼の手が秘所へと伸びてきた。

「ね、約束して」

　ぐっと蜜壺に指が沈んでくる。内壁の気持ちよいところを擦られて、快感がせりあがってくる。フランチェスカは喘ぎながら答えた。

「なに、を？」

「もう絶対、僕から離れないって。何かあったら、ちゃんと僕に確かめるって」

「や、くそく、するっ……するからぁっ……」

　指の動きがどんどん激しくなってくる。奥まで探られた後に勢いよく抜かれ、また奥まで入ってくる。フランチェスカは腰を震わせて、カルロにしがみついた。

「ふふ……気持ちいいね。フランのいいとこ、これからもいっぱい探すからね」

「も、十分きもちいいのっ……」

「まだこれからだよ？」

　じゅぽんと音をたてて指が引き抜かれ、彼の屹立が擦り付けられた。と思ったら一気に挿入されて、フランチェスカの口から高い喘ぎ声がもれる。

「やあっ……」

　既に体はカルロを受け入れる体制が整っていた。みっちりと蜜壺を埋められて、ぞくぞくとお腹の奥が疼く。

「はぁ、ほんと気持ちいいよ……。つながってるだけで満たされる」

　カルロはうっとりと言ってから、フランチェスカをありったけの力で抱きしめてくる。今回もしばらくはいれたまま動かないつもりのようだ。

「フラン、好き。大好き」

　顔中にキスの雨が降ってくる。フランチェスカもキスの合間に懸命に「私も、好き」と伝えた。何度言っても足りない。彼への想いは言葉にすればするほど強く大きくなっていく。

　これまでずっと彼から好きと言ってもらうばかりだった。

　これからはフランチェスカもきちんと言葉にして伝えて、行動で愛を示したい。

「私のこと、あきらめないでくれてありがとう」

　カルロは目を見張ったあとに泣き笑いのような表情に変わった。

「当たり前でしょ」

　フランチェスカの髪を優しく撫でて、その一房にくちづける。

「諦めるなんてみじんも考えなかったよ」

「……ありがと」

　きっとフランチェスカもそうだった。

　帰省して、カルロとの距離は離れたというのに、彼のことを考えない日はなかった。もう会わないと決めたはずなのに、いつのまにかどうすればもう一度会えるのかと考えていることもあった。

　時間さえたてば彼のことをあきらめられるのだろうかと考えて、途方に暮れていた。

　結局のところフランチェスカもカルロを諦めることなんてできそうになかったのだ。もしもカルロが迎えに来てくれなかったら、自分から会いに行ってしまった気がする。

　フランチェスカは一度深い呼吸をしてから、改めてカルロを見つめた。

「大好き」

「……すごい、嬉しい」

　カルロは満面の笑みを浮かべて、ゆっくりと顔を近づけてくる。そっと触れ合わせるだけのキスをしてから、彼は腰を動かし始めた。

「んっ……はぁ……」

　お互いの蜜液が混ざり合い、水音が響く。ソファの上だから多少動きづらそうではあったけれど、それでも少しずつ突き込みは速く激しくなっていく。

「カルロ……っ……好き……」

　フランチェスカは必死にしがみついて、共に快感を追いかけた。

　彼が自分を求めてくれているのと同じだけの熱量を持っていると示したかった。

「もっと、いっぱい、言って」

　揺すられて求められるまま、フランチェスカは愛の言葉を紡ぐ。

　好きと言うたびに、フランチェスカの中の屹立がぴくりと震えた気がした。

（かわいい）

　心の中だけで言って、微笑む。

　お互いに汗ばんだ肌を触れ合わせ、唇がふやけるほどにキスをする。カルロは多少動きづらそうにしてはいたけれど、腰使いは巧みで的確にフランチェスカを高めていった。

「も、だめ、きちゃうっ」

「ん、いいよ」

　首筋を甘噛みされたと思ったら、同じ箇所を舐められる。彼の唇によって肌のいたるところにキスマークがつけられていく。それは自分の首元に彼のしるしが残されていくことでもあった。

（もう絶対胸元のあいたドレスは着れないわ）

　かすむ思考のふちでそう思いながら、フランチェスカは与えられ続ける快感に喘いだ。

「フラン、僕も、もう……」

「うん……うんっ……」

　カルロの荒い吐息に合わせるように、自分も短く息を吐き出す。呼吸を合わせたら共に達することができる気がした。そのまま強い律動に身を任せ、フランチェスカはせりあがってきた快感をときはなった。

　その瞬間、自分の中にある彼の昂りがぐっと膨張して、中がめいっぱい満たされた感覚になる。

「はぁっ……」

　カルロの艶めいた喘ぎ声に誘われるように、応えるように、フランチェスカの膣もぎゅっと彼自身を締め付けた。

「はぁっ……カルロっ……」

　彼の脈動をお腹の奥で感じながら、フランチェスカは息を整える。絶頂の余韻に身を任せながら、嵐のような快感がだんだんおさまっていくのを味わった。

「……フラン」

「うん」

　カルロの熱い吐息が首筋にかかる。そのままぺろりと舐められて、フランチェスカはくすぐったさに身を震わせた。

「なんでかな」

「え？」

　いまだ中にいれたままの屹立をゆるく律動させながら、真面目な声音でカルロが呟く。先ほどよりは圧迫感はなくなっているけれど、内壁を擦られる気持ち良さにフランチェスカは小さく喘いだ。

「たった今達したばかりなのに、またあなたが欲しいなんて」

「えっ……」

　フランチェスカはたった今満たされ、快感の余韻にひたっているところだ。それがだんだんと落ち着いていくさまをゆっくり感じていようと思っていたが、カルロは違うようだ。

「私は、その、もう満足したけど……」

「うん、僕も満足した」

　カルロはそう言いつつも、腰を動かすのをやめない。お互いの蜜が混ざり合っていることもあり抽送はなめらかで、フランチェスカの体にも再び熱がともりはじめてしまう。

「だってフランにずっと会いたかったから、ようやく手に入れたから」

　切ない囁きに胸が疼く。

　彼が強い想いで自分を求めてくれていることが嬉しかった。その気持ちがあらわれていると思うと、愛しさも増していく。

　フランチェスカはカルロの頬に触れ、指先を唇にすべらせた。

「……いいよ」

　微笑みかけると、カルロは嬉しそうに覆いかぶさってきた。その瞬間、ぐっと屹立が奥に入ってきて、目の奥がチカチカする。それはいつのまにか質量を増していて、たやすくフランチェスカに先ほどの快感を蘇らせた。

「あっ」

「今日は特別な夜だから」

　お互いの心が通い合って、真の意味で結ばれた。二人にとって大きな区切りとなった日だ。

「……そうだね」

　フランチェスカはうなずき彼を抱きしめた。

　先ほどはゆっくりと、けれど確かな快感をもたらす律動に、フランチェスカは再び高い声をもらした。たった今満足したと思ったばかりなのに、すぐに自分の体にもまた官能の炎が灯される。

「カルロ……もっと」

「もっと？　はやくする？」

「ん……抱きしめて」

「仰せのままに」

　カルロはすぐに願いを叶えてくれた。

　火照った肌がぐっと密着して、その分彼の昂りも奥に入る気がする。

　強く抱きしめられながら突かれるのが好きだ。

　愛されていると実感できる。彼の熱をたくさん感じられるし、フランチェスカも強く抱き返すことで気持ちを伝えられる。

「カルロ……好き……」

　体を揺さぶられながら、フランチェスカは喘いだ。

　カルロの熱を感じ、愛をたっぷりと注がれると胸がいっぱいになる。

（ひとつになるってこういうことなのね）

　感動さえ覚えながら、フランチェスカは腰をふるわせた。きっとカルロも同じ気持ちだ。それが伝わってくる。

「僕もだよ。愛してる」

　カルロの突き込みの瞬間、彼の額の汗がフランチェスカの頬に落ちた。そっと指ですくって舐めてみると、確かに甘い。

（全部甘い、って本当かもしれない）

　フランチェスカはキスをせがみながら、昇りつめていった。

　そんなふうにお互いへの愛情を与えあいながら、フランチェスカとカルロは一晩中その部屋で過ごしたのだった。
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「お姉ちゃん！」

　フランチェスカが村の門を開けると、真っ先にマリエッタが駆け寄ってきた。

　ネリーを通して帰省することは伝えてあったから、待っていてくれたのだろう。

「おかえりなさい！」

「ただいま！　あの時はごめんね」

　帰省中のフランチェスカをアレイスターが迎えに来た時、そのまま王都へ行くことになってしまって、家族に挨拶もできなかった。ネリーに伝言は頼んだものの、不十分だったとフランチェスカも思う。その後水晶珠のやり取りはしていたが、こうして直接会えた時にはもう一度謝ろうと決めていた。

「どうしてもすぐに王都に戻らないといけなくて」

「ほんっとびっくりしたし心配したけど、色々とうまくいったなら良かったよ」

　マリエッタは優しくうなずいた後、フランチェスカの隣に立つカルロに視線を向けて微笑んだ。

「はじめまして。妹のマリエッタです。お話は色々と聞いていたので、お会いできて嬉しいです」

　今回の帰省の連絡の時に、カルロも同行すると伝えてあった。助けた青年と恋人となり、一度挨拶をしたいからと。

「カルロです。僕もフランからよくあなたの話を聞いてました。優しくて聡明な自慢の妹だって」

　カルロが手を差し出し、二人はしっかりと握手を交わした。

「それは褒めすぎです。お姉ちゃんったら」

「本当のことだもん」

　マリエッタがはにかむ様子を微笑ましく見ていると、背後から獣の足音が聞こえてきた。しかも複数で、どんどん近づいてくる。

（まさか魔獣!?）

　緊迫感とともにフランチェスカが振り向くと、白い馬の魔獣とヒョウのような魔獣が連れ立って向かってきているのがわかった。

「嘘っ」

　フランチェスカは目を疑った。

　二頭はフランチェスカたちのそばで急停止し、それぞれからアンジェロとアレイスターが降り立った。二人とも肩で息をしていて、相当急いでやってきたことが見て取れる。

「なんで……」

　フランチェスカが呆然と呟くと、アレイスターがカルロを見て苦々しい顔で「ご挨拶はしかるべき時にとお伝えしていたはずですが!?」と言った。

「まだ記念品の準備ができていないのに、せっかちだな」

　アンジェロも肩をすくめて苦笑いしている。

　──今回の帰省にあたり、カルロはアンジェロたちには話を通してあると言っていた。婚約の挨拶をするにあたり、最初から仰々しいとフランチェスカの家族が構えてしまうだろうから、まずは自分だけ行くと説得したと。

（これは説得に失敗したってことなんじゃ……）

　二人の表情を見る限り、そちらの可能性が大いに考えられる。

　ただカルロは全く動じることなく笑顔で言った。

「アレイスターはいいですねって言ってくれたじゃん」

「それはフランチェスカ様のご実家にご挨拶に伺うことについてです！　きちんと準備を整えてからとお話ししました！」

「そこは覚えてない」

「殿下！」

　アレイスターがカルロに説教を始めてしまった。

（まずい！）

　殿下、という単語が出ると──。

　フランチェスカがマリエッタを見ると、彼女は目を見開いたまま固まっていた。視線の先はアンジェロと彼に寄り添う魔獣だ。王族を目にする機会はこれまでになくても、彼らが白い魔獣に騎乗することは知っている。

「お姉ちゃん、白の魔獣ってもしかして……」

　マリエッタが駆け寄り、小声で言ってくる。

　もともとカルロの素性については直接言おうとは思っていた。タイミングとしては突然すぎるけれど、今しかない。

「実はカルロは──」

　言いながら彼を見やると、カルロはちょうど髪色の魔法を解いて金髪に戻したところだった。合わせるように、ジルも本来の白い毛並みに戻る。

　カルロが白い魔獣を従えた金髪の青年に変化したことで、マリエッタは確信を得たようだった。

「待って、恋人って王家の方なの!?　お姉ちゃん！」

　普段よりも早口になっているのが、彼女の興奮を伝えてくる。フランチェスカは他の誰にも聞こえないようにそっと言った。

「うん、カルロは第五王子のヴァレンティノ殿下なの。あちらは第二王子のアンジェロ殿下。私もいまだにびっくりしてる。でも大丈夫、すごく私たち寄りの人よ」

「そうなの!?」

「保証する」

　むしろ王子として扱わない方が良いくらいだ。それを裏付けるようにカルロが会話に入ってきた。

「そうだよ、立場なんて関係ないし、一旦忘れて欲しいくらい」

　楽しそうに微笑む彼の髪色は、もう明るい茶色に戻っていた。一瞬にして魔法をかけ直したようだ。

「僕は僕。一応第五王子としてのヴァレンティノっていう名前があるけど、この姿の時はカルロって呼んでほしいな」

「でも……」

「私からもお願い」

　マリエッタは少し考えた後でうなずき、言った。

「……カルロ、さん？」

「そう」

　カルロは嬉しそうに笑った。改めてマリエッタの手をとって強い握手を交わす。

「改めてよろしく、マリエッタ」

「よろしく、お願いします」

　二人の間に和やかな空気が流れ、フランチェスカは胸を撫でおろした。

　改めてアンジェロとアレイスターに向き直り、頭を下げる。

「急にカルロを連れ出す形になってしまってすみません」

「いいんだよ」

　アンジェロは穏やかに言うと、声をひそめた。

「挨拶は早くしたほうがいいとは思っていたし、私たちもただ見たかっただけだから」

「え？」

「ヴァレンティノがあなたのご両親にどんな挨拶をするのか。まあ粗相があるようなら、きちんとフォローはしようと思っているけどね。……ああ見えて、ヴァレンティノは緊張していたんだよ」

　最後の言葉は、本当に他の誰にも聞こえないような囁きだった。フランチェスカでさえ全て聞き取るのが難しかったほどだ。

（カルロが緊張？）

　彼はずっとマリエッタやフランチェスカの両親に会えるのが楽しみだと、わくわくしている様子だった。けれど婚約の挨拶というのは、人生において大きな出来事ではある。彼も彼なりに色々と気にしていたということか。

　かわいいな、と思う。

　大事にされていると実感して、胸の中があたたかくなっていった。

　カルロはマリエッタと楽しそうに談笑を始めている。マリエッタも彼の人懐こさにいい具合に巻き込まれて、自然な表情を浮かべていた。

「カルロ、そろそろフランチェスカのご両親の元に行った方がいいんじゃないか」

　アンジェロが声をかけると、カルロはにっと笑った。

「どっちの姿がいいと思う？」

「私の答えはわかりきっているだろう？」

　カルロはうなずくと、もう一度髪色を金髪に戻した。

「さすがにわきまえるところはわきまえるよ」

「……頼みますよ、殿下」

　アレイスターが苦々しく言った。彼は割と心の底から心配していそうだ。

（どうなるんだろ）

　多少の心配はあったけれど、フランチェスカはカルロの腕にそっと自分の手を添えた。

「よろしくね」

「まかせて」

　何も心配などないような心強い笑顔だった。

　多少は緊張している部分もあるのかもしれないけれど、きっと大丈夫。

　そう信じられる表情だったから、フランチェスカは自信を持って彼を家に案内したのだった。




　──結果として、婚約の報告は大騒ぎとなった。

　突然王子が現れて娘と婚約したいと報告したのだから、フランチェスカの両親の驚きようといったらなかった。

「恋人を連れてくるとは聞いていたが、王子なんて聞いていない！」

　二人とも異口同音に言ったのには、フランチェスカもふきだしてしまった。

　フランチェスカとヴァレンティノ第五王子の婚約の話はまたたくまに村中に広まり、その夜は急遽村をあげての祝宴が開かれたのだった。

　こうしてフランチェスカの両親への挨拶も無事に終わり、城下町ケルビンにて二人は正式に婚約を発表。

　国民たちは第五王子の婚約を大いに喜び、婚約者の身分が平民であることに対しても好意的に受け入れた。第五王子は平民に近い価値観を持つ人物なのだという印象が広まり、王家のイメージアップにもつながったらしい。

　そして季節は巡り、再び春がやってきた。

　結婚式は夏に行われるが、フランチェスカは今まで通りに店を続ける予定だ。そしてカルロもまた、そばに居続ける。

　そんな二人の生活を認めてくれた国王と王妃、きょうだいたちには感謝してもしきれない。ヴァレンティノには公務との両立さえできればという条件が課されたが、結婚後にそれは必要最低限にしてくれる手はずが整えられていた。

「みんなフランチェスカの魔道具が欲しいのよ」

　これはクリスティナがこっそり教えてくれたことだ。

　例えば彼女のための杖であったり、騎士団の使う武器、はたまた生活を便利にするような雑貨類など。彼らが依頼した時に優先的に納品してもらえるように恩を売っているというのである。

　それを聞いた時にフランチェスカは笑ってしまった。

　そんなことをしなくても、王家の人間として命令してしまえばフランチェスカは従う。それが選択肢にないということは、デルカ魔法王国の王家の面々が善良であることの証だった。

　とにもかくにもそういういきさつを経て、フランチェスカとカルロは今も時間があれば城下町で共に過ごしている。そういう時、カルロは髪色と目の色を変化させている。彼がヴァレンティノ王子であることは知られることとなったが、もともと城下町で過ごしていた姿に知り合いは親しみを感じたままでいてくれているようだ。ミールなど店の常連客にこれまで通り気さくに話しかけられて、カルロは嬉しそうにしていた。




　城下町ケルビンの春といえばランタン祭り。満天の星の下、それぞれのランタンを掲げ、祈りを捧げる。彩り豊かな灯が集まる様はまるで絵画のように美しいと評判だ。

　街の中央にある噴水広場には多くの市民たちが集まっていた。フランチェスカとカルロもその中に混じって、皆と同じように祭りの夜を楽しんでいた。フランチェスカのランタンでは青い炎がゆらめき、カルロのランタンでは黄金色の炎が輝いている。

（随分長く祈ってるな）

　フランチェスカが祈り終わっても、カルロはランタンをかざし、目を閉じてまだ祈っていた。その横顔を眺めながら、彼の願い事について思いを馳せてみる。

（多分……私とのことだろうな）

　ずっと一緒にいられますようにとか、いつまでも好きでいられますようにとか。

　しばらくしてカルロが目を開けた後、フランチェスカは聞いてみた。

「何を願ってたの？」

　カルロは微笑んで、フランチェスカの肩を引き寄せた。

「いつまでも二人で一緒にいられますようにって」

「やっぱり」

　フランチェスカはうなずき、伸び上がって彼の耳元で「私も同じ」と囁いた。

　お互いを大事にしながら生きていきたい。

　楽しい時も、つらい時も、悲しい時も、全ての時を共に支え合っていきたい。

　それがフランチェスカの願ったことだった。

「やった」

　カルロが嬉しそうに笑うから、フランチェスカも心が弾む。

　彼は日に日に素直になっていくような気がした。表情もころころと変わって、見ていて本当に退屈しない。

（言ったら拗ねちゃいそうだから言わないけど）

　カルロの笑顔に応えて、フランチェスカはランタンを差し出した。

「祈りも終わったことだし、交換しましょうか」

　お互いのランタンを交換しあうと、なぜかカルロは目を潤ませていた。

「ど、どうしたの？」

「一年前はあんなに冷たく断られたのに……」

「別に冷たくなんてしてないでしょ！」

　フランチェスカが「無理」と簡潔に言っただけだ。きちんとその後には理由だって説明している。特別に想っているし、困っている時は助けるけれど、恋愛対象ではない、と。

（まあ本当に全部ひっくり返っちゃったもんな）

　まさか一年後にこんな展開になるなんて、フランチェスカだって思っていなかった。

　けれどこういう誤算はどことなく嬉しくて、楽しくて、幸せなものでもある。

「これからもずっと一緒よ。毎年交換しましょ」

　フランチェスカはカルロの頬にくちづけた。

「絶対だよ、約束」

　その時のカルロの心底嬉しそうな表情は、何よりも輝いていた。








居候はたぶん王子!?


恋ベタ魔女が甘い言葉で迫られてます
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